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プロローグ　私たち、『親子』なのよ!?









「いいってことだよね、母さん？」

　夕闇が迫って薄暗い室内に、息子の熱っぽい声が響く。

　美み咲さきは目を逸らす。息子の顔を正面から見返すことができなかった。いま息子と目を合わせてしまったら、その思わぬ男らしさに圧倒されてしまいそうだったからだ。

「だ、ダメよ……こんなこと、いけないわ」

　美咲は声を振り絞ってそう答えたが、その声は震えてか弱い女子のそれだった。

　稲いな光びかりが窓を照らし、わずかに遅れて雷鳴が轟とどろく。急な夕立で空には暗雲が立ちこめ、土砂降りの雨が屋根や窓を叩いていた。

　美咲は昔から雷が苦手で、この歳になっても、ついついビクッと震えてしまう。

　しかし今、美咲を本当に怯おびえさせているのは雷ではなかった。

　美咲は自分を守るように、両手で自分の肢体を抱きしめていた。

　肉感的な、女の体だった。手足の長いモデル体型ながら、胸はボンと大きく膨らみ、腰は驚くほどに扇情的にくびれ、そしてヒップは男を誘うような安産型だ。

　健全な男であれば、この体を目にすればすぐに股間を熱くするだろう。

　否応なしにオスの劣情を煽り立てる、理想的な、淫魔のイヤらしい女体であった。

　にもかかわらず、つい最近まで、美咲にはその自覚がなかった。物心ついたときから美少女であった美咲は、男子からも、女子からも、大人からも、老人からも、常に視線を浴びて生きてきた。それが美咲にとっての日常だった。元来、類い希な鈍感であったことも手伝い、美咲は自分の体がナチュラルに卑猥の極みにあるなどとは、夢にも思っていなかった。

　だが、もはや認めざるを得ない。

　息子が向けてくるその目には、淫らな欲望の炎が燃え上がっていた。

　母親を見る目ではない。淫婦を品定めするような、色情に染まった獣の視線だ。

　美咲の美しい顔立ちを。ほどよく浮き上がった鎖骨を。

　大きな二つの乳房を。流麗な曲線を描く腰を。

　そして薄い布にのみ隠された股間を。

　息子は生唾を飲み込みながら、じっくりと舐め回すように見て、一歩近づいてくる。

　すかさず、美咲は体をこれまで以上に固くした。

「ダメよ……！　ダメだって、言ってるでしょ……！」

　私たち、と美咲は言った。

「私たち、親子なのよ……！」

　それは美咲なりの必死の抵抗だった。明確な線引きと言ってもいい。

　そう、自分たちは一つ屋根の下で長年の時を過ごした、家族なのだ。

　美咲は息子を小さい頃から見てきたし、せっせと世話をしてきた。そこにある愛情は、決して情欲による卑猥な感情ではなかったはずだ。

　美しい家族愛。

　どこに出しても恥ずかしくない、純粋な慈しみ、愛そのものであったはずだ。

　しかし──。

「なに言ってるんだよ、母さん」

　くすりと息子からは笑われてしまう。

　だが、それもそのはずだった。

「息子の部屋にバスタオル一枚でやってきたのは、母さんじゃないか」

「……っ」

　かぁっと顔が熱くなりながら、美咲は、改めて自分を抱きしめた──息子が言うとおり、バスタオル一枚を巻きつけただけのそのイヤらしい体を。

　それが、美咲が息子と目を合わせられない本当の理由だ。

「母さんも、求めてるってことだよね？」

　だって、自分からバスタオル一枚で息子の部屋に来たんだから──。

　そう言われたら、もはや美咲には返す言葉はない。

　いけないと思っていた。ダメだと自分に言い聞かせた。

　しかし頭ではわかっていても、一度火のついた身体は、勝手に動いてしまったのだった。

　息子の元へ。

　逞しい肉体と、立派に成長した陰部を持つ、一匹のオスの元へと。

「母さん、きっと来てくれると思ってたよ……」

　息子は部屋に迎え入れてくれた。ゆっくりと近づいてくる。

「ダメ、ダメよ……！」

　美咲は言葉だけでも抵抗する。しかし、いつでも背後のドアから逃げられるのに、決して逃げようとはしなかった。むしろ息子が近づいてくるのを待っている。

　美咲のほっそりとした肩や、しなやかな白い脚が小刻みに震えているのは、果たして恐怖ゆえなのか。それとも何か、期待するものがあるのではないか。

　美咲自身、本当は自覚している。だが、一片の理性がそれを否定し、どうにか封殺しようと足あ掻がいている。

　けれども、その抵抗はもはや、脆もろくも崩れ去るのだった。

「愛してるよ、母さん……」

　息子が力強く抱きしめてくる。立派に成長した、逞しい、大人の男の腕で。固くぶ厚い胸板に、一人の女としての美咲を、無骨に引き寄せてくる。

「ぁ……ダメ……」

　しかしオスの感触、匂い立つオスのフェロモンに。

　美咲のメスの部分は、すっかり抵抗をやめて力を抜いてしまうのだった……。











第一章　抑えられない禁断の『純愛』



　　　　　――癒やしてあげるのは妹のバージン!?







　恋ヶ崎こいがさき赫かくには母親が二人いた。

　少なくとも物心がついた頃には、赫には身も心も委ねられる女性が二人いた。

　一人は血の繋がった母であり、多くの場合、母と言えばこの女性を示した。だが両親が共働きだったために、幼稚園に迎えに来ないことも少なくなかった。

　そんなとき、赫を迎えに来てくれるのは、もう一人の母だった。

　彼女は美咲と言い、赫も何も不思議に思わずに「美咲ママ」と呼んで慕っていた。ただ当時の美咲はまだ中学生であり、周囲からはお姉さんだと思われていたようだ。

　苗字も同じ「恋ヶ崎」であり、家は隣だった。

　というのも、美咲の母と赫の父はれっきとした仲のいい姉弟で、二人がそれぞれ結婚しても近くで住むことを希望したのだ。苗字が同じなのは、美咲の父が婿養子として「恋ヶ崎」へと苗字を変えたからだ。

　要するに血縁上は、美咲と赫はいとこになるわけだ。

　しかし、赫にとって美咲は、実の母親以上に母親だった。幼稚園の送り迎えだけでなく、ご飯も作ってくれたし、お風呂にも入れてくれた。赫が甘えれば、美咲は笑顔で抱きしめてくれた。その温かさや柔らかさが、赫は大好きだった。

　なにせ赫は、幼稚園ではよくからかわれていた。

「やーい！　かーくんの泣き虫ぃ、弱虫ぃ！」

「な、泣いてないもん！　泣いて……ふぇぇえっ！」

　子どもは残酷だ。一度ターゲットを決めたら、泣くまで追い詰める。簡単に泣き、中途半端な抵抗しかしない「泣き虫、弱虫」の赫は、いいオモチャにされていた。

　そんな赫をいつも慰めてくれたのは、美咲ママだった。

「うふふ、大丈夫よ、かーくん。かーくんも立派な男の子なんだから、きっと強くなれるわよ」

「うん……僕は強いもん！　美咲ママのことだって、きっと守ってあげられるもん！」

「あら、ありがとう」

　美咲が優しい声で、頭を撫でてくれるのが、赫は嬉しかった。

　一方で、美咲には歳の離れた妹がいた。名を「心愛ここあ」といって、赫よりも二歳年下だった。心愛は赫を「お兄ちゃん」と呼び、赫が美咲を母だと思っていたのと同じくらい、赫のことを兄だと思って慕っていた。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、おてて、つないでー」

「んー」

　いつも赫にくっついて、甘えてくる心愛。ときにはキスをねだってくることもあった。そんな二人を、美咲や大人たちは微笑ましく見守っていた。

　だが──。

　不幸はいつだって唐突に訪れる。

　最初の不幸は、美咲と心愛の両親に起きた。交通事故で、横転したトラックに巻き込まれたのだ。親切で心優しかった伯母とその婿。二人とも即死だった。

　赫はその当時の美咲の様子を忘れない。

　口を半開きにして、魂が抜けたみたいに唖然としたまま硬直していた。話しかけても、揺すっても、美咲は何も応えてくれなかった。人形みたいに、何も反応を示さなかった。かと思ったら、いきなり泣き出して両親のことを叫んで呼びかけた。涙が涸れ、喉が潰れるまで、美咲は泣き明かし、赫の両親がいつまでも美咲を慰めていた。赫は物陰からそれを見守り、まだ幼い心愛の手を握ってやることしかできなかった。

「ねえ、お兄ちゃん……しんだ、ってなに？」

「……さあ。僕もよくわからないよ」

「パパとママ、どうして帰ってこないの？」

「だから、わからないって」

「もう会えないなんて、やだぁ……！」

　心愛がぐずり出したら、それは赫にもすぐに伝染して、赫も泣き始めたのだった。

　優しい人たちだった。赫のことも、我が子のように扱ってくれた。

　やがて、赫の両親が美咲と心愛を引き取るという話になった。ごく自然な流れだった。血の繋がりが濃く、元から家族ぐるみの付き合いであり、当たり前のように思われた。赫も美咲や心愛と正式に家族となることが嬉しかった。

　法的にも養子縁組が正式に認められ、美咲は法的には姉に、心愛は妹になった。

　だが、そんな生活も長くは続かなかった。

　美咲が高校生となり、赫は小学生となっていたときだ。

　今度は赫の両親が交通事故に巻き込まれた。もらい事故の、そのまたもらい事故という、やりきれない、あまりにヒドい不運だった。

「子どもが三人も残されて、どうするんだよ」

　通夜の席で、大人たちは話し合っていた。親戚と言っても繋がりの薄い者たちだ。

「ヤマダさんとこはどう？」

「やめてよ。うちはもう二人もいるのよ」

「コガの兄さん、もらってやりなよ」

「バカ言うな。コブつきなんざ、誰からも相手にされなくなる」

「あたしがもらってやってもいいわよ。保険金がたんまりもらえるんでしょ？」

「教育費や最低限の生活費でしか、金おりない仕組みになってるってよ」

「じゃ、やーめた」

　……幼い赫でも、自分たちが厄介者扱いされているのは肌で感じられた。さらに小さい心愛も、赫の服の袖をぎゅっと掴んで、今にも泣き出しそうだった。

　これから自分たちはどうなるのだろう。

　実の両親を喪ったという事実は、赫には重すぎて理解しがたいものだった。先に同じ境遇に陥った美咲が、あれだけ取り乱したのも納得し始めていた。家族を喪うというのはそれほど衝撃的な出来事なのだ。

　二つの恋ヶ崎家。一つの家族のように仲がよかった。

　けれど、それはもう過去のこと。

　家族とは親がいなければ成立しないのだと、赫は思い知らされた。

　きっと自分たち子どもは、これからバラバラに引き離されてしまうのだろう。

「やっぱり施設に預けるしかないんじゃねえの」

「でもそれじゃあ、わたしたちが厄介払いしたみたいじゃない」

「実際そうでしょー。誰かもらってやりなよー。可哀想だよー」

「ったく、他人事みたいに言いやがって……」

　大人たちの醜い押しつけ合いだ。誰も進んで面倒は抱え込みたくない。誰かこのババを引けと、親戚同士で牽制し合っている。

　幼い赫はその小さい拳を握りしめ、溢れてくる涙を必死にこらえていた。しかしそれにも限界がある。「泣き虫、弱虫」の赫。そうして何度もイジメられてきた。妹分の心愛も同じ様子だ。二人して泣いてしまう──。

　そんなときだった。

「私が、引き取ります」

　覚悟の籠もった声に、その場は一瞬静寂に満たされた。

　一同の視線が声の主に集まる。

　それは美咲だった。

「私が、二人を引き取りますっ……！」

　美咲自身、目に涙を湛えていた。

　周囲はざわつく一方だ。

「なに言ってるの、美咲ちゃん。あなたまだ高校生でしょ」

「家のことはだいたい私がやっていましたから。できます」

「できるって言っても、高校生が親代わりなんて。ねえ？」

「未成年じゃあなぁ」

　大人たちは面食らって困った様子だったが、正座した美咲は太股の上で、握った拳を震わせていた。

「世の中には、中学生で子どもを産んで、立派に育てている女性だっていますから」

　押し殺した低い声。美咲もまた、様々な想いを抱えているのだ。それでも、立派にあろうとしているのが、赫にもわかった。

　美咲ママは、このとき、本物の親になろうとしていたのだ。

「両親の代わりは、私がやりますっ！　おじさんとおばさんの代わりに、かーくんもちゃんと育ててみせますっ！　約束しますっ！」

　思わず立ち上がって、涙ながらにそう叫ぶ美咲。

　何人もの大人たちを前に、啖たん呵かを切ってみせる美咲は、凜として格好よく、また美しかった。

　赫の心臓が、ドクンドクンと高鳴っている。依存対象、第二の母だった美咲に、これまでとはまた違う感情を抱き始めていた。

「……そんなこと言ったって、ねえ？」

　大人たちは女子高生の美咲に圧倒されていたが、まだ煮えきらない様子だ。

　微妙な空気を破ったのは、意外にも、最年少の心愛だった。

「ママ……？」

　本来、姉である美咲を見上げて、心愛はそう呼んだ。立派な美咲の姿が、実の母親とダブって見えたのだろう。

　美咲は柔らかい微笑みを浮かべて、心愛の前で膝を折った。

「うん。今日から美咲お姉ちゃんは、心愛ちゃんのママになるの。心愛ちゃんはイヤ？」

「……ううん」

　心愛は首を振った。

「美咲ママ……好き」

「ありがとう！」

　美咲はひっしと心愛を抱きしめた。きっとその瞬間に、二人は姉妹ではなく、母娘となったのだ。

　美咲は心愛を抱き上げた。

「うふふ、改めて抱いてみると、大きくなったわね、心愛ちゃん」

「えへへ、心愛。ママたちみたいに、ないすばでぃになるの！」

「あらあら。この子ったらませちゃって！」

　微笑ましい。頬を寄せ合って笑い合う二人は、もはや若い母娘にしか見えなかった。

　それから美咲は、赫を見下ろした。

「かーくんは、どうする？」

「僕は……」

「美咲ママと一緒は、イヤ……？」

　少しだけ悲しそうな顔をする美咲。

　彼女にそんな顔をさせるのは、二度とダメだと赫は思った。

「ううん！　僕、美咲ママと一緒がいい！」

　一緒がいいだけではなかった。

　赫も男だ。もう「泣き虫、弱虫」だなんて言わせない。

「僕が、美咲ママを守ってあげるんだっ！」

　小さい胸を張って、そう答える。

　美咲や他の大人たちも呆気に取られ、次の瞬間に吹き出した。

　笑われたのはわかった。しかし赫は撤回しない。今に見ていろよ、と思った。

（僕だってパパみたいな立派な男になって、美咲ママを守ってあげるんだ！）

　息子ではなく、一人の男として。

　その瞬間から、赫は生まれ変わったのだ。




◇




　十年後──。

　県立Ｎ高校の体育館は、熱気に満たされていた。

　キュッキュッ、と引っきりなしに響くのは、バスケットシューズのスキール音だ。

　コート上で十人の男子たちが入り乱れ、主審と副審がそんな彼らの挙動を注意深く見守っている。

　茶色いボールは、巧みなパスワークで縦横無尽にコート上を飛び回る。

　そして、ある細マッチョなプレイヤーに渡った。パスではなく、勝負の姿勢を見せている。

　瞬間、二階のベランダから黄色い歓声が上がった。

「きゃーっ！　恋ヶ崎せんぱーい！」

「赫くん頑張ってーっ！」

　一年生から三年生まで、二十人はくだらない女子生徒たちが大盛り上がりだ。

　敵チームは当然、面白くない。

〝ぶっ潰してやる！〟

　スポーツマンシップには則らない怒りの籠もった視線だ。

　しかし、そんな苛烈な眼差しを嘲笑うように赫はシュートモーションに入る。

「スリーだ！」

「止めろ！」

　遠くから決める三点シュートは、バスケにおける最も強力な攻撃手段だ。野球で言えばホームランを狙われるようなもの。無論、そのぶん成功率は下がるが、赫は県内一のスリー決定率を誇っていた。

　試合終了まであと少し。ここまで赫一人に三十点も取られてしまっている敵チームは、躍起になって赫を止めに殺到してくる。

　だが赫のスリーはフェイントだった。浮き足立った相手を置き去りにする鋭いカットインで内部に切り込み、ゴール下、長身の相手と一対一になる。

「野郎！　叩き落としてやる！」

　相手は県内ナンバーワンセンター。身長二メートルもある巨人だ。全国でも数えるほどしかいない恵まれた体たい躯くを持つ男。まともにやり合ったら赫が勝てるわけがない。

　だから必ず──、

「またフェイントだな！　その手に乗るか！」

　長身の相手は赫の技巧を警戒し、パスあるいは変則シュートに対応しようとした。

　ところが──。

「そう来ると思ったぜ」

　すべて赫が計算したとおりだ。

　裏の裏をかき、赫はあえて真正面から突っ込んだ。

「しまっ──!?」

　気づいたときにはもう遅い。

　赫は二メートルの頭の上からダンクをぶちかました。

　中途半端に対応しようとした相手は、あえなく吹っ飛ばされる。

「ぐはっ……！」

「しゃあっ！」

　着地した赫がガッツポーズし、吠える。

　二階の観覧席の女子たちの盛り上がりようは凄まじかった。もはや黄色い声援などという可愛いものではなく、絶叫に近い大歓声だ。

「やれやれ……やってくれるぜ、赫」

「悪いな。ここは俺の一本だ、琢たく磨ま」

　吹っ飛ばされて尻餅をついた二メートルの巨人、彼の名前は道みち下した琢磨といった。このＮ高バスケ部のキャプテンだ。

　エースの看板を背負っている赫は、そんなキャプテンに手を伸ばし、彼が立ち上がるのを手伝った。

「全国で大暴れしてやろうぜ」

「おう」

　チーム内の模擬戦をやっていたのだ。

　七月上旬。

　元から強豪校だが、県内ベストファイブにも選ばれた赫と琢磨を主力としたＮ高バスケ部は、今年、すでに全国への切符を手にしていた。

　とくに赫は県内の最優秀賞ＭＶＰに選ばれ、華々しい成果を挙げていた。以前から女子生徒たちに人気があったが、今がその絶頂期といったところだ。

「せーのっ」

『恋ヶ崎赫くん、がんばってーっ！』

　あーはいはい……。

　赫は軽く手を上げて応えた。それだけでもキャーキャー言われてしまうが、さすがにうんざりだ。

「キャプテン、応援はありがたいんだが、いい加減、練習に集中できなくないか？」

「そうか？　他の部員はおまえをぶっ殺そうと、目をギラギラさせてるぞ。俺もその一人だ」

「チーム内で仲間割れしてどうすんだよ……」

　模擬戦が一段落すると、ストレッチしてから練習終了となる。

　下級生の部員がモップ掛けで走り回っている一方で、スポーツドリンク片手に二人は談笑していた。

「にしても、おまえはモテて素直に羨ましいぜ。俺なんてこのタッパだから、女子なんてみんな怖がって近寄ってこねえよ」

　身長二メートルは想像を絶する巨人だ。間近で見るまで、赫もこんなに大きな人間が実在するとは思わなかった。しかし昨今のＮＢＡなど、二メートル二十センチなど、さらに長身の信じられないような選手もいる。彼、琢磨は世界と比較すると「標準」でしかない。

　一方で赫は百八十二センチ。日本人の平均よりは高いが、世界どころか、高校バスケの全国レベルでも「チビ」になる。一応ダンクができるほどのジャンプ力はあるけれど、伸び方もほとんど止まってしまったから、赫はもう俊敏さとテクニックを鍛えるしか道がない。

　全国の壁は厚い。それは昨年のトーナメントでも辛酸とともに味わった。上には上がいるのだ。

（俺は……立派な男になれるだろうか。あの女ヒ性トに相応しい男に……）

　赫が目を伏せていると、琢磨が背中をばしっと叩いてきた。

「なーに神妙になってんだよ。エースはしっかりしてくれねえと困るぜ？」

「わかってるよ」

　赫はタオルで汗を拭き、

「俺、今日はこれで引けるわ」

「なんだよ、自主練してかねえのか」

「勉強もしなきゃいけねえだろ。期末すぐそこだぞ。それに今日は──」

　赫はそこで、ゾロゾロと帰っていく女子たちのほうを向いた。

　それを目で追った琢磨が、ニヤッとした。

「なんだ、おまえもついに目当ての女子と一緒に帰るのか？　くぅーっ！　選びたい放題だもんなーっ！　どの子だよ!?　顔がいい一組のあの子か!?　それともおっぱいの大きいあの二年の子か!?」

「バーカ、そんなんじゃねえよ。今は部活と勉強に集中したいって、いつも言ってるだろ。そうじゃなくて今日は──」

　そこで、一人の少女が近寄ってきた。ツインテールの可愛らしい少女だ。身長は低いが、ほっそりとしたスレンダー体型だからスタイルは素晴らしくいい。

「赫兄、帰ろー。約束でしょー」

「ああ、外で待ってろよ、心愛」

　そう、それは赫の義理の妹である心愛だった。小さかった心愛も、今では一端の女を感じさせる、類い希な美少女となっていた。

（……どんどん、あの人に似てくるな）

　だが赫は、そこに危うさを感じていた。心愛を見ていると、禁じられた感情がムラムラと湧き上がってくる気がするのだ。つい、ぶっきらぼうに目を逸らしてしまう。

「ケッ、妹にまで恵まれやがって！　帰れ帰れ！　……心愛ちゃんはまたね〜♪」

　赫には憎まれ口、心愛には猫なで声。

　そんな琢磨の悪態に苦笑しながら、赫は着替えるために部室へ戻った。




　汗の処理をして制服に着替え直した赫は、外で待っていた心愛と合流した。

「わーい！　久しぶりに赫兄と放課後デート！」

「デートじゃないだろ。普通に家に帰ってるだけ」

　赫の腕にむしゃぶりついてくる心愛。すっかり恋人気取りだ。その柔らかい体を、赫の半身に押しつけてくる。妹の膨らみかけの胸の感触……。夏服の薄着だと、妹の体温まで直に伝わってくる。

　当然、赫は頬を赤くした。

「熱いだろ。離れろよ」

「いーやーでーす」

　心愛は憎らしくそう言い、より一層、柔らかい体を押しつけてくる。ブラに包まれた胸が、赫の腕に当たっている、いや、これは絶対にわざと当ててきている……。

　夏の生ぬるい夜風が漂う中、学校の明かりで周囲は照らされている。

　遠巻きの他の女子生徒たちからの視線は、なかなか刺々しいものがあった。

「なに、あの子。赫くんに馴れ馴れしくしちゃって」

「知らないの。妹なんだって」

「えー、妹でもあれはくっつきすぎじゃなーい？　デキてるんじゃないの〜？」

「やだ、兄妹でとか。くすくす」

　……なかなか心臓に悪い話だ。しっかり赫の耳には聞こえていた。

　心愛の耳にも入っているだろうに、いや、聞こえているからこそ、心愛はより誇らしそうな顔を浮かべている。

「赫兄がお兄ちゃんで、わたしも鼻が高い高ーい！」

「へーへー……」

　女に特有の彼氏自慢みたいなものだろう。付き合わされるほうはうんざりだ。

　しかし赫はされるがままだった。無理やり拒否するほどでもないし、拒否したら何をされるかわからない。昔から心愛はよく赫と手を繋ぎたがったから、その延長線上と思えばいいだろう。

　……そう、その延長線上なのだ。

　だから、これは何もおかしくないし、悪いことではない。

　周囲からは恋人のように見えても、赫は内心では断固として否定する。

　赫が付き合いたい相手は、決して妹の心愛ではないのだ。

（俺が本当に好きなのは──）




「お帰りなさーい、二人とも♪」

　恋ヶ崎家の自宅は、三人家族には贅沢な一軒家だ。

　元々は二つあって隣り合っていた恋ヶ崎家は、赫のほうの家に統一されていた。美咲と心愛の両親が死んで間もなく、二人が赫の家に引き取られたためだ。二人の生家である隣の家は、今は親切な若い家族が住んでいる。

　玄関に入ってきた赫と心愛に、美咲がダイニングから顔を出して出迎えた。

「今日はお肉たっぷりのカレーよ」

「うん、いいニオイだ」

「わーい、カレー好き！　ヨーグルトもあるよね？」

　心愛はバタバタと靴を脱いで、ダイニングに行く。

　美人母娘。二人が仲良く笑い合う姿は、赫から見ても微笑ましい限りだ。

　……が、赫も思春期の健全な男子だ。母娘の姿を眺める目に宿っているのは、純粋さだけではない。

「もうすぐできるから、座って待っててね♪」

　エプロン姿の美咲が、台所で歩き回っている。仕事終わりからすぐに夕食の支度を始めたのだろう、エプロンの下は夏用のレディーススーツだ。職業は会社員。美咲は好んでパンツスーツを着る。丸くて大きいお尻が際立ち、パンティの形までくっきり浮かび上がらせている。

　一流グラビアモデルも裸足はだしで逃げ出すような絶世の美女。

（……ごくり）

　赫はできるだけ意識しないように努めながらも、思わず生唾を飲み込んでしまう。

　サラダに使う生野菜を、シンクで洗っている美咲。少し前屈みになっているため、背後にいる赫からは、まるでお尻を突き出して誘っているようにも見えてしまう。

　もちろん、美咲にそんな気があろうはずはない。

　だが鈍感な美咲は昔からこうして、無防備な姿を晒してしまうことが日常的にあるのだ。

　とくに、今のような暑い時期は大変だ。露出が多くなり、下着が透けて見えることなど当たり前。ノースリーブを着て、つるりとした脇を見せたり、隙間から横乳が少し見えてしまうことも珍しくない。胸元の緩いシャツを着れば、当然、白く深い谷間が覗けてしまう。

　熟した大人の女だ。赫と同年代の少女たちとは、匂い立つ色香が違う。

　いや、そもそもが比べものにならない。

　深く艶やかな満開の花。いるだけで男を狂わせる魔性の女。

　常に男を誘う香気を漂わせ、襲われるときを待っているようだ。少しくらい乱暴に、強引にされるのが好きだとでも言うように……。

（……バカ、なに考えてんだ、俺は）

　赫は慌てて首を振った。妄想が過ぎる。美咲が、母が、息子に犯されるのを望んでいると考えるなんて、どうかしている。

　だが、赫はふたたび台所の美咲を見た。

　完璧な女の肢体が、惜しげもなくそこに晒されている。

　抜群のプロポーション。抱擁力を感じさせる大きな二つの乳房と、キュッとくびれたウエスト、そして形のいい大きな桃尻……。それが薄いエプロンとレディーススーツに包まれ、男の前で無防備な姿を……。

（……だから、変なことを考えるなよ、俺のバカ野郎）

　ムラムラと下半身がざわつくのを、赫はどうにか抑え込もうとする。

　美咲は母親だ。成熟したメスだと思ってはいけない。たとえ男の肉欲を掻き立てる体をしていようと、他でもない息子がそんな目で見るのは間違っているのだ……。

　赫は熱くなってきた股間を鎮めさせようとするように、たくさん氷の入ったグラスを口に運んだ。キンキンに冷えた水が喉を通っていく感覚があるが、やはり、その冷気も男の中心にまでは届きそうになかった。

　一度火のついた股間は、そわそわし続ける。そしてもっと大きな刺激をと求める声が強くなる。それを抑え続けるのは、若い男には至難の業だ。

　一方で同じテーブルを囲む心愛は、兄の自慢をしていた。

「赫兄、今日も凄かったんだよ。あの二メートルの琢磨先輩を相手に、ダンクをかましちゃってさ」

「まあ本当に？　凄いわね〜。あの小さかったかーくんが、そんなことできるようになっちゃうなんて」

　美咲は自慢の息子だと誇らしげだ。赫も美咲が喜んでくれて嬉しく思う。

　赫がバスケを始めたきっかけは、スポーツニュースでＮＢＡで活躍する日本人が報じられ、美咲が「格好いいわね〜」と言っていたのがきっかけだった。

（母さんはすっかりそのことを忘れてるんだもんな）

　美咲はおおらかだが、忘れっぽい天然なところがある。「あら、そうだったかしら？」なんて惚けてしまうのは日常茶飯事だ。

「もう女子の盛り上がりも凄くってさぁ。上級生から下級生まで、みんな目をハートマークにして赫兄のことを応援してるんだもん」

「うふふ、かーくんがモテモテでお母さんも嬉しいわ♪」

　無邪気な微笑みで迎えてくる美咲。だが、

（別にモテても嬉しくないよ。……だって俺が本当に好きなのは……）

　いや、それ以上は考えてはいけなかった。許されないことだ。きっと美咲もそんなことは望んでいない。

　頭ではわかっている。

　だが、その頭を徐々に、よこしまな感情が穢しているのを赫は自覚していた。

「はい完成。ふぅ、熱いわねぇ」

　料理を終えた美咲は、エプロンを外す。熱気のある台所で動き回っていたためだろう、すっかり汗を掻いていた。

　そして汗でブラウスが肌に張りつき、胸の谷間が強調され、ブラジャーの形もくっきり浮かび上がっていた。

「っっ……！」

　赫は咄嗟に視線を外した。見てはいけないものを見てしまった。

　心愛は笑っている。

「あはは、ママったら汗で透けちゃってるよ。おっぱいとブラ見えてる見えてる」

「あら、本当ね。これから町内会なのに。急いで着替えなくちゃ」

　女同士の明け透けな会話だ。男の赫には複雑な思いを抱かせる。してはいけない想像をさせられてしまうのだ。

　男性器がイライラしてきたのを、赫は明確に感じ取ってしまった。

　こうなるともう、一発抜かなくては気が済まなくなる。いや、一発で済めばいいほうだ。赫はやり始めると一日に何度も射精してしまう。我慢しなければと思うのだが……。

「お母さんは町内会の出し物を食べるから。二人はカレー食べてお風呂に入っておいてね」

　そうして美咲は慌ただしく、自分の部屋へと去っていった。

　……それから、カレーを食べながら心愛とどんな話をしたのか、赫はよく覚えていない。頭にあったのは、美咲の汗で透けた乳房とブラ、タイトなパンツスーツで際立った大きな桃尻、そして芳しい残り香だけだった。




◇




「くそっ……！　静まれ、静まれよ……！」

　服を脱いで浴室に入った赫は、冷たいシャワーを頭から被っていた。

　しかし火照った体はシャワーでは静まりそうにない。形のいい男根は明らかに通常時よりも膨らみかけており、さらなる刺激をとウズウズしていた。ちょっとでも触ってしまえば、すぐに勃起してしまうだろう。そうなったら手遅れだ。

　湧き上がった性欲を抑えきれない。

　赫の脳裏には十年前のことが思い出されていた。

　両親が亡くなり、美咲と心愛と三人家族での生活が始まって間もなくの頃だった。

　美咲は自分が母親となることに張りきり、赫をお風呂に入れた。それ以前にも赫と一緒にお風呂に入ったことは多々あったが、赫も美咲に対する意識が変わっていた。急に裸が恥ずかしくなっていたのだ。

『ひ、一人で入るから、大丈夫だよっ』

　脱がされた赫は、赤面し、股間を両手で隠していた。

　脱衣所で、美咲のほうはなんでもないふうだ。

『あら、いいじゃない。お母さんがしっかり洗ってあげるわ』

　そう言って、美咲もシャツをたくし上げた。ぶるんっとブラに包まれた巨乳が揺れた。当時、美咲はまだ高校生になったばかりだが、すでに驚くほど大きな乳房をしていた。

『あっあっあっ……』

　幼い赫はもう茹で蛸のように真っ赤になった。体はカチコチに硬くなり、自分の意志ではうまく動かせない有様だ。

　そんな赫の目の前で、美咲はさらに脱いでいく。スカートを下ろしてパンティを見せた。

　高校生らしい可愛い下着姿だったが、幼い赫には妙に大人っぽく感じられ、むせ返るような色香に息ができないほどだった。

『あわわわ……！』

　泡を食ってわななく赫の眼前で、美咲の脱衣は止まらない。彼女は両手を背中に回すと、ホックを外してついにブラジャーを脱ぎ始めたのだ。

『ひぅっ……！』

　赫の喉から変な音が出た。

　ブラジャーのサポートが外れて、ぼよんっ、と弾んだ大きな二つの乳房に目を奪われた。

　釣り鐘型で、左右対称の形のいい乳房だった。左のほうにはホクロがある。乳輪と乳首は大きめで、淡いピンク色をしていた。

　赫はもはや言葉もなく、口を開けて唖然としていた。

　美咲がさらにパンティまで脱ぎ始めたことで、慌てて浴室に向かった。

『さ、先に入ってるね！』

　しかし。

『あら、ダメよ。ちゃんと洗わないとね』

　美咲に手を掴まれる。赫は『いいから、いいから！』と抵抗したが、子どもの力では歯が立たなかった。

　浴室用の椅子に座らされ、赫はシャワーを浴びせられ、ボディソープで泡だらけにされてしまう。全裸の美咲が後ろから、スポンジで背中を洗ってくれていた。

『さあ、キレイキレイしましょうね〜』

『あわわわっ……！』

　触ってくる美咲の手のひらと、スポンジが滑る微妙な感覚。

　赫は恥ずかしさで貝のように固くなっていたが、それがかえっていけなかったのかもしれない。

『かーくん？　ほら、もっと腕を開いて？　足を開いて？　前のほうが洗えないでしょ？』

『じ、自分で、やるからっ……！』

『そんなこと言わないで。ちゃんと隅々までキレイにしないといけないんだから』

　美咲はそうして半ば強引に、赫の腕を上げて脇にスポンジを滑らせる。泡立ってヌルヌルと動くその感触に、赫は『あっあっあっ』と変な声が出てしまった。

　美咲は笑っている。

『どうしたの、かーくん？　くすぐったいのかな？　でも、ちゃんと洗わないといけないのよ？』

　そうして後ろから密着してくる美咲。柔らかい二つの乳房と、ゴムのように弾力のある二つの突起物が背中に感じられ、赫の羞恥心は最高潮に達した。

　それでも美咲の手は止まらない。

『ほら、オチン×ンもしっかり洗いましょうね〜』

『ひゃあっ！』

　美咲がスポンジを持った手を、赫の股間に滑り込ませてくる。赫は全力で太股を閉じようとしたが、ボディソープでヌルヌルになった美咲の手はスルッと股のあいだに入り込んできた。

　まだ毛も生えていない、女の子のような股だ。しかしそこには、未発達ながらも、たしかに男の存在証明がぶら下がっていた。

　それを──。

『はーい、ゴシゴシっ♪　ゴシゴシっ♪』

『あっあっあっ！』

　赫は初めての快感に、ゾクゾクっとして身震いした。喩たとえようのない、言葉にならない新境地だった。なぜこんなに気持ちよく感じるのか。理屈はわからなくとも、とにかく頭がバカになったみたいに快感に満たされた。

　美咲は自分が何をやっているのか、まるで自覚していない様子だ。

『うふふ、かーくんったら変な声を上げちゃって。そんなにくすぐったいのね。でも、ここはオシッコが出てくるところだから、他の場所よりも、もっとキレイにしておかないといけないのよ。ほら、ゴシゴシっ♪　ゴシゴシっ♪』

『あひぃっ！　はっ！　ああっ！』

　赫は体がビクビクと跳ねてしまうが、背後から包み込むような美咲を、跳ねのけることはできなかった。

　美咲は丹念に、しっかりと赫の男性器を洗い上げる。勃起していたが、まだ発展途上でウインナー程度でしかなく、美咲に〝男〟を思わせることができずにいた。

　赫は何かが込み上げてくるのを感じた。それは尿意に似ていた。

『あっ！　だめっ、美咲ママっ！　オシッコ出ちゃう！　オシッコ出ちゃう！』

『え？　ダメよ、我慢しないと。お風呂でオシッコしちゃいけないわ』

『でもっ！　でもっ！　あっ！　オチン×ンがっ！　あっ！』

『？』

　美咲は小首を傾げながら、手はしっかり動かしていた。保護者としての使命感ゆえだろう。しかし赫はより切羽詰まった声を出して、すぐに限界に達した。

『あっ！　ああぁっ！　出る！　出るぅ！』

　ぴゅっ！　ぴゅぴゅっ！

　赫のオチン×ンから、何か液体が飛び出した。それは果たして、本当にオシッコだったのだろうか。だがこの場には、それを理解できる者はいなかった。

『あら、本当にオシッコ出しちゃったの？　ごめんなさい。お母さんが強く刺激しすぎちゃったせいかしら？』
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『あっ、ああっ……あふぅ……！』

　未発達な男根から、ドクドクと続けて溢れてくる何か。それが出ていくたびに、赫は体から力が抜けていくのを感じた。




　赫はその日の出来事を、忘れたことはない。何か新しい扉が開き、自分が次のステージへ上がったことがハッキリと自覚されたのだ。

　そして、興味の対象が明らかに変わっていた。それまではちょっと恥ずかしいとしか思っていなかった、美咲の下着。干されていた洗濯物が視界に入っただけで、赫は妙にムラムラするようになってしまった。

　徐々にエスカレートし、ただ眺めるだけでは済まなくなる。

　美咲の体や感触、ニオイを思い出すと、股間が切なくなる。一度自分でいじることを覚えたら、もう毎日のようにオーガズムに自らを導いた。

　しかしそのたびに赫は、

（……何やってるんだろ、僕）

　そう後悔する。イケナイことをしている自覚はあった。大好きな美咲ママを、穢してしまっているのはわかっていた。

　……だが、それでも、やめられなかった。

　湧き上がる性欲は、尽きることを知らなかった。サルのようにオナニーをしまくっても、出したぶんだけ翌日には回復している。

　そしてまた、美咲のムチムチした肉感的な女の体を見て、めちゃくちゃにしてやりたい欲望がふつふつと湧いてくる。

　そんな毎日の繰り返しが、もう何年も続いている。




「くそっ、くそっ……！　ちくしょう……！」

　シャワーから上がった赫だったが、どうしても股間の熱は冷めてくれなかった。

　気を逸らそうと勉強するために机に向かっても、美咲の芳香が脳裏をよぎり、睾丸が精子を生産しているような、ざわつく感覚を生み出してくる。

　自分は抱きたいのだ、と赫は自覚している。母親である美咲を、男として手籠めにし、好き放題にしてやりたいと渇望しているのだ。

　しかし同時に、そんな自分を嫌悪し、まっとうに〝息子〟たろうと努力する部分があるのも確かだった。

　二つの相反する感情の板挟みになり、赫が行き着く答えはいつも同じだ。

　すなわち、自分で自分を慰めること。部屋でベッドに身を投げ、そそり立ったイチモツを手でしごき上げることだった。

「母さん……母さん……！　はあ、はあ……！」

　妄想の中でなら。

　実在しない世界でなら、それはかろうじて許されるはずだった。

　赫の頭のなかでは、美咲は淫らな娼婦となって、赫の喜ぶことを積極的にしてくれる。それも楽しそうに、気持ちよさそうに、自ら赫の股間に顔を埋め、怒張した男根に唇を近づけ──。

「赫兄、勉強おしえて──えっ」

　ガチャリとドアが開いて姿を見せたのは、妹の心愛だった。

（!?　しまっ──）

　唖然と固まってしまう兄妹。赫も、心愛も、時間が止まったように硬直した。

　赫は鍵をかけ忘れたのだ。抑えきれない性欲に負け、そんな簡単なことすら見落としてしまっていた。

　心愛は、手に持っていた参考書を床に落とし、バサリと音を立てた。

　赫は「あ……あっ……！」と声にならない声を上げる。

（マズい、見られた……！）

　妹に、母の痴態を想像しながら自慰行為に耽っているところを。

　なんという情けない姿を。

　だが──。

　これが初めてではなかった。

「もお……お兄ちゃん？　またなの？」

　呆れたように言って、心愛は制服のスカートに手を入れて、自分でパンツをズリ下げた。

「赫兄の性欲は、わたしが解消してあげるって、いつも言ってるでしょ♡」

　ニヤニヤと小悪魔のように笑って見下ろしてくる妹に、赫は血の気が引きながらも、男根は相変わらず激しく勃起していた。




「ほぅら、妹の脱ぎたてパンツだよ♡」

　ベッドにまで近寄ってきた心愛は、ベッドに仰臥する兄の顔にパンツを押しつけてくる。

「や、やめ……！　心愛……！」

　赫は顔を逸らして逃げようとするが、心愛は執拗にパンツを兄の顔に押しつける。

「好きなんでしょ、これが♡　一日穿き通した女の子のパンツ♡　今日も暑かったからね、いつもよりニオイがキツいかも♡」

　兄をいじめて楽しんでいる。やめろと言ってもやめそうにない。初めてのときから、この妹は積極的だった。

「あははっ、オチン×ン、ビクビクしてるね♡　赫兄ってけっこうＭだよね〜♡」

「だ、だから、やめろって……！」

「ダァメ♡　やめたげない♡　隠れてイヤらしいことしてるダメ兄貴には、きっちりお仕置きしてやらないとね♡」

　心愛は兄の顔からパンツを離したが、次に男根へ持っていった。そして何をするのかと思ったら、パンツ越しに男根をしごき始めたのだ。

「ほぉら、シコシコ♡　シコシコ♡」

「あっあっあっ！」

　妹の脱ぎたてのパンツが、赫の怒張した肉棒に巻きつけられ、こすり上げられていく。

「どう？　赫兄♡　さっきまでわたしのをオマ×コを包み込んでたパンツが、今度は赫兄のオチン×ンをしごき上げてるんだよ♡　これって間接的なセックスじゃない？　そうだよね？」

　くすくす、と心愛は耳元で囁きかけてくる。その一方で赫の股間に伸ばした手は、しっかり上下に動いていた。小さい手のひらだった。赫の標準より大きく太い肉竿を、かろうじて輪っかを作ってしごいている。

　布の微妙な感触と、その上からの圧迫感、そして心理的な背徳感が、赫をどんどん煽っていく。

「あぅっ……！　くっ……！　はあっ！」

「いーけないんだ♡　妹とセックスして感じてるなんて♡　さいてーなクソ兄貴だよね♡」

「こ、この、生意気な……！」

「生意気なのはそっちでしょ？　こうしてオチン×ンしごかれながら、乳首をいじられるのが好きな変態のくせに♡　はぁむ♡」

「あっ！」

　心愛が赫のシャツをたくし上げ、男の小さい乳首に吸いついてきた。

　ちゅぱっちゅぱっ……♡　れろれろ……♡

　その一方でペニスをしごき上げる手の動きも激しくなっていく。

「はぁうあっ……！　くぅぅっ……！」

　赫は背筋に電気が走り、気持ちよがってしまう。胸元に吸いつき、舐め回してくるツインテールの少女に、抵抗できず、シーツをギュッと握りしめた。

「あははっ♡　女の子みたいな反応♡　乳首もすぐ勃っちゃうし。赫兄ってベッドだとホント情けないよね♡」

　心愛も興奮しているのか、頬を朱に染めてテンションが高い。このままだとどこまでやってしまうのか、終わりが見えない。最後まで続いてしまいそうだ。

「た、頼む……もうやめてくれ、心愛……兄妹で、こんなこと……」

「……はあ？　今さら何言ってんの？」

　震える声を絞り出した赫に、心愛は尖った声で返した。

「兄妹はダメなのに……親子ならいいと思ってんの？　ママのことずっとイヤらしい目で見てるくせに♡　ママをおかずにしてオナニーしてるくせに♡」

「あっあっ！　それはっ！」

　ペニスをしごき上げるスピードが上がり、赫は堪らず反応してしまう。

　心愛のほうは小悪魔モード全開だ。

「もう許さない♡　しっかり射精させてあげるんだから♡」

　心愛は赫の股間に顔を近づけていく。何をされるのか、赫は経験上からわかっていた。

　そしてその予想は的中した。

「べえ……♡」

　天井に向かってそそり立つ男根、その真上に口を持っていった心愛は、どろりとした唾液を垂らした。

「あぅ、ああっ……！」

　糸を引いて落ちてくる唾液。べちゃりと鈴口に垂れてくる。その生暖かさが亀頭冠で感じられ、ぴくんぴくんと反応してしまう。

　パンツは外され、手のみだ。滑りがよくなり、心愛のしごきがさらにヒートアップした。根元からカリ首まで激しく上下する。

「あっあっあっ！　くぅぅ〜っ！」

「ふふふ、赫兄ったら凄く気持ちよさそう♡　でもダーメ♡　そんなに早く出させてあげないよ♡」

　心愛は焦らすように、ペニスから手を離すと、今度は周囲の内腿に手を滑らせたり、睾丸をサワサワとさすったりし始めた。

　そのもどかしさが逆に赫を刺激する。

「あっ！　こ、心愛……！　そんな、焦らすなっ……！」

「わたしに命令しないでよ♡　お願い、してみて♡　赫兄はどうしてほしいの♡　妹にどんなエッチなことしてほしいの♡　ねえねえ♡」

「あぅ、ああっ……！」

　頭を下げてお願いだなんて、普段なら、そんなのはプライドが許さない。

　しかし、興奮しきった肉棒は大きな刺激を欲していて、そのためならどんな情けないことも許容範囲だと訴えていた。睾丸も明らかに精子を上に送り出している。もう止められない。早く、早く、もっとしっかり刺激してほしいと。

「口で……！　口でして、心愛っ！」

「しょうがないなぁ♡」

　妹による快感の誘惑に陥落した兄。これが今学校で一番注目の集まっている男子の、夜の姿だ。

　そんな兄の姿に満足し、妹は、

「あ〜ん……♡」

　と、まるでソフトクリームにするように、赤い舌を伸ばして、オス臭い肉棒に向かっていった。

　ペニスの鈴口からは、先走り汁がダラダラと流れている。それを舐め取る要領で、心愛はチロチロと赤い舌を動かした。

「はぅっ！　あああっ！」

　赫の腰が跳ねる。独特のぬめり具合を持つ舌の動きは、ペニスを刺激するにはあまりにも気持ちがよすぎる。

　そして心愛の舌使いは明らかにこなれていた。肉竿を横から舐め上げたかと思えば、卑猥なエラを丹念に舐め回していく。ペニスの形をその柔舌で確認していくように、ゆっくりと、実に美味しそうにだ。

　その間にも手による睾丸へのほどよい刺激と、もう片方の手で乳首をカリカリ引っ掻くのを同時にやっていた。

　処女の巧みさではあり得ない。

　これまで何回、何十回と繰り返し、少しずつ修練していった者のそれだ。

　……しかしそれもそのはずだった。

　心愛はもう一年以上も、兄の剛直を舐め回してきたのだから。




　初めてのときは、今回と同じように、偶然の事故からだった。

　その晩も母は家にいなかった。

　母さん、母さん……そんな切なそうな声が漏れ聞こえていたが、「？」と心愛はあまり気にせずにドアを開いた。そして──。

「お、お兄ちゃん……何をしてるの？」

　受験を控えていた心愛は、純粋に勉強を教えてもらおうと兄の部屋を訪ねたのだ。

　そこで見た光景は、驚くべきものだった。

　なんらかの白い布で顔を覆い、赤黒いペニスを自らの手でしごき上げる兄の姿だ。その顔にある白い布が、女性ものの下着であることに心愛は遅れて気づいた。

　信じられない光景に、心愛はボッと熱くなった顔を両手で覆った。ただし指の隙間から、その潤んだ瞳を覗かせて、兄の痴態をしっかり見ていた。そして小刻みに震えながらも、問いただした。

「お、お兄ちゃ……それ、ママの、パンツ……!?」

「ち、違うんだ、心愛!?　これはっ、その……！」

　慌てて顔からパンツを外して、取り繕おうとする兄。だが彼は直前に限界にまで達していたのか、

「ああっ……！　ヤバっ……！」

　と急に身震いをし、腰を突き出した。

「で、出るぅ！　あああっ！」

　ビュルルッ！　ビュルルルルッ！

「きゃあっ!?」

　兄の股間から勢いよく飛び出してきた液体──。それは、オシッコ……ではないようだ。白濁としたゼリー質に近いもので、独特のイカ臭さがぷんと臭った。

　兄がいたベッドから、心愛のいる出入り口までは三メートルもの距離がある。しかし兄のペニスから吐き出された濁汁は、優にその距離を飛び超え、妹のスカートから抜き出た白い太股にすら到達した。

「あっつ……!?」

　心愛はその熱に驚いた。自分の脚にかかった白濁とした液体は、火傷やけどしそうなほどに熱かったのだ。

「うわああっ！　あああっ!?」

　ベッドで兄が身もだえ、繰り返しドクドクッと白濁液を漏らしていた。

「こ、心愛……ごめん、これは、その……」

　ベッドの兄は、息を荒げながら、半ば朦もう朧ろうとした様子で情けない顔を晒していた。妹を眺めるその目は、申し訳なさと、恥辱にまみれている。

　男の汗と、精液の独特の青臭さが混じり合い、淫猥なニオイが室内を満たしていた。

　心愛もその卑しい臭気に犯されたのかもしれない。驚いて逃げ出してもよかったところを、妹は意外にもその場に立ち尽くしていた。

　そして、熱っぽい表情を浮かべていた。夢見心地で潤んだ瞳だ。

　心愛は突然の状況に、頭の整理が追いついていなかった。脳みそがパンクしていた。

　幼少期に一緒にお風呂に入っていたとき以来、久しぶりに見た兄のペニスは、記憶にあるものとはまったく違った姿形をしていた。赤黒く、極太で、禍々しい存在感を発し──今では出すものを出してぐったりしている。

　兄はそれを恥ずかしそうに手で隠そうとしていたが……。

　ドクン、ドクン、と心愛の心臓が高鳴っていた。顔から火が出そうなほど恥ずかしい状況であるにもかかわらず、妙に浮うわついた心地がする。

「……ハア、ハア♡」

　呼吸が荒くなり、心愛は、太股にかかった白濁液を指で掬い上げた。そしてニオイを嗅いでみる。

　濃厚な、オスのニオイだ。青臭さとイカ臭さ。ドロドロしている。

　頭がクラクラするが、どこかやみつきになるような吸引力が感じられた。心愛の中に眠っていたメスの本能が、叩き起こされる感覚があった。

（これが、精液……♡　お兄ちゃんの、孕ませ汁……♡）

　そして兄が見ている前で、

「心愛……！」

「ぁあ、んっ……」

　妹は兄の精液を、口へと運んだ。

　独特の苦みと粘り気がある。舌の上で転がしてみるが、決して美味というわけではない。しかし、女を虜にする麻薬のような何かが、成分として含まれているような気がした。

「おい、しい……♡」

「心愛……？」

　とろんと目を惚けさせる妹に、兄は困惑した様子だった。

　心愛とて、今自分がやっていることがなんなのか、理解しているわけではない。

　ただ本能の赴くままに、兄の股間に引き寄せられた。

「お兄ちゃん……♡」

「えっ、何して……あっ！　ああっ！」

　心愛が兄の股間の前にしゃがみ込み、そして陰部を隠そうとする兄の手をどけた。

　あらわになったのは、大きなイモムシのようなペニスだ。未だにビクビクと小刻みに震え、その先端から少量の精液を垂らしていた。

「もったいない♡　はぁむ♡」

「やめ、心愛っ、ひゃああっ！」

　ちゅぱっ♡　ちゅぱっ♡　れろれろ♡　ぺろっぺろっ♡

　心愛が先端から男根を吸い上げる。表面に滴っていた精液だけでなく、中に残っていたぶんまで吸い出す勢いだ。心愛にそういった知識があったわけではない。ただメスの本能に突き動かされた結果だった。

　赫にとっても初めてだったのだろう。急所を押さえられたように、赫は為す術もなく、ただ気持ちよがっていた。

「ぁぁ、だ、ダメだ、って……心愛っ……兄妹で、こ、こんな……あひっ！」

　妹に自慰を見られ、そして妹に精液をぶっかけてしまい、挙げ句の果てには妹に精液を吸い出される。射精直後の亀頭への刺激は、男にとって拷問に近い。羞恥心を煽られたのは、むしろ兄のほうかもしれない。

　だがその恥辱に反して、兄のイチモツは瞬く間に元気を取り戻していった。

「あぅうっ！　ああっ、あああっ！」

　あの男らしい自慢の兄が、女の子のような嬌声を上げる。

　口の中でどんどん大きく、ガチガチに硬くなっていく兄の肉棒に、妹はすぐに呼吸が苦しくなってしまう。元々小柄で口も小さい心愛に、兄の膨張した男根は明らかにサイズオーバーだった。

「ぷはっ……！　あは、こんなに大きくなっちゃった♡」

　眼前で強烈な迫力を放つ、兄の逞しい陰茎。血管が図太く浮き上がり、エラは反り返り、さらなる何かを求めるようにビクビクと反応していた。亀頭冠はパンパンに膨らんでいる。

　それが何を求める反応なのかも、心愛にはわかってしまった。まだ年若いとはいえ、一人の女として覚醒を果たしたのだから。

「いいよ♡　お兄ちゃん♡」

「はあ、はあ……。えっ？」

　呼吸を荒げ、意識が朦朧としているらしい兄は、一拍遅れて妹を見返した。

　心愛はスカートをたくし上げ、もう片方の手でパンツをズリ下ろしていた。

　見せつけるように腰を突き出し、股間の割れ目からは淫猥な糸が引いていた。

「あ、あ、あ……！」

　兄は愕然として、妹の股間を凝視している。おそらく、本物を見るのは初めてだったのだろう。心愛は毛が生えていないから、はっきり見える。

　赤く充血し、ぷっくりと膨らんだ大陰唇。その内側、花開いた小陰唇。包皮から顔を出しているのが陰核だ。そして小さな尿道口と、その下の膣口がヒクヒクと物欲しそうにうずいていた。サーモンピンク色の全体が淫液でテラテラ光り、まるで涎を垂らしているようだった。

　兄からは指一本触れられていない。しかし精液をかけられ、口淫し、心愛の女としての中心はすっかりその気になってしまったのだ。

　完全にスイッチが入っている。妹は、そして小悪魔な笑みで見下ろした。

「しよ♡　お兄ちゃん♡」

「うあっ……！　あ、ああっ……！」

　兄は苦悩に苛まれるように顔を歪めた。ここまで痴態を晒し、さらに妹からも求められるとは。もはや止められない。最後までヤル以外に選択肢が残されていない。しかし兄としての一片の理性が、ギリギリで崖から墜ちるのを引き留めている。

　ここまで来て、やはり中止するのは不可能ではない。かなりの自制心と勇気が必要だが、赫ならば不可能ではなかった。

　けれど、それは心愛が許さない。

　一人の女として、ここまで誘惑して逃げられるわけにはいかなかった。

　──だから、心愛は禁断のセリフまで口にした。

「ママの代わりにしてもいいんだよ、かーくん？」

「っっ……！」

　そのときの赫の歪んだ表情は見物だった。

　元より、心愛は血縁上は美咲と姉妹である。体型こそ心愛はスレンダーで、美咲はグラマラスと違いが出てしまったが、全体的な雰囲気はやはりそっくりだった。

　そんな心愛が、姉のマネをしてみせる。代わりになってみせるという。

　それは赫の逆鱗に触れた。心愛は押し倒される。

「おまえなんか、母さんじゃないくせにっ！」

「やんっ♡」

　今度は心愛が下になり、赫が上から覆い被さる体勢となった。

「おまえなんか！　おまえなんか！　偽者のくせにぃ！」

　赫が焦った感じで、猛った肉棒を心愛の割れ目にこすりつけてくる。

　ぐちゅっ♡　くちゅっ♡　くちゅちゅっ♡

「あっ、あっ、ああんっ♡」

　心愛は生まれて初めて、女性器がいじられる感覚にゾクゾクとした。これまで自分でもいじったことがなかったのに、今日突然、憧れの兄がペニスを押しつけてくるのだ。その荒々しさが、逆に女として嬉しかった。

　火傷するように熱い肉竿だった。心愛は女の大事な秘口に焼きごてを押しつけられ、表面をグチャグチャに掻き乱され、身震いした。

　しかし。

「くそっ、くそっ……！」

　赫は何やら焦っている。ペニスの先端が上に滑ったり、下に滑ったりを繰り返していた。見当違いなところに押しつけられるときもある。

　そこで心愛もようやく理解した。兄は入れようとしているが、初めてでどこに入れればいいのかわからないのだ。

　経験がないことが嬉しかった。お互いに初めてなのが、心愛は嬉しかった。

　そして心愛は手を伸ばして、兄のペニスを導いた。

「ここだよ、かーくん♡」

「う、うるせえんだよぉ！」

　赫が逆ギレしたように、思いっきり腰を突き出してくる。標準よりも遥かに大きな剛直が、小柄な心愛の、誰にも犯されたことのない狭い膣口を強引にこじ開けていく。

「ああっ！　あっ！　ふぁぁあっ♡」

　痛みを感じたのは、ほんの数瞬だった。潤沢に濡れそぼっていた蜜壺は、抵抗も最低限に兄の凶悪な肉槍を受け入れている。

「い、イイ……♡」

　心愛は股間の圧迫感に背筋を反らしながらも、柳眉を歪め、生まれて初めての法悦に涎を垂らしていた。

　物心ついた頃から求めていた兄。そんな兄と男女の関係になれた。その事実だけで、処女膜貫通の痛みなど、溢れ出る喜びに塗りつぶされてしまった。

　一つになった。あの兄と、深いところで繋がったのだ。

「う、お、おおっ……！」

　兄のほうも突き入れた体勢で固まってしまっていた。初めての本番体験に、腰が抜けそうになっているに違いない。熱く濡れそぼった愛沼が、キュウキュウと締めつけてくるのだ。ゴムはなし。ナマで、卑猥なヒダが直接絡みつき、肉棒を全方位から愛撫する。

　心愛にも、ミチミチと膣内が押し広げられていく感覚があった。兄の剛直がさらに膨らんでくる。心愛の媚ヒダはそれを受け止め、絡まり、兄のペニスの輪郭を象るように引き締まっていく。

（あ、ああっ……♡　わたしのオマ×コ、赫兄の形になっちゃうんだ……♡　お兄ちゃん専用になるんだ……♡）

　股間の圧迫感よりも、嬉しさが心愛を満たしていた。

　やがて、赫が覆い被さってくる。

「動くぞ」

　優しい声だった。いつもの、兄の声だ。

　けれど、だからこそ、心愛はそんな兄をおちょくるようなことを言った。

「うん♡　優しくしてね、かーくん♡」

「っっ……！　だからっ、おまえなんか、母さんじゃないだろ！」

　赫が優しい雰囲気から一転、また荒々しい様子になった。

（来た来た……♡）

「この……淫乱な妹めっ！　おまえなんか、おまえなんか……！　母さんとは違うんだ……！　母さんはもっと、清純で、穢れがなくて、キレイで……！」

　赫はむしろ自分に言い聞かせるように呟きながら、乱暴に腰を打ちつけてくる。

　ずんっ♡　ずんっ♡

　ぐちゅっ♡　ぱちゅっ♡

「あっ♡　ああっんっ♡　は、激しっ♡　あっ♡」

　心愛は初夜を迎える乙女にしては、かなり乱暴に扱われたほうだった。

　膣口からは処女膜が破れた血が流れ出て、菊座の横をつぅーと下り、シーツに赤い染みを残した。パレットに水を加えるように、溢れ出た愛液が、赤い染みを薄く滲ませていく。

「おまえなんか、おまえなんか、おまえなんか……！」

　ぐちゅっ♡　ぶちゅっ♡　ぱんっ♡　ぱんっ♡

「あひっ♡　ああっ、んあっ♡　はあっ♡　らめぇっ……♡」

　ひと突きごとに、心愛は股間から背筋を伝って脳天を貫くような、強烈な快感に身をよじった。肉槍の輸送だけでなく、陰嚢が振り子のように前後して、繰り返し心愛の菊門を叩いてくる。

　爆増する甘美な幸福に、妹は苦しげに兄の背中に手を回し、爪を立てて傷つけ、そして次のひと突きで背筋を弓なりにし、両腕を広げてシーツをぎゅっと掴む。

　赫もつい数分前まで青童だった男だ。その輸送は決してスムーズなものとは言えない。幾度もリズムが乱れ、ガムシャラにピストンさせているにすぎない。

　しかしそれでも、心愛には充分すぎるほどの快感をもたらしていた。

　夢だった。兄に抱かれることが、夢だった。

「気持ち、イイ……♡　頭おかしくなっちゃうよぉ……♡」

　幼い頃から、心愛はずっと兄を見てきた。将来の夢が赫のお嫁さんになることだった。

　だがやがて、心愛は気づいた。兄が見ているのは自分ではない。美咲なのだ。

　心愛も美咲のことが好きだ。大好きな母親だ。赫と美咲が結ばれるのは、心愛にとっても凄く嬉しいことだった。

（もちろん、応援してるよ、お兄ちゃん……♡）

　自分は二番目でも、練習台でも、なんでもいい。

　兄に抱かれるのが幸せ。兄が気持ちよくなることが心愛の幸せ。

　ただそれだけのことだった。

　剛直が膣内を激しく抉り、子宮口をぐちゃっと突き上げてくる。

「あっ、奥……♡　赤ちゃんの、あっ♡　大事な、ところだから、そこ……♡　あっ♡」

「うるせぇ！　くそっ……！　俺はなんでこんなことをっ……！」

「余計なこと、考えないで♡　あっ♡　ただわたしを、あんっ♡　抱いて♡　んあっ♡」

「くそぉ……！」

　赫の腰のスピードが上がった。ラストスパートを思わせるものだ。引いたときには卑エラが膣壁を抉りながら愛液をまとめて引っ掻き出し、肉壺の口からドロリとラブジュースをこぼれさせる。掻き乱されて白く濁った本気汁だ。そして押し込むときには逞しい肉杭。矢印型をした剛直が、奥をグイグイ突き上げてくる。

「あっあっあっ♡　ふぁぁああっ♡　奥ばっかり♡　子宮が♡　あっ♡　好き、これ♡　ひぃいんっ♡　あっ♡　孕ませ汁ほしいって、あっ♡　ウズウズしてるのぉ♡」

「バカやろっ……！　くっ、中に出すわけ、ねえだろ……！　ぐぅ！」

　赫の突き方が浅くなる。外に出す気だ。

「ダメっ！　中にちょうだい！　お兄ちゃんの精液、子宮に欲しいのぉ♡」

　心愛は咄嗟に脚を絡ませ、赫の腰を逃がさないようにした。いわゆる〝だいしゅきホールド〟だ。

「わっ！　ばかっ！　そんなことされたら……！」

　赫の肉茎が、これまで以上に膨張する。心愛の媚洞が押し広げられ、ついにその瞬間が来たのだと鐘を鳴らしたように告げられた。
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「中に出して♡　お兄ちゃんの赤ちゃん、わたしに孕ませてぇ〜♡」

「うっくっ！　ああっ！」

　赫が奥に突き入れた体勢で硬直する。子宮口を突き上げた体勢で。

　一瞬の静寂。それは嵐の前の静けさ。

　そして──。

「うわあ、あああっっ！」

　どぴゅっ！　びゅるるるるっ！　どぷっ！　どぷっ！　びゅるるるっ！

　下腹部で火山が爆発したような、もの凄い熱が心愛の子宮を叩いた。

「あひぃいいいぁぁぁあっ♡　なに、これぇぇえ♡」

　注がれている。猛るマグマを、子宮に直接注がれているようだ。

　ピンと背筋を弓なりにして、心愛はおとがいを反らした。電流が背筋を走り抜け、頭が真っ白になっていた。心愛の股間からも、ぴゅっぴゅっと熱い潮が噴き出て、兄の下腹部を濡らしていく。

「あっ♡　あっ♡　ぁぁあっんん……♡」

（イッた……♡　これが、イッたってことなんだ……♡）

　ドクドクっと、まだ中に出ている。子宮が燃えるように熱い。

　赫の腰に回した脚が、ガクガクと震えていた。快感が全身を満たし、理性が吹き飛んだような感じだった。

　赫もまた、全身を突っ張り、ブルブルと震えていた。そして次の瞬間、どっと倒れ込んできた。

　しっとりとした互いの汗が交わり、皮膚と皮膚が密着する。両者とも熱した鉄のように、全身が火照っていた。

　兄の重さを全身で感じながら、心愛は幸福な気持ちでいっぱいだった。




　……妊娠は結局しなかった。

　していたら大変なことになっていただろうが、人生が大きく変わることになっても、心愛は後悔しなかっただろう。兄の子どもを産み、育てる。それほどの生き甲斐は、自分の人生において他にないという確信があった。

　だが、兄は後悔したかもしれない。妹を手籠めにしてしまったことに、負い目を感じている様子だった。そうしてしばらくのあいだは気まずそうに目を逸らし、心愛から距離を取っていた。

　仲良し兄妹の関係が崩れるかも……。それは心愛にとってツラかった。もう一度だけ、いや、欲を言うなら何度でも抱いてほしかった。

　美咲も、二人の関係が少しギクシャクしていることに気づいて心配そうにしていた。

　だが──。

　心愛が思いきって二度目の誘惑を仕掛けたとき。

　兄はベッドサイドからコンドームを取り出した。コンビニかどこかで買ってきたらしい。

　……避妊するなら、関係を続けてもいい。

　そういう意思表示だと心愛は受け取った。

　美咲の代わりだとはわかっている。それでも嬉しい。どのような形であれ、兄との関係を続けることを、妹は喜んで選んだのだった。
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　チュンチュン、と小鳥が鳴く朝。

　いつも早起きする赫は、今日はさらにアラームが鳴る前に目を覚ました。

　隣でスヤスヤと眠っているのは、パジャマだけはちゃんと着た妹だ。万が一母親が様子を見に来ても、言い訳ができるように。

　……昨日は結局、四回戦もヤッてしまった。

　オナニーを見られて口で一回、その後に妹に制服を着せたまま一回、二人でお風呂に入って一回、寝る前にまたもう一回……。

　体力の使いすぎで、きっと今日の部活は調子が出ないだろう。

　こんな関係に陥ってしまっていることは、もちろん美咲には秘密だった。許されないことだし、言い出す勇気が赫にはなかった。

「何やってんだ、俺は……」

　赫は頭を抱え、罪悪感に打ちひしがれた。

　心愛と関係が始まって、もう一年以上になる。これまで何枚のコンドームを費やしてきたかしれない。何ミリリットルの精液を飲ませてきたのかも。

　大切な妹だ。しかも本命は他にいるのに、こんなダッチワイフのような扱い方をするだなんて。もしそんな男がいたなら、赫が全力で殴りに行っているところだ。しかし、赫自身がそうなのだった。

　心愛はこの秘密の関係が嬉しいようだが、赫はどうしても、これが健全だとは思えない。間違っている、と後悔する毎日だ。それでもつい性欲に負けて妹を抱いてしまう自分が、情けない限りだが……。

　いい加減に、もう終わりにしたい。

　自分の気持ちに正直になりたかった。

　本命は、他でもない、美咲なのだ。

　愛の告白が、したい。

　これまで十年以上も抱え込んできた、この気持ちを本人に向かってさらけ出したい。

　だが、二人は親子。

　心愛との関係のように、許されるものではない。

（俺はいったい、どうすればいいんだ──）

　赫は今日もまた、そうして堂々巡りの悩みに苛まれていた……。











第二章　ママの初オナニー♡



　　　　　――相姦現場で知ったあの子の『気持ち』!?







（んん〜！　今日もいい天気ね！）

　ベッドから下りた美咲は、ぐぐっと背伸びをした。

　寝起きはいいほうだった。しかしベッドサイドの置き時計を見て唖然とする。いつもの起きる時間より、三十分も過ぎている。

「いっけない！　また寝坊しちゃったんだわ！」

　アラームは鳴ったはずだから、たぶん寝ぼけたまま解除してしまったのだろう。そして二度寝をしてしまった。たまにしてしまう失敗だった。

　慌てて台所にいく。三人分の朝ご飯とお弁当を用意しなければならないのだ。それは寝起きだとなかなかの労働で、時間も手間もかかる。

　しかし廊下に出たところで、香ばしいニオイと、フライパンを扱っているような金属音に気づいた。誰かが先に作ってくれているようだ。

「あ、かーくん」

「──おはよう、母さん」

　息子の赫が、フライパンでベーコンを焼いていた。強火でカリカリにし、半熟の目玉焼きを添えるのが赫の好きな朝食のおかずだ。ご飯よりトースト派である。

「早めに起きたから、勝手に作ってるよ。ダメだった？」

「ううん、助かるわ。お母さん、寝坊しちゃった」

「座っててよ。三人分、すぐできるから」

　エプロンをつけた赫は、テキパキと調理を進めている。

　赫は手先が器用だし、物事の優先順位をしっかり考えながら動けるタイプだ、というのは、たしか中学の時のバスケ部顧問が言っていたのだったか。それは料理にもしっかり活かされているようだ。

　美咲はダイニングテーブルの席から眺めた。なんとなく、嬉しくなってしまう。

　赫が視線に気づいた。

「なにニコニコしてるんだよ、母さん？」

「あのかーくんが、ホントに立派になったなぁって。嬉しくって」

「……もう、ガキじゃないんだから」

「そうね。でも、将来のことを考えると寂しいわ。高校を卒業したら、かーくんなら一人暮らしもちゃんとできそうだし。もうお母さんの世話なんていらないのかなぁ」

「……そんなことないよ。俺、家を出てく気ないから」

　小さい声で呟くように言う赫。目も合わせてくれないが、料理が忙しいからだろうか。

　美咲は赫の進路について聞きたい気持ちになる。世間では高校卒業と同時に一人暮らしに移行する場合が多いらしいが、赫はそのつもりはないという。では赫はどんな未来予想図を思い描いているのだろう。

　美咲自身は当時から母親という特殊な立場だったために、同級生たちとは少し違った人生を歩むことになったが、子どもたちには普通の人生を歩ませてやりたかった。

　と、そこへ心愛が寝ぼけ眼をこすりながらやってきた。

「おはよ〜」

「おはよ、心愛ちゃん」

　心愛はスキンシップが好きで、美咲の肩に手を置くし、料理中の赫に背中を預けながら、水の入ったコップを傾ける。

「邪魔だぞー、心愛」

「んー」

　半分寝ぼけているような心愛だが、家族とのスキンシップを寝ぼけていてもやる彼女に、美咲は感心していた。お喋りも好きだし、家庭円満の潤滑油のような子だと思う。

　少し気になるのは、心愛は今日、どこか歩きづらそうにしている点だ。まるで股間に何か挟まっているような、わずかにガニ股っぽい姿勢。

　生理だろうか。しかし月一ではなく、不定期にそうなる。始まったのも一年くらい前からだったが、生理ならそれよりずっと前から始まっていたはずで……。いつか本人を問いただしたが「なんでもない」と躱され、話題を逸らされた。

　とはいえ心愛本人はとくに問題にしている様子ではなく、むしろガニ股の日のほうが、機嫌がいい。年齢よりも色気があるように見えるし、不思議なものだった。

　赫がフライパンから、ベーコンと目玉焼きを皿によそった。

「美味しそう〜。ぜったい赫兄、いい主夫になるよね。わたしが養ってあげるよ」

「ベタベタくっつかれたら家事もできねえよ」

　心愛は赫に横から抱きつくように、ベッタリだ。

　微笑ましい兄妹の姿だと、美咲は嬉しかった。昔から赫と心愛はずっとくっついていて、たまに人並みにケンカすることはあっても、すぐ仲直りする。

　事情を知らない人からは、「兄妹なのに、くっつきすぎじゃない？」と疑問を呈されることもあるけれど、家族なのだからどれだけ仲がよくてもいいじゃないと美咲は思っている。

「またニコニコ笑って。今度はなんだよ、母さん？」

　赫が呆れたふうに言いながら、席につく。その隣に心愛も座る。そんな子どもたちを見て、美咲はさらに笑顔をほころばせた。

「二人がとっても仲のいい兄妹で、お母さんも嬉しいわ。まるで恋人同士みたいよね♪」

「！…………」

「だってさ、赫兄」

　なぜか赫は複雑そうな顔をし、心愛はそんな兄をいじるように生意気な声を出した。

　美咲にはよくわからないやり取りだったが、からかわれたような感じだろうか。

　いずれにせよ、そんなところもお似合いだと美咲には思えた。まさに心の通じ合ったカップルのそれに見えるのだ。

（二人は将来、もしかしたら本当に結婚するかもしれないわね♪　そうなったらお母さん、祝福するわ！）

　法律上は兄妹でも、血縁上は四親等離れているので、赫と心愛が結婚することは可能だ。

（私も孫の顔が見られる日がくるのかしら？　なんてね。うふふ）

　すっかりご機嫌の美咲だった。

　しかし朝食を食べ進めていたところ、ぼそりと赫が言ってきた。

「母さんは……付き合ってる相手いないの？」

「えっ、私？」

　思わぬことを指摘され、美咲はすっかり面食らった。自分の恋愛のことを、息子から指摘されるのは初めてのことだった。

　心愛も驚いたふうに兄を見返したが、すぐにまた食事に目を落とした。

　無言。

　沈黙に耐えられず、美咲は口を開いた。

「お母さんは、ずっと家族第一だから、自分の恋愛なんて考えたことないわ。あなたたちが幸せになってくれれば、それでいいのよ」

「……ふーん」

　相槌を打つ赫。何か不満や、言いたいことがあるような感じだが、実際にそれを口に出す気はないような、中途半端な態度だ。好物のベーコンエッグを食べる手も止まっている。

　いったいどうしたのだろう。何を考えているのだろう。

　息子の気持ちがわからず、美咲は少し困ってしまったが、心愛がコップを傾けた。

「ママもそろそろ、自分の恋愛をしたほうがいいよ。わたしたちのことは大丈夫だから」

　ね？　赫兄──。そんな視線を言葉尻に赫に投げる。

　赫は無言で、不満そうにしていた。

　美咲は困惑する。

「そんなこと言われても……」

　奥歯に何か挟まったような、微妙な空気の朝だった。




◇




　美咲はスーツに着替えると、電車に乗って会社に向かった。

　ベンチャーのイベント関連会社。その企画部に何年も勤めている。

　美咲は天然で鈍感、運動音痴だが、ときどき突拍子もないことを思いつく人間だ。物事を常人とは違う角度で見られる人材ということで、やり手の女社長がよくしてくれている。

　狭いオフィスに到着すると、同僚の竹たけ田だ郁いく美みが「よっ！」と男っぽい仕草で手を上げてくる。年齢は二つ上だったが、タメのように気軽に話せる仲だ。

「おはよーさん。なんか朝から元気ないけど、どったの？」

　郁美は明け透けになんでもツッコミを入れるタイプで、煙たがる人もいるが、郁美も郁美で相手やＴＰＯはちゃんと選んでいるつもりのようだ。バツイチの子持ちということもあり、美咲はよき相談相手として慕っている。

「それがね、今日子どもたちから、お母さんもそろそろ自分の恋愛を考えたら、なんて言われちゃって」

「あっはっは。あの子たちももうそんな、ませたこと言うようになったか」

　郁美は以前、恋ヶ崎家に遊びに来たことがある。中学生だった赫にウザ絡みして逃げられ、心愛からは天敵扱いされていた。

「もう高校生だっけ？　自分たちの恋愛ガッツリやって余裕できてんだろうね」

「あら、そういうことかしら。でも、二人が誰かと付き合ってるなんて話、私、聞いてないわ」

「そのうち、聞かされるんじゃないの？　恋愛相談みたいなさ」

「恋愛相談……!?　待って。私、自分の恋愛をしたことないから、相談に乗ってあげられないわ……！」

「だから、子どもたちも相談できないのかもね」

　そういうことか。赫が今朝様子がおかしかったのは、実は好きな子がいて、その相談に乗ってもらいたかったと。心愛もそれを察して、美咲が恋愛相談に乗れるように、自分の恋愛をしておけと、そういうやり取りだったのだろうか。だとするなら、話が繋がるような気がした。

「あんたもそろそろ恋人作れば？　子どもたちも大きいんだから」

「……子どもが小さいうちから、男を取っ替え引っ替えしてる人が言っても……」

　郁美は恋多き女性だった。子どもが一人で済んでいるのは奇跡だろう。

「あたしのことはいいから」

　郁美は苦い顔をして、

「あんたはせっかく男好きのする女なんだから、もったいないよ。性格もお淑やかで、美人で、プロポーションも抜群なのに。男の視線をよく感じるでしょ？」

「男性というより、誰とでもよく目が合うわね」

「モテすぎ。胸見られたり、ケツ見られたりするでしょ？」

「みんなが見てくるわ」

　老若男女問わず、だ。それが美咲にとっての日常で、普通と違うと言われてもピンと来ない。でも言われてみればたしかに、自分は胸もお尻も、他の女性より大きいような気がする……。

「まったく、天然のカマトトちゃんなんだから」

　郁美はすっかり呆れた様子で、ため息をついていた。

「これだけの上玉で、誰とも付き合ったことがないなんてね。ホント、信じらんない女よ、あんたってやつは」

「そうなのかしら？」

　まったく自覚がなかった。恋愛というのも正直よくわかっていない気がする。

「いい男ならいくらでも紹介してあげるけど？」

「うーん、あんまり乗り気じゃないわね……」

「合コンだって、いくらでもセッティングしてやれるよ？」

「お酒を飲むのはちょっと……。子どもたちに何かあったとき、すぐ駆けつけたいし」

　かっ、と吐き捨てて、郁美は物理的にお手上げした。

「あんた、たぶん、男ってやつをまったく知らないまま育ったんだね。ひょっとして初恋もまだなんじゃないの？」

「そんな。この歳で!?」

「歳のこと一切言うな。年上のあたしが居たたまれなくなる」

　しかし郁美が指摘したとおりかもしれない。美咲は誰かに恋したことが、きっと今までに一度もないのだ。

　ずっと家族第一で、恋愛からは常に距離を置いていた。思春期でも、子どもが急に熱を出して、保護者の美咲は早退したり休んだりしなければならない生活をしていたのだ。

　それでも学生時代はよく同級生や先輩から、はたまた男性教師からも愛の告白とやらをされたことがあるが、いずれもピンと来ないもので、すべて断ってきた。そして新卒で入ったこの会社は女性ばかりだ。

　とはいえ後悔があるわけではない。赫と心愛、二人のために自分の人生を捧げることが、美咲は何よりの生き甲斐なのだ。

　ただ……。

　自分の恋愛をしたことがない、それが少しだけ、心残りがあるかと言えば、ないとは言いきれない自分がいた。

（……誰かを好きになるって、どんな気持ちなのかしら……）

　やがて朝礼が始まるが、美咲は気もそぞろで仕事に集中しきれなかった。




　夕方になって自宅に帰ると、美咲はお風呂に入るために脱衣所に向かった。

　七月上旬、梅雨で湿気が高く、普段よりも暑い日だった。オフィスには冷房はついていたが、企画部の人間は打ち合わせであちこちに顔を出す。家に帰り着いた頃には、美咲も汗でぐっしょり。通常はサラサラしているその柔肌も、この時期にはベタついていた。

　美咲は全裸になると、改めて自分の体を見下ろしてみた。

　昔から、実年齢よりも若く見られてきた。未だに女子大生にも間違われるくらいだ。実際、色白の染み一つない玉のような肌には、張りがしっかりある。

　二つの乳房は大きく前に張り出し、足下を見下ろすのに苦労する。大きめの乳首と乳輪は、キレイな桜色をしていた。

　お尻も大きく安産型で、脚のラインがキレイだと言われたりもするが、自分だとよくわからない。

　美咲は自信がなかった。しかしどうやら世の男性たちから好まれる肉体をしていることは、他者の目からは火を見るより明らかであるらしい。

（自分の恋愛、か……）

　今からでも誰かを好きになれるのだろうか。年齢イコール恋人いない歴である自分が。アラサーの域に入り込んでいる自分が。

（でも、郁美さんは、女の性欲はアラサーからだって言うし）

　美咲にその実感はない。エッチな気分になるようなことは、生まれてこの方ほとんどなかった。映画やドラマで濡れ場が来たときに、恥ずかしい気持ちになるくらいだ。

（やっぱり私に、恋愛って向いてないのかしら）

　それならそれで、構わない。やはり家族が第一。それだけのことなのだと。

　ふう、と息をついて、浴室に向かおうとした。

　そのときだ。

　ガチャッと背後のドアが開いた。

「えっ!?　母さん!?」

「あら、かーくん」

　息子が脱衣所に入ってきたのだ。美咲に家の中で鍵をかける習慣はなかった。

　赫は真っ赤に赤面し、口をわなわなと震わせていた。美咲の裸体を上から下まで見ている。

「かーくん、今日は早いのね。部活はどうしたの？」

「やっ、その、期末テストが近いから、今日は勉強しろって監督がっ。そのっ」

　赫は真っ赤になった顔の前に手をかざしながらも、指の隙間から見ていた。

「そ、それより、母さんっ。ごめんっ、誰かいるって思わなくてっ」

「うふふ。何をそんなに恥ずかしがってるの、かーくん？」

「だ、だってそりゃ……！」

「昔は一緒にお風呂に入っていたじゃない？　今日もこれから一緒に入る？」

「えっ、それってっ!?」

「なーんてね」

「〜〜〜〜っっ！　こ、子ども扱いするなっ！」

　赫は次の瞬間に廊下に出て、思いっきりドアを閉めた。あまりに勢いが強かったので、美咲は「きゃっ」と驚いた。

「やだ、ちょっとからかいすぎちゃったかしら？」

　美咲は少し反省した。

（そうよね。かーくんももう大きくなったんだもの。いつまでもお母さんと一緒にお風呂になんて、入れないわよね）

　夕食は赫の好きなハンバーグにして、機嫌を取ろうかしら、そう思った。




「ご飯できたわよ〜」

　二階の二人に呼びかける。恋ヶ崎家では、二階が子ども部屋、一階に美咲の寝室がある。

「わーい、今日はハンバーグぅ」

　心愛は天真爛漫といったふうにダイニングに来て、可愛いツインテールを揺らした。

「…………」

　赫も一緒に下りてきたが、美咲を見る目がいつもと違うような気がした。なんだかいつもより、熱っぽい感じなのだ。それで美咲の体をジロジロと上から下まで見てくる。

　美咲はふと、その反応が世の男性たちと同じであることに気づいた。美咲の顔、胸、腰、お尻、脚……とまさに全身を見てくる。今は首元が広く開いているシャツなので、露出した鎖骨にも視線を感じた。

　それが何を意味する視線なのか、美咲にはよくわからない。ただ赫も世の男性たちと同じくらい、立派に成長したのだろうと思うだけだった。

　しかしなぜだろう。少しだけ、気まずい感じがした。

　食事中の赫は、わずかに苛立っている様子だった。

「心愛、おまえも期末が近いんだろ。勉強大丈夫か？」

「平均以上は取れるから大丈夫だよ」

「平均じゃダメだろ。もっと上を目指さないと」

「はいはい、赫兄の成績はトップクラスですからね〜。塾に通ってるわたしより、成績いいんだから」

　心愛は週三で塾に通っている。成績は決して悪くない。

　赫はバスケ部でほとんど毎日汗を流しているが、自習だけで上位の成績を修めていた。この三人家族が始まって間もなく「立派な大人になるため」と美咲に宣言し、以来、部活も勉強も頑張り続けているのだ。自慢の息子だ。

「今晩、勉強見てやるよ」

「え〜、塾の勉強だけで充分だよ。わかんないとこないし」

「いいから、風呂上がったら俺の部屋に来い。いいな？」

　赫が手を伸ばし、隣の心愛の太股に手を置いてそう言った。赫からスキンシップを取るのは珍しいことだった。

「……あ、そういうことか♡」

　心愛は何やら頬を染め、喜んでいた。兄に勉強を見てもらえるのが、やはり嬉しいのだろう。美咲からしても、息子が妹に勉強を教えている図は美しかった。

「ママ。わたしたちは勉強に集中するから、二階に来ないでよ？」

「ええ、邪魔なんてしないわ。頑張ってね」

　美咲はニッコリ微笑む。子どもたちが自主的に勉強を頑張ってくれることは、親としては望外の喜びだ。邪魔しないようにそっとしておいてやろう。

「赫兄に、いろんなこと教えてもらお♡」

　……そして翌日、心愛はまたガニ股気味になっていた。
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　それから数日間、美咲は赫と微妙な距離が開いていた。

　赫は元からお喋りなほうではなかったが、最近はとくに口数が少なくなり、代わりに美咲の体を舐めるようにジロジロと見てくる。以前から視線を感じることは多々あったが、ここまで露骨なのは初めてかもしれない。

　かといって美咲から話しかけに近づくと、赫はハッとして目を逸らすのだ。申し訳なさそうに肩を落とし、自分を責めるような後悔の表情だ。美咲と目を合わせてくれない。

「かーくん、最近、大丈夫？　なんだか様子がおかしい気がするのだけど」

「……なんでもないよ」

「そう？　だけど、言いたいことがあったら、なんでも言ってね？　お母さん、どんな相談にも乗るから」

「……なんでも……どんな相談にも……」

「かーくん？」

「あっ、いや、なんでもない！」

　そうして赫は、自分の部屋に引き返してしまう。

　美咲は解決の糸口が見えず、困ってしまった。

（思春期の男の子って、みんなこうなのかしら？）

　電話で同僚の郁美に相談してみても、『男なんて放っとけ！』とあっけらかんとした物言いが返ってくるばかりだ。

『赫くんも、どうせクラスの女子のこと考えて悩んでんのよ。そういう年頃なんだから』

　そうなのだろうか。美咲は何か微妙に違うような気がしたが……。

　こういうとき、男性で相談できる相手がいないのが心許なかった。美咲は彼氏はおろか、男友達や男性の恩師にも恵まれなかった。周囲は女性ばかりの半生だ。

　そしてまた、なまじ赫がこれまで手のかからない賢い子だったために、いざというときにどうすればいいのか、暗中模索の状態だ。




　息子との距離が徐々に開いていることに、美咲は不安な気持ちが増していったが……。

　やがて赫や心愛は期末テストを終え、重荷から解放されたように気を楽にした。あとは夏休みを待つのみだ。赫に関してはバスケの夏のインターハイに向けて、そろそろ追い込みをかけ始めるだろう。

　そんなある日の晩だった。

　時刻は零時すぎ。眠れない夜を過ごしていた美咲の寝室に、ノックがされた。

「母さん、起きてる？」

　赫の声だ。

　美咲は嬉しかった。息子は何かずっと抱え込んでいる様子だったが、ついにそれを明かしてくれる気になったのだ。頼りにされるのも、親として喜ばしかった。

　そして美咲はドアを開けた。

　わずかな常夜灯に浮かび上がる赫は、かなり思い詰めた表情をしていた。

　思春期の少年の悩みだ。大きなものから、小さなものまで。きっと大人には事の重大さがわかりにくいものだろう。しかしいずれにせよ、親としてしっかり聞いてあげねばならないと美咲は意気込んだ。

「かーくん、なんでも言ってね。お母さん、どんな相談も受け止めてみせるから」

「う、うん……」

　赫は複雑そうな感情を、隠そうともしていなかった。散々に悩み抜いて、ここまで来て、そしてまだ言うか迷っている。

　無言の時間が流れた。

　美咲は決して焦らず、息子が自ら口を開いてくれるまで待った。

　そして──。

「好きな人が、いるんだ」

　ぽつりと、赫はその言葉を口にした。

　美咲はパアッと表情を明るくした。

「まあ！　かーくんに好きな人！　お母さん、とっても嬉しいわ。これまでかーくん、そういう浮いた話は全然してくれなかったから」

「ああ、その……だから」

「うんうん、それで悩んでいるのね。恋愛ベタなお母さんじゃ、あんまり相談に乗ってやれないかもしれないけど、息子のためだもの。頑張るわ。それで、相手はどこの子なの？」

「いや、それが……その」

　赫は恥ずかしそうに顔を伏せて、ゴニョゴニョしている。

「やっぱり学校の子かしら？　ああ、バスケ部だと他の学校に試合に行ったりもするから、他校の生徒って可能性もあるのね！　それとも、かーくんは背も高くて格好いいから、街で逆ナンされちゃったりするのかしら？　うふふ、心愛ちゃんも言ってたけど、かーくんはモテモテなんだもんね。相手がどこの誰でも、お母さん応援するわ！」

　美咲は頬の横で手を合わせ、ニッコリと笑顔を浮かべる。

　赫はぼそりと、

「──さんなんだよ」

　と言った。

「ん？　誰さん？」

　美咲が問いただすと、赫はまたハッとして目を泳がせた。

「いや、その……」

「うん。どこのお嬢さんなのかしら？」

「こ、ここ……」

　ここ。ニワトリのよう声だったが、そんなはずはない。

「ここ？　この、場所……。えっ、この家なの!?」

　美咲が思い至って驚きの声を上げた。赫はさらに顔を赤くしている。

　そうか、そういうことだったのか。美咲はようやく理解した。

　なるほど。赫が悩むのも当然だ。同じ家に住む家族を好きになってしまったのだとしたら、誰だって悩むに決まっている。

「かーくんの好きな子って、心愛ちゃんだったのね！」




「母さんだよ」




「──でも大丈夫よ！　かーくんと心愛ちゃんは法的にも結婚できて……えっ？」

　何か今。

　まったく予想外のことを言われたような気が。

「え、あれ……？　お母さんの聞き間違いかしら。今、何か変な声が聞こえたような気がしたのだけれど。え？」

　赫が好きなのは、心愛、であるはずだった。同じ家にいる女の子で、普段からお似合いのカップルだ。スキンシップもたくさん取っていて、見ず知らずの人からしても恋人同士だと思うだろう。血縁上でも法的にも、結婚が可能な関係だ。美咲もそんな幸せな未来を何度も想像してきた。

　しかし──。

「き、聞き間違い、じゃ、ないよ……」

　赫は、散々に目を泳がせて、無意味に後頭部に手をやって、うなじあたりを掻いて、照れくさそうに、それでも一つ覚悟を決めたように──。

　今度は美咲の目を見て、言ってのけた。

「俺が好きなのは──母さんなんだ」




（え……）

（えっ……！）

（えええええええええええええっっ!?）

　心の中で絶叫しながら、美咲は口をぱくぱくさせた。そして自分を指差した。

「わ、私なの!?　心愛ちゃんじゃなくて!?」

「うん……」

「私、お母さんよ!?」

「うん」

　知ってるよ、わかってるよ──。全部覚悟の上だよ、と赫の表情が徐々に引き締まってきた。

「いつから!?」

「一緒に住むようになってから」

「えっ、だってそれじゃあ、十年前からってことに……」

「そうだよ」

　もはや落ち着いた声で、赫は言った。

「母さんが初恋だったんだ。それ以来、ずっと母さんのことが好きだった……」

　嘘偽りのない、冗談でもからかいでもない。

　息子は本気でそう言っているのだ。

「あっあっあ……」

　美咲は喉をわななかせて、一歩後ろに下がってしまった。まったく予想だにしていない展開だ。理解が全然追いつかない。

　これまで、数えきれない男たちから告白されてきた美咲だ。なかには年の離れた教師もいたし、女子で告白してきた子もいた。しかし、ここまでの衝撃を与える相手はいなかった。

　まさか、息子から、そんな感情を抱かれていただなんて。

　だが頭が追いつかない美咲とは違い、赫は十年も前から想い続けてきたのだ。

　愛の告白。この瞬間を長いあいだ待ち望み、そしてついに叶えた。

　そんな赫は情緒も不安定になっていたのだろう。急に熱に浮かされたように、美咲に向かって抱きついてきた。

「す、好きだ、母さん……！」

「ひゃあっ……!?」

　息子の力強い両腕に抱きすくめられる。無骨な、逞しい男の体だ。スポーツマンとして鍛え上げられ、ゴツゴツしている。熱帯夜のため、男の汗のニオイも香った。身長は美咲より二十センチも高い。

　女同士でふざけて抱き合うのとは違う。小さい子どもを抱きかかえるのともまったく異なる。

　美咲は、男に抱きしめられるのは生まれて初めてだった。

　男。

　そう、赫は息子である以前に、一人の男なのだ。

　急にそのことが意識され、美咲は顔から火が出そうになった。心臓はドキドキと早鐘を打ち、口から飛び出してきそうな勢いだ。

　今、自分は、男に抱かれているのだ。

「やっ、だめっ、放してっ！」

　美咲は本能的にジタバタと暴れた。いきなり男に抱かれて、何も抵抗しない女などいない。──そう、美咲は自分もまた、一人の女であることを自覚した。母親である以前に、自分は女なのだ。

　赫はすぐには放してくれない。当然だ。好きな女をその両腕に抱き、すぐに解放するようなやつは男ではない。

「母さん、俺、ずっと好きだったんだ……！　母さんっ……！」

「だ、だめよっ……！　私たち、親子なのよ！」

　美咲は、気づいたら叫んでいた。

「親子でこんなこと、許されないわっ……！」

「────っ」

　その瞬間、赫の力が緩んだ。美咲はこれ幸いと拘束から抜け出し、距離を取る。

　赫は追ってはこなかった。その場で悲しそうに顔を伏せている。

「そう、だよね……」

　ボソボソと、また小さく呟いていた。

「許されない……許されるはずないんだ……ごめん、母さん」

　泣きそうに顔を歪める赫。それは小さい頃と同じだった。「泣き虫、弱虫」といじめられ、よく美咲の胸に飛び込んで泣いていた赫。しかし今度は、美咲に泣かされ、離れていってしまうのだ。

「あ……待って、かーくんっ……！」

　美咲は思わず、これまでと同じ母性で赫を引き留めようとしてしまった。しかし、赫が求めるものはもはや母性ではない。親子の関係ではないのだ。

　美咲の中途半端に伸ばした手を、やはり赫が取ることはなかった。

「ごめん、忘れて、母さん」

　そして赫は階段を駆け上がっていく。自分の部屋に戻るつもりなのだろう。

　美咲はしばらくその場に立ち尽くしていた。
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　美咲はようやくベッドに戻ると、未だ熱っぽい自分の体を抱きしめた。

　息子の力強い抱擁の感触が、忘れられない。逞しくて、骨張っていて、美咲を守ってくれそうだったし、……めちゃくちゃに乱暴しそうでもあった。

（あの優しかった、かーくんが……）

　美咲の赫に対する認識は、これまで、幼少期の姿からほとんど変わっていなかった。おしめも替えてやった頃から、ずっと一緒にいるのだ。小さい子どもという認識で固まってしまって当然だろう。

　だが、今晩、衝撃とともにひっくり返された。

　赫はもう子どもではない。一人の男なのだ。

　そして美咲の体を欲している。女としての、美咲の体を……。

（そんな……イケナイわ♡　かーくん……私なんて……でも……♡）

　心臓の高鳴りが止まらず、美咲はいつまでも寝付けなかった。

　今室内灯で明るく照らせば、美咲の顔が真っ赤に染まっていることがわかっただろう。




　やがて夜が明けた。

　たまに寝坊してしまう美咲だったが、今日はアラームよりも早く身を起こした。ほとんど眠れなかったのだから当然だ。

「朝ご飯と、お弁当の準備、しなくちゃ……」

　台所に向かうが、美咲は気もそぞろで、ぽーと熱っぽい目でどこか遠くを見つめていた。

「うわ、ママ、なにこれ」

「えっ」

　気づいたときには、隣に学校の制服を着た心愛がいた。美咲の手元を覗き込んでいる。そうだ、美咲はフライパンで卵焼きを作っていたのだ。

　しかし、真っ黒焦げにしてしまっていた。

「大変！　やっちゃったわ！」

「あーもう、しょうがないなぁ。今日はヨーグルトとシリアルでいいよ。お昼も食堂いくから」

「ごめんねぇ」

　昔からドジなのは自覚していたが、こんなミスをしてしまうなんて、と美咲は少し落ち込んだ。しかしそんな人並みな気持ちは、次の瞬間に吹き飛ぶ。

「で？　なに考えてたの？」

「えっ!?　何が!?」

　必要以上に大声が出てしまった。心愛は軽く引いてしまう。

「……なにそのオーバーリアクション。今日ちょっと変だよ、ママ？」

「そ、そうね……風邪かしら？」

　下から覗き込んでくる娘に対し、美咲は目を泳がせた。顔が紅潮していた。

　まさか息子のことを考えていただなんて言えない。それも親としてではなく、女として、息子を一人の異性として考えていただなんて。

　ちょうどそのときだ。

「あ、赫兄。おはよ〜」

「おう……」

　背後のそんなやり取りに、美咲はビクッと肩を震わせた。振り向くのに勇気がいった。心臓は昨晩と同じくらいに高鳴っている。

　過剰な反応だと思う。ただの朝の挨拶。普通におはようを交わせばいいだけではないか。

　しかし美咲がドキドキしながら、そろりと振り向いたときには、

「朝練したいから、先行くわ」

「えー？　朝ご飯くらいちゃんと食べていきなよ。シリアルとヨーグルトになるけど」

「コンビニで買うからいいって。いってきます」

　赫はそそくさと、美咲と顔も合わせようとせずに玄関へ行ってしまう。

　美咲も合わせる顔がなかったが、かといって避けられているようで、心苦しくもある。複雑だった。

　気まずく立ち尽くしていたら、心愛が小首を傾げていた。目ざとい娘は、玄関と母親を交互に見た。

「……赫兄となんかあったの？」

　ギクッとして、美咲は目を逸らした。

「なんでもないわ。さあ、朝ご飯を食べましょ」

「……うん」

　いつもお喋りな心愛だが、今日の朝食では静かだった。




　それから二、三日が経過しても、気まずい空気が恋ヶ崎家に流れていた。原因は言うまでもなく、美咲と赫の関係がギクシャクしていることだ。

　家だけでなく、美咲は職場でもミスを連発していた。それも簡単なケアレスミスの類いだ。メールの送信先を間違えるだの、スケジュールを勘違いして待ち合わせ場所にいないだの、つまらないことばかり。

　同僚の郁美は「最近、露骨におかしいじゃん。相談乗るよ？」と言ってくれているものの、さすがに話せる気がしなかった。

　今日もまたつまらないミスをしてしまった美咲は、意気消沈して帰宅する。

　夕食を作っていても、考えるのは息子のことばかりだ。寝ても覚めても、男としての赫を意識してしまっている。ずっと頭から離れない。抱きしめられたあの固い感触が、まだ体に残っている……。

（もう一度抱きしめてほしい、なんて……）

　美咲が頬を赤くしていたときだ。

「また、ぼーっとしてる」

　ダイニングテーブルから、心愛が呆れたように言ってきた。

「今日はまともな夕飯、食べれるんでしょうね？」

「も、もちろんよ！」

　今日はハンバーグだった。赫の好物の一つだ。

「またハンバーグ？　この前もハンバーグじゃなかった？」

「か、唐揚げとか、オムライスとかも挟んでるでしょ？」

「男子が好きそうなのばっかりじゃん」

　ギクッと美咲は肩を震わせた。無意識的に、赫の好物ばかりを選んでしまっている。

　その肝心の赫は、最近は自室で夕飯を取るようになっていた。期末の復習をしたいからという名目だ。

　美咲は寂しくて、赫の気を引こうと、彼の好物ばかりを作っているのかもしれない。

（な、何をやっているのかしら、私……）

　男の子の気を引こうとあれこれしてみるなんて、まるで、それじゃあ……。

　しかし美咲は首を振った。自分はいい大人なのだ。そんな子女のようなことを、この歳になってするわけがないと。

　とにかく心愛と二人で夕食にする。食器がこすれ合うカチャカチャという音がした。

「…………」

　心愛が一瞬、意味深な視線を向けてきた。

「そう言えばさぁ、最近の赫兄のことなんだけど」

「う、うん」

「部活めっちゃ調子悪いみたいなんだよね。簡単なミス連発しちゃってさ。全然集中できてない感じ」

「そ、そうなんだ……かーくんも」

「赫兄も？」

「な、なんでもないわっ！」

　美咲は取り繕うようにハンバーグを口に運んだ。

　赫も部活に集中できていない。それは喜ぶべきことではないはずなのに、美咲は、ひょっとしたら赫も美咲のことを考えて手がつかないのではないかと期待してしまった。そんなはずないのに、都合のいい解釈をする頭だ。

　心愛の話は続いていた。

「全国大会まであと一カ月なのにね。監督からも怒られて、罰でダッシュ何本も走らされて。本人もちょっと落ち込んでるしさー」

「げ、原因は何かしら……？」

　美咲は探りを入れてみた。

「さあ、赫兄も話してくれないからわかんないんだけど。周りはいろいろ噂してるよね。期末の手応えが悪すぎたとか、変なもの食ったとか、あとは──」

「あとは？」

「好きな相手にフラれた、とか？」

　心愛がチラリと美咲を見た。美咲はあらぬ方向を向いていた。

「…………へ、へ〜……」

　いや、へーって。へーはないでしょう……美咲はそう自分に突っ込んでいた。

　心愛は「…………」と美咲を観察する目を向けてきたが、次にスマホを取り出した。

「赫兄ってホントモテるからねー。フッた相手誰なんだろうって噂になってるんだよねー」

　そうして見せてきたスマホの画面には、赫と女子生徒がツーショットで写っていた。

「えっ、なにこれ！」

　美咲は食い入るようにそれを見た。赫は少し困った感じだが、女子のほうは嬉しそうに赫に寄り添っている。

「赫兄って、よくこうやって女子から一緒に写真撮られてるんだよね。他にも、こういうのとか、こういうのとか。三年の先輩は遠慮ないよね」

　その三年のクラスメイトらしい女子は、まるで恋人のように赫に抱きついている。キスでもしてしまいそうな勢いだ。

「なんてこと！　かーくん困ってるのに、この子たち、ちょっと失礼じゃないかしら!?」

　美咲はもの凄いスピードでスマホをフリックし、次々と赫と女子のツーショット写真を切り替えた。当然だが、みんな美咲より一回り以上若い。アイドル並みに可愛い子もいる。美咲は黒い感情がざわつくのを感じた。

「……ママ」

「注意してあげたほうがいいんじゃない!?　かーくんはナイーブで純粋な男の子なんだから、あまり刺激が強い女の子と一緒にいちゃダメよ！」

「ママ、ちょっといい？」

「なに!?」

「──つい最近まで、赫兄がモテモテなの喜んでたよね？」

「えっ、あっ、……そうだけど」

　美咲は急に小さくなってモジモジし始めた。思い返してみれば、たしかに「かーくんがモテモテで嬉しいわ〜」なんて脳天気なことを言っていた気がする。

　心愛はスマホを手元に戻しながら、

「ひょっとしてママ、嫉妬してるの？」

「嫉妬!?　な、なんのことかしら!?」

「……ま、別にいいんだけどね」

　心愛はその小さい口にコップをつけた。

「とにかく赫兄って、こんなにモテるのに、誰とも付き合ってないんだよね。ずっと一途に誰かを好きみたいで」

「ふ、ふーん……」

「それでずっと好きだった相手にフラれたから、すっかり落ち込んじゃってるんじゃないかって話なんだよね。相手は誰かなぁ？」

　美咲は答えられなかった。答えを知っているからこそ、口に出せなかった。どう考えても自分のことなのだ。

　十年。

　それだけ長いあいだ、赫は一途に愛してくれていた。

　家族としてではなく、男女の関係としてだ。

　他にたくさんの魅力的な女子たちがいたにもかかわらず。いろんなアプローチを受けたに違いないのに。

　脇目も振らず、ただ美咲だけを愛し続けている。

（……かーくん、そんなに私のことが……）

　嬉しくて、美咲は胸がキュンとくる。顔が熱くなってくる。これほど純粋な愛を向けられて、喜ばない女はいない。

（……でも）

　やはりまだ、美咲の認識は、自分たちは親子だ、というものだった。

　十年、あるいはそれ以上の時間を費やしてきた。いくら衝撃的なことがあったからといって、ほんの数日で書き換えられるほど柔な認識ではない。

　美咲の母としての覚悟も、相当に強いものなのだ。

（私は……お母さんなのよ。かーくんを導くことはあっても、恋人になろうとするだなんて……そんなことは、許されないのよ……）

　女としての喜びと、母としての矜恃。

　二つの相反する感情の板挟みになりながら、美咲は今日も眠れない夜を過ごす……。

　しかし。

　今晩はまた衝撃的な夜となることを、美咲はまだ知るよしもなかった。
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　熱帯夜。

　どうしても寝苦しかった美咲は、ベッドから起き出し、水を飲もうと部屋を出た。

（こんなに眠れない日が続くなんて……。どこかでちゃんと睡眠を取らないと、日常生活にも支障が出ちゃうわ）

　自分が病気で倒れたりしてしまったら、目も当てられない。子どもたちはしっかりしているけれど、かつて親を喪った経験から、どれほど動揺させてしまうかわからない。

（……健康管理もきちんとしないとね）

　明日の仕事終わりに、病院に行って睡眠薬を処方してもらうことも考えなければならない。

　しかし、それが対症療法でしかないのを美咲は理解していた。原因である赫との関係に決着をつけなければ、いつまでも悩み続けることになってしまう。

（もう一度面と向かって、話し合うべきね……）

　思えばあの晩から、赫とはまともに顔を合わせていないのだ。

　美咲は台所でグラスから水を飲みながら、二階を気にした。

（今ごろ……どんな寝顔をしているかしら、かーくん）

　小さかった頃は美咲が寝かしつけてあげたり、一緒に寝ることも少なくなかった。可愛い男の子だと思っていた。

　昔を懐かしみながら、美咲は部屋に戻ろうと廊下に出た。

　しかしそこで、二階から声が聞こえてくることに気づいた。

（あら？　どっちか起きてるのかしら？）

　時刻は深夜二時を回っている。いくら夜更かしする年頃だと言っても、さすがに寝かさないといけないだろう。

　美咲は親として注意するため、階段に足をかけた。

（この声は、心愛ちゃんかしら）

　赫は部活で疲れているはずだから、寝付きはいいはずだ。起きているとしたら心愛の可能性が高い。漏れ聞こえてくる声も、女性的、または子どものような甲高いものだった。

（お友達と電話でもしているのかしら……と思ったけど、この声、まるで泣いているのを必死に押し殺しているような……）

　階段を上りきったところで、美咲の不審な思いはさらに強まった。

　心愛の部屋からではない。赫の部屋のほうだ。ドアがわずかに開き、暗い廊下に一筋の光が漏れている。声はそこから聞こえていた。

「あっあっあっ♡　だめっ、はげしっ♡」

（────!?）

　美咲は驚き、廊下の途中で足を止めた。心愛の声──のはずだが、これまで美咲が聞いてきたどんな娘の声よりも、艶っぽく、色めいていた。

　子どもが発していい声ではない。

「あんっ♡　はぁっ♡　んあっ♡　あっあっあっ♡　ダメだって、赫兄♡　そんなに激しくされたら♡　わたし♡」

「うるせぇ。ホントはもっとしてほしいくせに！」

「ああんっ♡　奥、ふかぃい〜♡」

　ぐぼっぐぼっ♡　ぱんぱんぱんぱんぱんっ♡

　切羽詰まった心愛の嬌声と、荒っぽい赫の声。そして粘着音の混じる、リズムのいい打ちよう擲ちやく音おん。

（こ、これって……！）

　美咲は唖然として口元を押さえた。美咲に性の知識はほとんどない。経験もなければ、アダルトビデオを見たこともない。それなのに、聞こえてくる音が決して他者が盗み聞きしていいものではないと直感できた。

　イケナイことだとは理解している。しかし、妙な背徳感に引き寄せられる。蛾が燃えると知っていながら光に飛び込んでいくように。

　美咲は震える足を動かして、そろりと赫の部屋を覗き見る。

　そしてドアの隙間から見えたものは──。

「やぁあっ♡　声、出ちゃうぅ♡　ママに聞こえちゃうぅ♡」

「うるせえんだよっ、くそっ」

　ぱんぱんぱんぱんぱんっ♡

（────!?　なんて、こと……!?）

　美咲は今度こそ、心の底から愕然とした。

　ベッドの上で繰り広げられる、息子と娘の痴態。

　二人とも一糸纏わぬ姿で、犬のように四つん這いにさせられた心愛に、赫が後ろから激しく腰を打ちつけている。

　スポーツマンの赫は引き締まった筋肉質の体をしていた。余分な脂肪はなく、腹筋もくっきり割れている。その肉体が生み出す激しいピストンを、お尻から受けて、心愛は乱れに乱れていた。頭を振り乱し、小ぶりな乳房が揺れている。

「あひっ♡　そこだめっ♡　そこ弱いのっ♡　感じすぎちゃうのぉ♡」

「知ってるよ。ここがいいんだろ。ほら、ほら！」

「あぁぁあっっ♡　やぁぁあっ♡　気持ちぃいぃいよぉおっ♡　はぁぁんんっ♡」

　心愛の感じ方が変わった。ひと突きごとにビクビクと震え、背中を弓なりにしたり、逆に小さく丸まろうとする。

　その動きがやりづらかったのか、赫は後ろから心愛の腕を掴み、無理やり背筋を伸ばさせた。

　ピストンは続いている。心愛は、美咲のいるドアに向かって痴態を晒す体勢になっていた。絶えず喘ぎ声を洩らす口元からは、涎が出ている。二つの淡い桜色をした乳首はピンと張り詰め、股間から溢れた愛液で内腿がテラテラと光っている。

「あイク♡　これ、やば……♡　あっあっあっ♡　すごぃい♡　奥、来るの♡　子宮がノックされてるのぉ♡　んはぁっ♡」

　心愛の体が突っ張り、接合部からピュッピュッとしぶきが上がった。心愛は首から上は息が詰まったように硬直しつつ、脚や腕はブルブル震えている。

「またすぐイキやがって。今日何回目だよ。ほら、もっとイケよ！」

　どちゅっ♡　どちゅっ♡

「ああっ♡　だめっ♡　イッてるから♡　イッるからぁ♡」

　差し迫った妹の淫体を、兄はむしろさらに苛烈に責め立てていく。

「奥グリってするの、だめっ♡　子宮がこじ開けられちゃう♡　こんなの、頭おかしくなっちゃう♡　あっあっあぁんんっ♡」

　激しく深いところまで貫かれて、よがり狂う娘の姿。

　それを見た母親は──、

（……気持ち、よさそう……♡）

　体が熱くなるのを感じていた。

　美咲から見ても、心愛は自分にそっくりだ。全体的な雰囲気が。時々、鏡を見ているような気にさせられる。もう一人の自分。それがあんなに、兄に激しくされて、気持ちよがっている……。

（ぁ……うずうずしてきちゃう……♡）

　美咲はいつの間にか呼吸が荒くなり、心臓が早鐘を打っていた。

　下腹部が熱を持ち、うずいている。大きい乳房もそうだった。芯から乳首にかけて、妙なうずきの感覚があり、自然と手が伸びる。

（……んっ♡）

　美咲は服の上から、ナイトブラの上から、自らの左の乳房を揉み上げた。

　瞬間、なんとも言えない快感が全身に広がった。

（気持ち、いい……♡）

　これまでの人生で自分の乳房を触ることは、ブラの調整もあり日常的なものだった。女友達がふざけて触ってきたこともあるし、健康診断で触られることもあった。だが、こんなフワフワとした心地にされることは今までになかった。

（あ……はぁ……んっ♡）

　声を押し殺しながら、美咲はしきりに自分の乳房を揉んだ。

　重量感があり、弾力があり、それでいて柔らかく変形し、細い指のあいだからはみ出ようとする。快感の中心が乳首にあることはすぐに察せられた。服の上から、親指でこねるように乳首を刺激すると、背筋に電気が走った。

（ああっ♡　いい……♡　どんどんエッチな気分になってきちゃうわ♡）

　背筋に走った電気は下半身にまで駆け抜け、子宮とヴァギナを活性化させる。

　股間に湿り気が出たことが、感覚でわかった。話に聞くラブジュースというやつだ。オス棒が欲しくなった淫らなメスの象徴たる愛液が、生まれて初めて美咲のヴァギナにも潤いを与えていた。

（イケナイ……これは、イケナイことよ……♡）

　頭ではわかっていた。しかし性欲が絶頂期である女の衝動には抗いがたい。欲しくなっている。いじりたくなっている。美咲は、自らのショーツの中に手が伸びる。

　くちゅり♡　くちゅり♡

「あ……んっ♡」
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　思わず声が出てしまい、手で口元を押さえた。美咲のヴァギナはしっかりとバルトリン腺液を分泌し、まるで熱い沼のようにぐちゅぐちゅだった。

　くちゅくちゅ♡　ちゅっ♡　にゅぷっ♡　にゅぷっ♡

「あっ♡　んっ……♡　はぁ、はぁ……♡」

　ヴァギナをいじる指が止まらない。依存性のある快感だ。いや、いじればいじるほどに、さらに快感が強くなっていく。意識がフワフワして、高まっていく感じだった。

　自慰。これが自慰というものだと、美咲はこの歳になってようやく理解した。

　その視線はまだ、淫蕩に耽る子どもたちを覗き見ている。二人はヒートアップし、激しく、ラストスパートをかけているようだった。

「やぁぁああっっ♡　イクイクぅ♡　だめぇっ♡」

「ちくしょう、ちくしょう……！　このまま中に出してやるぞ！」

　中に。

　そんな。それでは子どもができてしまうのではないか。子どもが子どもを作るだなんて。

（そんな♡　そんなことを……♡）

　覗く美咲は危機感を覚える一方、中出しという言葉が、実に甘美な響きに聞こえてしまう。

（中に、出しちゃうのね……♡　そんなイケナイこと、しちゃうんだ、かーくん♡）

　ハアハアと美咲も呼吸が荒くなり、性器をいじる手の動きがさらに激しくなる。

　くちゅっくちゅっ♡　にゅぷっ♡　ちゅぷっ♡

　淫らな指の動きが、子どもたちの淫猥なリズムと同調する。

　ずちゅっ♡　ずちゅっ♡　ぐちゃっ♡　ずぼぉっ♡

「ちょうだい、お兄ちゃん♡　今日、安全日だから♡　いっぱい出して♡　あっあっあっ♡　たくさん、たくさん、注ぎ込んで、ね♡　ああっ♡」

「うおおおっ！」

　ぱんぱんぱんぱんぱんっ♡

「ひゃぁぁあっ♡　あああっ♡　イクイクイクぅ〜♡」

　心愛はもう声を我慢するのが限界のようだった。大きな声で喘いでしまっている。

　我を忘れ、快感の波に流されてしまっている。

　娘のそんな痴態が自分と重なり、美咲も高まっていた。もしあそこにいるのが、自分だったら。赫に貫かれているのが、自分だったら──。

　そのとき、ふいに心愛と目が合った。

「────!?」

（────あっ!?）

　たしかに目が合った。心愛はドアの隙間に気づき、そこにいる母親の存在を間違いなく感じ取った。美咲はギクリとして、性器をいじる手も止めてしまった。

　だが、そこで心愛が取った行動は、

（……ニヤリ）

　笑っている。

　兄との痴態を母親に見られて、しかし心愛は小悪魔のような笑みを浮かべた。

　美咲は何が起こったのか、心愛の真意がわからず戸惑う。

　そうするうち、赫のほうに限界が来ていた。心愛の小ぶりな尻肉を鷲づかみにして、苛烈なピストンを続けていた赫は、

「で、出るっ！　ああああああっ！」

　次の瞬間、思いっきり深くにまで突き入れた。

　どぴゅぅっ！　どぴゅぅっ！　ビュルルルルッ！

「アッ♡　アアッ♡　ふぁぁああっっ♡」

　赫が絶頂に身を突っ張らせ、それを受けた心愛も身を仰け反らせた。

　出ている。中に出されている。

　息子と、娘が、母の見ている前で、子作りセックスをしている。

　心愛によれば安全日ということだったが、いずれにせよ美咲に与えた衝撃は凄まじいものだった。

（お母さんに隠れて、二人はこんなことを……！）

　二人ともぎこちなさはなく、初めてという感じではない。きっとこれまで何回も、何十回も、親の目を盗んで繰り返し交わってきたのだ。

　射精し終わったらしく、赫はぐったりと疲れた様子で、腰を引いた。おそらくペニスが引き抜かれたのだろう、心愛は「あんっ♡」とふたたび快感の声を上げた。

　そして心愛は何を思ったのか、低く笑い出した。

「ふふ、あはは……」

「なに笑ってんだよ」

「べつにぃ……」

　小悪魔のような心愛は、気怠げな様子ながら、チラリとまたドアのほうを向いた。

　美咲はまた目が合う。覗きを続けていることを確認された。

　心愛はそれから、兄のほうに向き直る。

「いつもどおり、キレイにしてあげるね、お兄ちゃん♡」

　そして赫の股間に顔を埋めた。

　ぺろぺろ♡　ちゅっ♡　ちゅぱっ♡

　兄のペニス。中出し直後で、愛液と精液に塗れ、ぐったりとしているその陰茎を、妹はまるでソフトクリームか何かのように、美味しそうに舐め上げている。

　じゅるる♡　ずりゅりゅりゅ♡

「あくっ！　中身が、吸い出される……！」

　赫も気持ちよさそうだ。

（あ……あ……なんて光景……♡）

　美咲はふたたびの刺激的な光景に、頭が煮えてイカレてしまいそうだった。

　そして、心愛が意識的に見せつけているのも察した。角度もわざわざドアのほうから見やすい位置だ。チラチラと視線も送ってくる。

　挑発的な行動だ。しかしそれは敵対行為ではなく、まるで誘っているような感じがした。

（ほら、赫兄のオチン×ンってこんなに美味しいんだよ♡　ママも一緒に舐めようよ♡）

　そう訴えかけているようだった。

「ハア、ハア……♡」

　美咲は息が上がり、脳みそが茹だっていた。全身が熱く、意識も朦朧としている。

（ここまでエッチな気分で、興奮しちゃうなんて……♡　私……♡）

　潤んだ視線の先で、娘が兄の陰茎を口に含んでいる。涎でベトベトになったその肉棒は、徐々に硬度を取り戻し、ふたたび臨戦状態になりつつあった。

（大きい……♡　かーくんのオチン×ン、私の知らないあいだに、あんなに大きく、逞しくなっちゃったんだ……♡）

　記憶にある、つぼみのようだったものとは完全に別物だ。赤黒く、血管が浮き出て、凶悪な姿をしている。

（なんて格好いい、オチン×ン……♡）

　それを、美咲とそっくりな心愛が、口に含んでいる。実に美味しそうに。

　ちゅぱっ♡　ぺろっ♡　れろれろ♡

（あぁ……♡　いいな……♡）

　美咲も自分の口に、指を持っていった。自らの性器をいじった指だ。まだ愛液で濡れている。この指が赫のあの逞しい剛直であったなら。

（はぁむ♡　ちゅっ♡　ちゅっ♡　ぺろっ♡）

　美咲は娘のやっていることを、見よう見まねでやってみた。

　赤い舌を伸ばし、唾液をまぶして丹念に舐め上げ、根元から吸い上げる。

（私、イケナイこと、しちゃってる……♡）

　強烈な背徳感と同時に、期待感と興奮が入り交じっている。自分はダメな母親だと思いながらも、指も口も止まらない。

　このままどうなってしまうんだろう、と頭の片隅で不安があったが。

　心愛がペニスから口を離した。

「ね、赫兄♡　もう一回する？」

　赫のペニスはふたたび上を向いている。準備は万端のようだ。心愛の股間の割れ目からは、白濁とした液体が滴り落ちて、床を汚していた。

（また始まっちゃうの……♡　そんなイケナイこと……♡　お母さん、止めなきゃ……♡）

　理性は止めるべきだと訴えかけていたが、本能のほうはまったくそんなつもりはないと、美咲はわかっていた。むしろあの二人の輪に加わりたいのだと──。

　だが、赫は腰かけていたベッドから立ち上がった。

「……今日はもういい。寝る」

「えぇ〜」

　心愛が残念がる。美咲も同感だった。まだまだ始まったばかりだと思っていた。

　しかし赫にしたらそうではないらしい。

「もう三回もやっただろ。充分だ」

「五回も六回もしたこともあるじゃん」

「いいから、今日はここまでだ。ちょっと水飲んでくる」

　赫はまた、自分を責めるような後悔の表情をしていた。

　以前から時々見せていた表情だ。その意味が美咲にもようやくわかった。赫は、母に禁断の感情を抱き、さらに妹を母の代用品として扱っていることが後ろめたいのだ。

　美咲は何か声をかけてやりたい衝動が湧き上がる。だが、赫が出入り口のドアに向かう素振りを見せた。水を飲む──。台所へ下りていくつもりなのだ。

　美咲はハッとして、慌てて自分の部屋へと引き返す。




　なんとか、見つからずに階段を降りて、寝室にまで戻ることができた。

「……ハア、ハア♡」

　美咲は閉じたドアを背に、先ほどの痴態を思い出していた。脳裏にこびりついて離れないと言ったほうが正しい。めくるめく淫蕩な光景だった。

　まだ体はうずいている。胸の二つの乳房は尖ってブラを押し上げ、ヴァギナが濡れているのも感覚でわかった。口内も寂しい。唇が何かを求めている。

　美咲はベッドにダイブした。

　そして衣服をずらし、手を忍ばせた。赫がその無骨な男の指で触ってくる。そういう妄想をしながら、美咲は何度も背筋に電流が走り、絶頂した。




　その日は、驚くほどよく眠れた。











第三章　ママとの初エッチ♡



　　　　　――叶えられた想いと『絶頂』!?







（落ち込むのも、いい加減にしないとな）

　その日、赫が目を覚まして最初に思ったのはそれだった。

　美咲への告白が失敗に終わってから、およそ一週間が経っていた。

　我ながら情緒不安定な一週間を過ごしてしまったと思う。

　バスケ部では、らしくないミスを連発し、監督を失望させ、チームメイトたちを不安にさせてしまった。挽回しようとヤケになって練習に取り組んでも、荒っぽく精彩を欠いたプレイではいつもどおりの活躍などできるはずもなかった。

　そして家では美咲と顔を合わせられず、複雑で苛立った気持ちを心愛の小さい体にぶつけてしまった。人間扱いしていない、ダッチワイフやオナホールのような扱いだ。大切な妹であるはずなのに、なんという身勝手な扱いを。心愛はそれでも求められるのが嬉しいようだったが、赫は毎度射精するたびに、自責の念に駆られていた。

　期末テストが終わってから告白したのは、かろうじて冷静な判断だったと今にして思う。もしその直前なんかに告白していたら、今ごろテスト結果は散々なものになり、進路にも影響が出ていたかもしれない。

（……進路、か）

　しかし赫は、虚しかった。

　勉強を頑張ってきたのも、部活に汗を流してきたのも、すべては美咲が喜んでくれるからだ。そして美咲に相応しい優秀な男になるためだった。

　ところがその美咲からはフラれてしまった。自分たちはあくまで家族。親と子。それ以上でも以下でもない。そう突きつけられたのだ。

（俺、これからどうすればいいんだろうな……）

　赫は途方に暮れるしかない。

　何はともあれ、今日は平日。学校に行かなければならない。赫はベッドから起き出し、階段を降りていく。

　美咲と顔を合わせるのは怖かったが、もう一週間だ。美咲が親子の関係を望むのなら、自分はそうしなければならない。赫は深く呼吸をして、ダイニングへ向かった。

　台所では美咲が朝ご飯と弁当の準備をしていた。一週間前と変わらない光景だ。やはり美咲には、息子の告白などは何も影響を与えなかったのだろう。赫はさらに虚しい気持ちになりながら、朝の挨拶をした。

「おはよう、母さん」

「────!?」

　だが反応は劇的だった。美咲は飛び跳ねるようにビクついたのだ。そのくせ、すぐ後ろを振り向いたりはしない。背後に赫がいるのはわかっているだろうに、こちらを見なかった。

「……母さん？　驚かせたかな。ごめん」

「……う、ううん。いいのよ」

　気まずい沈黙。

　やはり告白は、ある程度の影響は与えてしまったらしい。

　赫は申し訳なかった。美咲は普通の親子関係を求めていたのに、自分がそれをぶち壊してしまったのだ。

「ごめん、母さん……やっぱり迷惑だったよね」

「えっ？」

　思わずといった感じで美咲が振り向き、一週間ぶりに目が合う。

　が、美咲はすぐに目を逸らした。赫の顔が見られないようだ。赫はさらに自分を責めた。

「気まずくさせてるよね。本当、ごめん……。でも、母さんが普通の親子関係を求めるなら、俺は頑張ってそうするから」

「かーくん……」

「俺、母さんのこと、忘れるように努力するから」

　できるだけ明るく、笑顔で言ったつもりだった。しかしなぜだろう。心は土砂降りの雨だった。泣き顔になっていないか赫は不安だった。

　美咲のほうは「あ……」と心配そうな顔をしていた。そんな表情はさせたくなかったのに、また俺のせいだな、と赫は胸が詰まる思いだった。

　少しだけ沈黙が流れた。

　赫は、これからはいい男ではなく、いい息子になろうと考えを改めようとする。

　しかしそのとき、美咲の微妙な視線に気づいた。

「…………♡」

「？」

　赫は目をしばたたいた。

　美咲はよそよそしい感じだが、赫へ向ける視線が、顔から胸元、胴体、下半身へと下がっていく。ジロジロと見下ろしている。

　珍しいことだった。美咲はきちんと相手の目を見て話すタイプだ。少し気まずい関係になってしまったとはいえ、こうも赫の体を見るというのはこれまでになかった。何かゴミでもついているだろうかと、赫は自分でも見下ろしてみたが、とくに何もない。

　美咲の切れ長のその目には、何か熱い感情が籠もっているようにも見えた。期待や熱情、一方でそれを押し殺そうとするような……。

　だがそこで心愛が二階から下りてくる気配がしたので、赫も美咲もハッとして離れた。

　赫がテーブル席についたところで、寝ぼけ眼をこする心愛が顔を出した。

「あれ、赫兄、今日は朝ご飯ちゃんと食べるんだね」

「……ああ、やっぱ朝はちゃんと食べないと調子出なくてな」

「ふぅーん」

　心愛はとくに気にしてないふうだったが、抜け目なく、兄と母に向かって交互に視線を飛ばしていた。




　電車に乗って学校に向かった赫。

　しかし脳裏にあるのは、今朝の美咲の奇妙な様子だった。あの熱に浮かされたような表情が、不思議だった。どういう感情の顔なのだろうか。

　昇降口を潜ったところで、またぞろ女子生徒たちの視線やざわめきを感じた。

　ウンザリするが、美咲にフラれた以上、誰か特定の相手を探したほうがいいかもしれないとも考える。美咲もきっと、親として、息子が普通に同年代の女子と付き合うのを望んでいるだろう。そう考える一方、母を喜ばせるために女子と付き合うのは、それはそれで健全とは言えないとも思う。

　と、遠巻きに眺めてくる女子たちを見返して、赫は気づいた。今朝の母と同じような表情をしている。熱っぽくて、湧き上がる期待を押し殺しているような、そんな表情だ。

　今まで他の女子など眼中になかったために、赫はその視線の意味を深く考えたことはなかった。しかしそれは明らかに、色情に染まった俗っぽい視線だった。意中の異性にのみ向けるものに違いない。

（……え？　ということは、母さんも？）

　ひょっとして、と思う気持ちと、いやまさか、と打ち消す思いが交互する。

　一週間前、美咲からは明確にフラれてしまっている。それが今になってひっくり返ろうとしているのか。まさかそんなことが……。あまりにも都合のいい考えに思えたが、期待してしまうのが人情だろう。

　物思いに耽りながら廊下をトボトボ歩く赫の肩を、誰かが叩いた。

「よお！　今日もモテモテだな」

　身長が二メートルもあるバスケ部のキャプテン・琢磨だ。体重だって百キロを軽く超える。彼から叩かれると、ハンマーでぶっ叩かれたような衝撃を受ける。

「いってえな。加減覚えろよ」

「悪い悪い！　にしても、少しは顔色よくなったみてえじゃねえか。何があったか知らねえが、回復してきたようだな！」

　琢磨はあっけらかんと笑っている。赫は鼻の下を掻いた。

「……ああ、なんか、心配かけたな。すまんかった」

「ちゃんと回復したんならいいさ。インハイまであと一カ月。張りきっていこうぜ」

「おう」

　戦友から励まされると、元気が湧いてくる。が、

「じゃあお祝いに合コン行こうぜ！　俺にもおこぼれ分けてくれよ！」

「ははは、バーカ。なんのおこぼれだよ」

　デカすぎて女子から逃げられる琢磨だ。合コンに呼んだ日には、よくて珍獣扱いと言ったところだろう。

「……は、はは……」

　いつものバカ話をしている最中だったが、ふと脳裏をよぎったのは、またもや美咲の変化だった。あの熱っぽい視線は、母が息子に向けるものではなく、女が男に向けるものに思えてならない。

「赫？　どうした」

　琢磨がまた心配そうな顔をしてきた。赫は努めて明るく振る舞った。

「なんでもない」

　しかしやはり、美咲のことが気になっていた。




　放課後、その日の部活は早めに切り上げられた。週に一回のビデオ学習の日で、体力を回復させる休息日の扱いに近い。一時間ほどＮＢＡや日本プロバスケのダイジェストを観賞したり、意見を交わしてから、解散となった。

　自主練も禁止だったが、そろそろ復活したかった赫には生ぬるい。とはいえ体育館は使えないので、せめて自宅まで走って帰ることにする。

　だが、ちょうど夕立に降られてしまう。赫は結局、家に着く頃には下着までずぶ濡れになってしまった。

「くそ、踏んだり蹴ったりだな」

　玄関で慌ただしく衣服を脱ぎながら、できるだけ水滴を落とさないように脱衣所に向かった。冷えた体に熱いシャワーを浴びて、さっさと脱衣所に戻る。

　タオルで体を拭き上げる、そこで──ちょうどガチャリとドアが開いた。

「えっ」

「きゃっ!?　かーくん!?」

　姿を見せたのは、美咲だった。ずぶ濡れだったから、美咲も夕立の被害に遭って、慌ただしく帰ってきたのだろう。

　赫は普段、脱衣所に鍵をかけるタイプだが、今日は失念していた。そして美咲も、鍵がかかっていないなら誰もいないと思い込んだのだろう。この鉢合わせは両者ともを驚かせた。

　赫はもちろん恥ずかしかった。ほとんど全裸なのを、意中の異性に見られた。慌ててタオルで股間だけでも隠したが、血の気が引くと同時に、羞恥心で顔が熱くなる。

　だが、どうせ美咲は違うだろうと思った。赫のことを子ども扱いし、今でも幼少期と同じような対応をする。小さい子の裸などなんともないはずだ。

　そのはずだった。

　しかし──。

「ひゃ……!?」

　美咲は顔を真っ赤にして、赫の隆々とした筋肉や、下半身に視線を向けた。顔を手で隠すが、どこか嬉しそうに、指の隙間からたしかに見ている。

「……母さん？」

「あっ、その、ごめんなさいっ！　誰もいないと思って……！」

　美咲は明らかに泡を食っている。こんな反応は新鮮だった。どう見ても乙女のそれだ。

「………………」

　赫はわずかな時間で思考を巡らせた。なぜ、美咲がこんなリアクションをするようになったのか。導き出したわずかな可能性に、赫は賭けてみることにした。

　股間を隠していたタオルを、はらりと落とした。

「あっ！」

　途端に美咲は顔を逸らし、手を突っ張り、防御反応を示した。

「かーくん！　その、見えてる……っ！」

「見えてるって、何が？」

「それは、その……！」

　赫は答えを待ったが、美咲は答えられなかった。以前まではなんでもないように「オチン×ン」と言っていたのに。

　しかし当然かもしれない。赫のそれは、もはや昔と同じモノではない。巨大なイモムシのような形でぶら下がり、先端の包皮は剥けて亀頭が露出している。陰嚢に関しても、二つの大きな睾丸が入っているのが見えるはずだ。そして黒々とした陰毛が生い茂っている。

　二次性徴を終えたそれは、紛うことなき、立派な男性器だ。いや、一般的な標準よりも、遥かに大きく、猛々しい姿をしている。

　そして好きな相手に露出しているという羞恥心が、赫のペニスに血液を集中させていく。ドクン、ドクンと、少しずつ海綿体が充溢し、ゆっくり勃ち上がっていく。

「母さんのほうこそ、見えてるよ」

　美咲はなんのことか一瞬わからないようだったが、赫の視線から、雨でブラウスが透けてしまい、乳房やブラが浮いているのだと察した。

「やっ、だめっ！　見ちゃだめっ！」

　美咲は狼狽えて胸元を腕で隠す。完全に、男を前にしたウブな乙女の反応だった。

「母さん……」

　赫は理解した。美咲はおそらく、一週間前の告白によって、赫のことを男と認識するようになってしまったのだ。でなければ、こんな反応はあり得ないはずだった。

　豹変した美咲に、赫は大きな期待を寄せた。いくら息子を見る目が変わったと言っても、それが嫌悪であったなら、こうはならないだろう。きっと好意的なものだからこそ、美咲は自らの熱情に内側から灼かれるような顔をしているのだ。

　ならば、赫のやるべきことは一つだ。

　ずっと望んでいたことを、ようやく実行する。

「母さん……！」

　胸元を隠そうとする美咲の腕を掴み、力尽くで開かせる。そして壁に押しつけた。

「あっ、ダメよ、かーくん……！」

「ダメじゃない。母さんも本当は、求めてるんだよね？」

「そ、それは……♡」

　壁に押しつけられ、赫と正面から密着状態にある美咲。二人のあいだで美咲の豊満な乳房はつぶれ、扁平な形になっている。そしていきり立った赫の男根は、美咲のお腹のあたりに。

「……あ、当たってる……♡」

「何が当たってるんだ？」

「熱い……♡」

「だから、何が熱いんだよ、母さん？」

　至近距離で、互いの息が中空で混ざり合う。いつでも口づけできる距離だ。火照った体内で温められた呼気が、互いの頬を撫でていく。

　赫は引き寄せられるように、自らの唇を美咲のそれに近づけていった……。

　だが──。

「だ、ダメよっ！　私たち、親子なのよ……！」

　最後の抵抗、と言わんばかりの、美咲のはっきりとした宣言。それはおそらく、美咲に残された一片の理性だったのだろう。

「……母さん」

　赫は、それを蔑ろにしてはいけないと思った。母を蹂じゆう躙りんしたいのではない。愛し合いたいのだ。美咲を傷つけるつもりは毛頭なかった。

　赫は手を放し、美咲から一歩引いた。

「……か、かーくん？」

「……部屋で待ってる」

「えっ？」

「来てくれるって、信じてるから」

　そしてタオルを体に巻きつけて、赫はその場を離れた。




　嵐の夜に、刃を研ぎ澄ますような時間だった。

　赫はベッドに腰かけ、身動きせず、じっと待ち続けた。衣服は一切着ていない。バスタオルを太股にかけているだけだ。

　外では雨が激しく降り続け、屋根や窓を打って音を立てている。

　およそ一カ月前、バスケの県大会決勝リーグで、試合が始まる直前の緊張感に似ていた。

　最終戦。今年の全国出場枠は一校だけ。そして相手は全国常連の強豪校。赫たちの学校とは以前から県内トップ争いをするライバルだ。負ければそこで夏が終わる。長年費やしてきた努力が、今日の試合にかかっている──。

　だが負ける気がしなかった。

　勝つという確信だけがあり、どう勝つかという手順を考え、実行するのみだとイメージがなされた。

　今もまた、赫は美咲が来てくれることを確信していた。

　やがて、階段を上ってくる音が聞こえてくる。ゆっくりとした、迷いを感じさせる足取りだ。美咲の不安が手に取るようにわかる。

　廊下を歩く足音も、決してスムーズなものではない。いつ翻意して引き返すかわからないような足取りだ。

　しかし、ドアは開かれた。

　バスタオルを体に巻きつけただけの美咲が、赫の部屋に入ってきた。

「母さん、来てくれたんだね」

　美咲は目を合わそうとしない。じっと、あらぬ方向を向いている。

　だが、熱いシャワーでその身を清めてきたのだろう。長い髪はしっとりと湿り、体は上気していた。──抱かれる準備は整っている。少なくとも肉体のほうは。

　あとは意思の確認だ。無理やり犯すつもりはない。あくまでも同意の上での行為でなければ、意味がない。

　赫がベッドから腰を上げると、上にかけていただけのバスタオルがはらりと床に落ちた。

　若さも絶頂期。引き締まったオスの肉体がそこにあった。

「いいってことだよね、母さん？」

　赫が一歩近づくと、美咲は軽く自分を抱くように防御反応を示した。

「だ、ダメよ……こんなこと、いけないわ」

「でも……」

「ダメよ……！　ダメだって、言ってるでしょ……！　私たち、親子なのよ……！」

　口では拒否しているが、それだけなのは明らかだ。

「なに言ってるんだよ、母さん。息子の部屋にバスタオル一枚でやってきたのは、母さんじゃないか」

「……っ」

　指摘され、美咲はかぁっと赤面している。

「母さんも、求めてるってことだよね？」

　美咲はまだ「ダメ、ダメ……！」と呟いていたが、それ以外の拒否は一切しなかった。むしろ抱きしめられるのを待っているようにすら見える。赫にはそんな母の姿が、可愛らしく、愛おしく思えた。

「愛してるよ、母さん……」

「ぁ……ダメ……」

　両腕を回して優しく抱きすくめると、美咲の体から力が抜けていくのがわかった。




　匂い立つのは、嗅ぎ慣れたはずの母のニオイだった。いつもと同じシャンプー、いつもと同じボディソープのニオイ。しかしなぜだろう。普段とは違う、メスのフェロモンのような何かが混じっているような気もした。

（これが……母さんの女のニオイ……）

　馥ふく郁いくたる香りを鼻孔いっぱいに吸い込み、赫は心地よい気分に包まれた。

　同時に、股間に血が流入していくのも感じる。ニオイと、抱きしめた柔らかさ、火照った体温、そしてこれから始まるめくるめく快感の予想に、赫の男の部分が色めきだってきている。

　上半身だけわずかに反らし、美咲の顔とのあいだに距離を取る。

　美咲もまた呼吸を荒くし、耳まで真っ赤にしていた。そこにいるのは一人の純情な乙女だった。

「キスするよ、母さん」

「……うん」

　聞き逃してしまいそうな小さな声だったが、美咲はたしかに同意した。

　瞬間、赫は心臓に火がついた気がした。先ほどまでの慈しみに満ちた優しい動作をかなぐり捨て、美咲の厚い唇にむしゃぶりつく。

　ちゅぱっ♡　ぺろ♡　ちゅるっ♡　れろれろ♡

　吸いつき、唾液をまぶし、また吸いつき、舐め回す。ファーストキスでするようなロマンチックさの欠片もない。ケダモノが食らいつくが如き猛烈な接吻であった。

「んあっ♡　か、かーくん♡　いきなり、はげし♡　んんっ♡」

　反射的に逃げようと顔を逸らす美咲。

　だが赫は、手を美咲の後頭部に回して、決して逃がさないようにした。

　すでに同意は得ている。十年もこのときを待った。母の唇はもはや息子のものであった。

　ちゅっ♡　ちゅぱっ♡　じゅるっ♡　ちゅるるるっ♡

「はあっ♡　んっ♡　あっ♡　あんっ♡　ふ、あっ……♡」

　美咲は唇を貪られ、それだけでもうビクビクと体を震わせていた。年齢相応の落ち着きなどはまったく感じられない。ひょっとすると初めてだろうか。

「……母さん、キスしたことないの？」

「はあ、はあ……♡　は、初めてなの……♡」

　とろんとした夢見心地な瞳で、上目遣いに見上げてくる美咲。

　赫は嬉しかった。母のファーストキスを奪えたとは。

　美咲は少し顔を伏せる。

「おかしいわよね、この歳で、キスが初めてだなんて」

「そんなことないよ。母さんはいつも俺や心愛を第一に考えてくれてたってことだろ。このファーストキスは、母さんの勲章だよ」

「そ、そうかしら……♡」

　美咲は嬉しそうにして、

「かーくんは、きっと心愛ちゃんとたくさんキスしてきたんでしょうね♡」

「!?　も、もしかして、見たの？」

　赫はギクリとした。できるだけ美咲の目には触れないように配慮してきたが、同じ屋根の下での出来事だ。いつまでも隠し通せるものではない。とくに最近は、自暴自棄になって激しくやりすぎ、声も出していた。

　美咲はこくんと頷く。

「二人がそんな関係だなんて、お母さん、思いもしなかった。普通に両想いなら素直に祝福できたと思うんだけど……」

「……うん。心愛には悪いと思ってる。母さんの代用品扱いをしてしまった。それでもあいつは喜んでたけど」

「私たちがこんな関係になったことは、ちゃんと報告しないとね」

「ああ、でも、ちょっとだけ秘密にしておきたい。知ればあいつは、わたしも混ぜて、なんて言ってきそうだし」

「……うふふ♡　そうでしょうね♡」

　美咲が妖しく微笑む。赫が心愛と関係を持ってしまったことは、浮気とも取れるが、美咲はとくに問題視していないようだ。むしろ三人家族が同じステージに上がったことが嬉しそうでもある。

「……一つだけ、勘違いしないでくれ、母さん」

「え、何が？」

「心愛とはたしかに初体験をした。でも、キスだけはしてない」

「……ふふ、心愛ちゃん、怒ったでしょう？」

　無論だった。心愛は何度もキスをせがんできたし、不意打ちでキスをしようともしてきた。幼少期に子どものキスをいくらでもしてきたから、心愛としてはなんでもないことだったのだろう。しかし赫はそうではない。心愛の口づけを断固として断る理由があった。

「俺のファーストキスは、母さんのものだ」

　そしてまた唇を押しつけた。美咲も「ん♡」と受け止める。

　ちゅぱっ♡　れろれろ♡　ちゅっちゅっ♡　じゅるるるっ♡

「んはっ♡　はあ、はあ……♡　息が、できなぃ〜♡」

「舌、出して。べーって」

「こ、こう？」

　美咲が目を潤ませながら、赤い舌を伸ばした。赫はすかさず、それに吸いついた。

　じゅるるるるっ♡　ちゅぱっ♡　ちゅうぅうう♡

「はぁあっ♡　んんっ♡」

　美咲はビクビクと身を震わせる。

　快感を示すその女の体を力強く抱きしめ、息子はさらに深く舌を絡ませていく。ぬるりとした舌同士が互いを求め合い、溢れてくる唾液を交換する。そして二人のものとなったその唾液を、喉を鳴らして飲み、また繰り返す。

　美咲のほうからも腕を伸ばし、赫の後頭部に腕を回す。

　赫は本能の赴くまま、美咲の口内を隅々まで丹念に舐め上げる。歯の一つ一つを感じ、こりこりした歯茎を舌先で引っ掻くように撫でた。唾液と熱い息を送り込みながら、まさぐり、まさぐり、まさぐっていく。そのたびに美咲の体は快感に震えた。

「ぷはっ……♡　もうだめっ♡　お母さん、キスだけで頭がおかしくなっちゃいそう♡」

「ふふふ、まだ始まったばかりだよ、母さん」

　赫は、バスタオル越しに美咲の左の乳房を揉み上げた。

　途端に美咲は「んあっ♡」と気持ちよさそうに身をよじる。

　柔らかい。想像していたより遥かに柔らかく、弾力があって、張りのあるおっぱいだった。心愛の胸は散々揉んできたが、サイズに差があると、感触もここまで違いが出てくるものなのか。もちろん年齢差もあるだろうが。

　ナマで揉みたい衝動が湧き上がる。赫は美咲のバスタオルを指で降ろした。ほとんど抵抗なく、はらりと床に落ちる。

　そして姿を現したのは、もの凄い迫力を放つ、二つの大きな乳房だ。白磁のように美しく、丸みを帯びて、心拍数が上がってうっすらと静脈まで浮かんでいる。

　幼少期に一緒にお風呂に入ったり、脱衣所で鉢合わせしたりして、これまで何度も目撃してきたが、今日は格別な思いだった。

「やっ♡　そんなにマジマジと見ないで……♡　恥ずかしい♡」

「キレイだよ、母さん。大きくて、形もよくて、肌だってきめ細かくて……乳首と乳輪も、とってもエッチな形をしてる」

「やぁ♡　言わないでぇ♡」

　赫は両手で、二つの乳房を同時に持ち上げてみる。

「あんっ♡」

　たぷっとした揉み心地だ。かなりの重量感だった。こんなものを四六時中ぶら下げていたら、肩が凝るというのも頷ける話だ。赫の手のひらは広いほうで、バスケのボールも片手で掴めるが、美咲のおっぱいは赫の手のひらでは包みきれず、溢れ出る。

「ああっ♡　そんなに、揉んだら……♡　はぅ……♡　自分で触るのと、全然ちがうぅ♡」

「母さん、自分で触ったりするんだ？」

「…………♡」

　美咲はボッと顔に火がついたように恥ずかしがるが、大人しく胸を揉まれ続ける。心地よさそうだ。

　しかし脚が震えていて、立っているのがツラいのかもしれない。

　息子は母をお姫様だっこした。

「きゃっ」

「ベッドにいくよ、母さん」

「……うん♡」

　美咲からも赫の首ったまに腕を回してくる。その瞬間、二人は間違いなく親子ではなく、恋人だった。

　ベッドに仰向けに寝かせた美咲に、赫が上から覆い被さる。ふたたび求め合うようにディープキスをして、心も体も繋げていく。

　赫はそれから、美咲の耳をサワサワと撫でた。

　美咲はゾクゾクっとした反応を示し、「あっあっあっ♡」と可愛い声を上げた。耳の形をしっかり指先で撫で、耳の穴も軽くほじるようにすると、「んああっ♡　はぁあっ♡」とさらに気持ちよさそうな声を出した。

　手でそうしながら、赫はキスの雨を美咲の上半身に降らせていく。首筋から、肩、鎖骨、胸の谷間に当たる胸骨の上に。

　そしてふたたび、二つの乳房をサイドから持ち上げるように揉み上げた。

「んんっ♡」

　美咲が背筋をピンと張る。どうやら胸が性感帯であるようだ。大きいほど感度が鈍いと聞いたことがあるが、美咲はそうではないらしい。

　赫は片方の手で揉みながら、もう片方の乳房には舌を這わした。唾液をまぶして、ゆっくりと輪郭をなぞっていく。螺旋を描くように、徐々に乳首へと回り込んでいく。

　その焦らし行為に、美咲の体もピクピクと反応している。乳輪がぷっくりと膨らみ、乳首が尖っていく。勃起しているのだ。息子に乳房を愛撫され、感じているのだ。

　そして赫は、ついに乳首に吸いついた。

　ちゅぱっ♡　ちゅぱっ♡　れろれろ♡

「アヒッ♡　あっ♡　あああっ♡」

　美咲は大きく身をよじり、反射的に強すぎる快感から逃げようとしているようだ。そうはさせない。赫は体重をかけて美咲を押さえつけると、引き続き乳首を刺激した。

　ぺろぺろ♡　ちゅぷっ♡　ちゅっちゅっちゅ♡

「あんっ♡　あぅう♡　はあぁぁ♡　す、すごいぃい♡」

　息子に乳首を吸われる。年齢が違えばなんでもないことが、こうも背徳的な快感をもたらすことになるとは。美咲はまったく思いもしていなかったに違いない。

　左の次は、右の乳房だ。こちらもずっと揉み続けていたために、すでに出来上がっている。大きめの乳首はゴムのようにしこり、さらなる刺激を欲しているようにうずいていた。赫は赤ちゃんのように口に含む。

「んんっ♡　かーくん、かーくん♡　そんな、胸ばっかり、責めちゃ、だめぇ♡　お母さん、変な気持ちになっちゃうぅ♡」

「とっくになってるだろ。ちゅぱっ」

「くぅんんっ♡」

　美咲は切羽詰まった声を上げ、動かせる範囲で頭を振り乱している。初めてでここまで感じるなら、開発を続けていけば胸だけで絶頂できるようになりそうだ。

　上半身を押さえつけていると、美咲は下半身の脚をせわしなく動かしていた。淫靡なメスのニオイは部屋中に充満し、美咲の花弁が甘い蜜を溢れさせていることは見なくとも察せられた。

　赫は乳房から手を放すと、次に美咲の下半身に手を伸ばした。薄い陰毛を指に絡ませて遊び、恥骨の上あたりを撫でた。この奥に子宮があるのだ。

「あっあっあっ♡　かーくん♡　かーくぅん♡」

　孕ませたい、孕みたい。互いにそんな気持ちが交差している気がした。

　赫はまず指を美咲の股間に滑らせていく。予想どおりの感触が出迎えた。

　ぐちょっ♡　ぬちょっ♡

「んあああっ♡　ああああああっっ♡　ひぃいい♡」

　美咲はまた反射的に、強すぎる快感から逃げようと、股を閉じようとしてくる。だが、一度滑り込んだ手はそう簡単にはのけられない。赫はその熱い泥沼のようなヴァギナの表面を掻き回した。

　ぐちょぐちょ♡　にゅちゃ♡　ずりゅりゅりゅ♡

「だめっ♡　ひゃぁぁああっっ♡　んああああっ♡　あんっあんっ♡　ああぁあんんっ♡」

　どうやら下の感度も、かなりのものらしい。赫としては〝少し撫でた〟程度のつもりだったが、ここまで乱れてしまうとは。

「……感じてる母さん、凄くエッチで、可愛いよ……。こんなの見せられたら……」

　くちゅっ♡　くちゅっ♡　ぬぷっ♡

「あふっ♡　はぁ♡　イイ……♡　あっあっあっ♡」

　赫の肉竿は、まだろくに触られてもいないのに、ギンギンに勃起していた。先端から透明の液体が溢れ出て、糸を引いて落ちていく。

（早く挿入いれたい……でも）

　美咲は初めてらしい。いきなり赫ほどのサイズのものを入れたら、キツい思いをさせてしまうだろう。心愛のときと同じ失敗はしたくなかった。

「膣内を指でほぐしていくね、母さん」

　つぷっ♡

「あっ♡　入っ……た♡　ゆ、指が、入ったのね……♡」

「そうだよ。息子の指が、母さんのオマ×コに入っちゃったんだ。自分で指を入れたことは……？」

「……♡　何度か♡」

「イケナイ女だ」

　赫は少しずつ、指を前後させた。まだ第一関節くらいで浅い。しかしそれでも、美咲は敏感に反応した。

　くちゅっ♡　くちゅっ♡　くちゅっ♡

「ああっ♡　あんっ♡　はあぁんっ♡」

「大事なところを息子に指でいじられて、感じちゃってるの？　母さん」

「ご、ごめんなさいぃ♡　だ、だって、気持ちいいんだものぉ♡　あっあっあっ♡」

　赫はさらに深く指を突き入れようかとも思ったが、すぐに何かに引っかかった。

（もしかして、これ……母さんの処女膜？）

　美咲は手淫の経験があると言ったが、自分の指で処女膜を破ることまではしていなかったらしい。

　ならば深く入れるのはやめだ。とりあえず入口だけでもほぐしておく。

　ぐりぐり♡　くちゅっ♡　ぐちゅっ♡

「あああああっ♡　んはぁあ♡　だめっ♡　もうやめっ♡　ううううああっ♡」

　愛液がどんどん溢れてきて、赫の手はもうぐっしょりだ。

「母さん。感じやすくて、濡れやすいなんて、ホント、エッチな体してるよね」

「あっあっあっ♡　だ、誰でもいいわけじゃ、ない、のよ……♡　きっと、かーくんだから……♡」

「本当かなぁ？」

　ぐちゅぐちゅぐちゅ♡

「あひぃぃいあああっ♡　そんなに激しくしたらぁ♡　変になっちゃぅぅ♡」

　美咲は大きく気持ちよがり、シーツをギュッと掴んでいた。しかし脚はもはや閉じようとしない。女は心と体の準備ができると、自分から股を広げるのだ。

　いよいよ本番だった。

　美咲の開いた股に、赫は自分の股を正面から密着させる。ぬちょり、と美咲の濡れた陰部が、赫の陰部と接触した。

「い、入れるのね……♡」

　美咲が呼吸を荒げながら、股間を見下ろす。期待するような熱い視線だ。普段は何もない女の局部に、熱く尖った息子のイチモツが押しつけられている。

「かーくんのオチン×ン……格好いい♡」

　惚れ込んだような熱っぽい視線を受ける。

　赫の猛りきった肉棒はそそり立ち、浮き上がった血管が脈打ち、カリ首は反り返り、剛直と呼ばれるに相応しい雄々しさだ。淫棒でもある。先端からダラダラと先走り汁を垂らし、ヒクヒクと別の生き物のように震えている。

　このままナマで入れたい気持ちがムラムラと湧き上がる。

　だが、わずかな理性が赫にコンドームを握らせた。

　赫はまだ学生。好きな人を孕ませるのは、自分が働けるようになってから。それが筋だと考えていた。美咲がすでに働いているから経済面の心配はそれほどないが、男としての矜恃が、赫にゴムを装着させる。

「入れるよ、母さん」

「来て……♡」

　赫は屹立した男根を、美咲の淫らな蜜壺に宛てがうと、ゆっくりと押し込んでいった。

「はぁぁ……んんっ♡」

　美咲が身震いして、シーツをギュッと掴む。

　まだ先端だけだ。それだけでも、美咲の膣内が熱くドロドロにぬかるんでいることがわかり、赫も快感に腰が抜けそうになる。だが肛門に力を込めて耐え、さらに腰を突き入れていく。ぷつり、と処女膜が破れた感触があった。

「アッ……！」

「ごめん、痛いよね、母さん……」

「ううん……♡　それより、嬉しい……♡」

　下の美咲は汗を掻きながら、それでも幸福そうな顔をしていた。赫はその顔が見られただけでも救われた心地になる。しかし同時に、最後までしたい欲もあった。

「全部入れるよ」

　ずぶぶぶっ♡

「んああっ♡　入って、きてるぅ……♡」

　女の中心を逞しい肉槍に貫かれ、美咲は柳眉を歪めて苦悶と快感を同時に示す。

　赫とて余裕があるわけではない。

「ああ……！　母さんの膣内、キツくて、狭くて……！　気持ちぃい……！」

　薄いゴム膜越しにも、美咲の膣内が柔らかい肉ヒダに覆われているのが感じられる。もし生でやっていたら、入れた瞬間に爆発させてしまったかもしれない。

　強く締めつけてくるその肉洞を赫の性棒が押し広げながら、奥へ奥へと進んでいく。

　そして今度こそ先端が壁に行き当たった。そこが子宮口だろう。

「あっ♡　奥に、当たってる……♡」

「全部入ったんだよ、母さん」

「嬉しい……♡　私たち、一つになったのね……♡」

　どちらからともなく、ふたたび唇を重ね合う。二人の関係が進んだのはつい今のことなのに、これが当然のように思われた。

　腰を動かさずにいると、美咲の媚ヒダが赫のペニスを締めつけてくる。隙間なく密着し、男根の輪郭をなぞり、一体となる。このままでも射精してしまいそうだったが、さすがにそれはもったいない。

「動かすよ、母さん」

「ええ、あなたの好きにしていいのよ♡」

　そして赫は腰を前後に動かし始めた。

　ぬっぷ♡　ぐっちゅ♡　ずにゅっ♡

「ああっ♡　あひっ♡　くはあぁんんっ♡」

　引くときにも、押し入れるときにも、動かすたびに美咲は気持ちよがった。これが初体験。ついさっきまで処女だった女が、もう喜びを感じてしまっている。

「やっぱり、もの凄く感度がいいんだね、母さん」

「か、かーくんが♡　かーくんのオチン×ンが、悪いのよぉ♡」

「そんなこと言っちゃうんだ。お仕置きしちゃおうかな」

「アッ♡」

　赫は抽送のリズムを変える。できるだけ痛くしないように配慮していたが、もうやめだ。入口近くまでゆっくり引いてから、肉杭をハンマーで打ち込むように突き入れる。

　ずんっ♡　ずんっ♡　ずんっ♡

「アッ♡　アッ♡　ふぁああっっ♡」

　美咲はヴァギナだけでなく、脳まで揺さぶられるような快感を覚えている。

　ペニスを引き抜かれる際の、卑エラが柔ヒダを引っ掻いていくゾクゾクとした快感の直後に、いきなり子宮口まで突き上げてくる圧迫感。あえて急ぎすぎないその前後運動が、美咲の敏感な痴肉に男根の味を覚えさせた。

　ずんっ♡　ずんっ♡　ずんっ♡

「あくぅう♡　ああっ♡　ひぁあああっ♡」

「まだまだ、続けるよ、母さん」

　両手を恋人繋ぎにして、正常位で攻め立てていく。赫の前後運動に合わせて、美咲の二つの大きな乳丘がプリンのように揺れた。頭頂部の乳首は尖りきっている。

「だめぇっ♡　あんっ♡　はっはっは♡　はぅうううんんっ♡　こんなの♡　こんな、凄すぎるぅ♡　アッアッアッ♡」

　赫は徐々にスピードを上げていった。いや、ゆっくりするのがもどかしく、もう我慢できなくなっていた。

　息子の淫棒に貫かれ、下になった母は身も世もなく気持ちよがり、熱い息を吐いて喘いでいる。こんな光景を見せられたら、もう我慢などできるはずもない。

「母さん！　母さん……！」

　ずちゅっ♡　どちゅっ♡　ぐちゅっ♡　ぐちゅっ♡

「ああっ♡　これ、だめなのぉ♡　イイぃ……♡　気持ちぃい♡　感じすぎちゃうぅう♡　はあぁあん♡」

　赫が上から覆い被さり、美咲も下から抱きしめる。

「母さん、キスしよ」

「んっ♡　かーくんとのキス、好きぃ♡」

　ちゅぱっ♡　ちゅるるっ♡　れろれろ♡　ごくんっ♡

　二人は一つの肉塊になり、上の口では鼻息を荒くしながら舌を絡め合い、唾液を交換し、下半身はぐちゅぐちゅと激しい水音を鳴らし交わっている。

　ずぽっ♡　ぐちゅっ♡　ぬぼっ♡

　さらに猛々しさを増していく男女の交わりに、それを支えるベッドがギシギシと軋みを上げた。

「ぷはっ♡　もうだめっ♡　もうだめっ♡　頭が真っ白になっちゃう♡」

「イキそうなんだね、母さん。俺もそろそろ、出そう！」

　睾丸がせり上がり、精液が尿道を駆け上がってくる感覚がある。いつもより大量に来ている。

「アアアアっ♡　出して♡　かーくんのお精子、いっぱい出してぇ♡」

　ラストスパートで激しさを増していくピストン。ぶつかり合う肉が波打ち、びしょびしょに溢れ出る愛液は飛び散った。猛烈に掻き回される接合部では愛液が泡立って白く濁り、本気汁と呼ばれる高粘度の潤滑剤を形成する。

　ぐちゅっ♡　ずぷっ♡　どちゅっ♡　ぬちゃっ♡

「あああああっ♡　らめ、らめっ♡　イクイク、イっちゃうぅぅうう♡」

「うおおおおおおおおっ！」

　赫は鍛え上げた体で高速の前後運動をし、ついに限界に来て深く、奥にまで腰を突き出した。ぐいっと子宮口を押し上げる。

「アアアッ♡　ひゃぁあぁんんっ♡」

「出る！　出るぅうう！」

　どぴゅううっ！　どぴゅぅうっ！　びゅるるるっ！　びゅるるるっ！

「あひぃぃいいああああっっ♡♡♡　んああああぁぁああああっっ♡♡♡」

　美咲はおとがいを反らし、背筋をピンと弓なりにした。母もまた股間からピュッピュッと熱い潮を吹き、赫の下腹部を淫水でびしょびしょにしていく。

　ゴム越しとはいえ、薄さが売りのそれは、放出されたおびただしい量の精液の感触を美咲に与えていた。

「ひゃあぁぁっ♡　なかに、いっぱい出てるぅ♡　あっつぅぅっい♡」

　びゅるっ！　びゅるっ！

「あっあっあっ♡　まだ出てる♡　いっぱい出てる♡　んあっ♡　すごいぃ……♡」

　ビクビクと陸に揚げられた魚のように飛び跳ねてから、ぐったりとした美咲。

　意識は下腹部に集中し、子種汁と肉棒の余韻に浸っているようだ。

「う、くっはぁ……！」

　赫もすべてを出しきり、どっと美咲の上に覆い被さった。互いの汗が混ざり合い、互いの肌が吸いつくようにくっつく。どちらとも、熱く火照った体をしていた。

　二人は快感の余韻を感じながら、優しく抱き合い、優しいキスを交わす。

　幸せ。そんな時間だった。

　いつまでも続けばいいと、そう願った。




　しばらくして赫がペニスを引き抜くと、「んっ♡」と美咲が反応した。

　赫はコンドームを外すと、自分でも驚くほど大量の精液が出ていたのがわかった。溜めていたわけではなかったし、焦らしプレイをしたわけでもないのに、ここまで出してしまうとは。やはり相手が美咲だからだろう。

　赫はコンドームの口を縛ってゴミ箱に放り込むと、美咲に添い寝をする。乙女のように美咲は腕枕に頭を乗せてきた。

「……しちゃったわね」

「しちゃったな」

　赫が美咲を抱き寄せると、美咲もくすぐったそうにしながら頬を寄せてきた。

「親子でこんな……イケナイことなのに」

「イケナイこと、だけど、好きなんだからしょうがないよ」

「……うふふ、そうね。好きなんだから、仕方ないわよね」

　美咲は幸せそうに微笑み、甘えたがりの猫のようにすり寄ってくる。
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　それが愛おしかった。本当に、好きだった。

「愛してるよ、母さん……」

「私も……愛してるわ、かーくん」

　二人は、この短時間に何十回と繰り返したキスをもう一度する。

　そして唇を離して見つめ合い、どちらからともなく、くすぐったそうに笑った。

　しかしそこで美咲が、いきなりガバッと身を起こす。

「──って、いけない！　心愛ちゃんも帰ってくるし、お夕飯の準備もしないと！　ああ、もう一度シャワーを浴びたいし、そんな時間あるかしら！」

「母さん、大丈夫だよ」

「大丈夫じゃないわ！　もしここに心愛ちゃんがやってきたら、お母さんどんな顔をすればいいのか──」

「心愛のやつ、今日は友達のうちに泊まるって」

　赫はベッドサイドのスマホを手に取っていた。夕立だと思っていた雨は本降りとなり、友達の家に遊びにいっていた心愛はそのまま泊まることにしたようだ。

「あら……そうなのね」

「だから、今日はもう〝お母さん〟はお休みでいいんだよ」

　赫は美咲の肩を抱いて、顔を近づけた。それが意味するところを、美咲も瞬時に察したようだ。

「お休みなら、もういいのよね♡」

　美咲も期待しているようだ。あの幸福が一回だけではなく、もう何回でも味わえるのだと。

「うん、家事はもういい。他のことしよう」

「他のこと、ね……♡」

　そして二人は互いに腕を回し、二回戦を始めるのだった。











第四章　ママと家庭内エッチ♡



　　　　　――裸エプロンの『破壊力』!?







「──以上となります。ご静聴ありがとうございました」

　美咲が会議室で新しい企画のプレゼンを終えると、普段よりも大きな拍手が沸き上がった。

「なるほど『カップル応援喫茶』か」

「こんな時代だからこそ流は行やりそうですね」

　上司たちの反応はよさそうだ。美咲はほっと安堵した。

　美咲が企画した内容は、いわゆるカップル限定イベントを包括的に展開するものだ。普通のカップルだけでなく、マッチングアプリの会社とも提携し、初デートで割り引きするなどの特典もつける。便宜上喫茶店を例に出したが、当然レストランなどとも提携は可能だし、ライブイベントなどとも提携できる。

「いい内容じゃーん。調子出てきたね、美咲」

「ありがとう、郁美さん」

　席に戻った美咲は、隣の席に座る同僚の郁美に微笑みかけた。

「しかし恋愛に疎かったあんたが、こんな企画を思いつくなんてね。なんか心境の変化でもあったの？」

「な、なんのことかしら？」

　美咲は少し焦って、目を逸らした。

（かーくんとデートしたいなって思って閃いた企画だったけど、郁美さんにはわかっちゃうのね……！）

　デートと、主婦としてのスーパーの割引が脳内で結びついた、割と庶民的なアイデアだった。ただし庶民的と言っても、デートしたい相手が息子というのは全国的にも珍しいだろう。

「化粧のノリもいいし、普段より色気が三割増しになってる感じがするしさぁ。さては男ができたな？」

　ニヤニヤと郁美が肘でつついてくる。

「教えなさいよ〜。相手はどこの誰よ〜〜？」

「し、知らないわっ。きっと郁美さんの勘違いよっ」

「わっかりやすぅ〜」

　ケラケラと郁美は笑って、それから少しだけ真面目そうになった。

「……うん、ようやくあんたにも春が来たか。応援してるよ」

「……あ、ありがと」

　美咲が上目遣いでそう答えると、「認めた、認めた」とまた郁美はからかい調子で笑うのだった。




「──なんてことがあってね。まったくもお、郁美さんには敵わないわ」

「ははは、あの人かぁ。明け透けな人だからなぁ」

　自宅の美咲の部屋で、家族でもあり恋人同士でもある二人は笑い合った。

　時刻は深夜十一時半。よい子はとっくに寝る時間だ。

　しかし赫はもう子どもではない。わずかな沈黙のあと、そっと美咲の肩を抱き寄せた。

「またいいよね、母さん……」

「うん……」

　二人は見つめ合い、そして口づけを交わした。

　ちゅっ♡　ちゅぱっ♡　ぺろぺろ♡　れろれろ♡

　互いについばむようなキスから、徐々に吸いつくように激しくなる。美咲の厚ぼったい艶唇が、息子の唇に挟んで引っ張られると、燃えるような快感が広がった。

「うっ♡　はあ♡　んっ♡　あんっ♡」

　美咲はキスだけで体が痺れてしまう。口腔に神経が集中し、それを優しくねぶられる粘膜接触が快感を煽り、気分を高めていく。

　初めてのときは何がなんだかわからなかったが、今日も今日とて快感の波に翻弄されてしまう。世の女性たちはみんな同じような心地になるのだろうか。だとしたら恋に溺れる女性が多いのも納得だ。

　美咲は最初息を止めていたが、赫が舌をぬるりと差し込んでくる。美咲からも舌を伸ばして積極的に絡ませていった。ぬちょ、ぬちゃ、と互いの舌先が撫で合い、裏に表にと、こすり上げていく。

「ぷはっ……♡　ハア、ハア……♡」

「もっと、母さんの口、犯させて」

　じゅるるっ♡　こりこりっ♡　ちゅっちゅっ♡　ちゅぱっ♡

「んあっ♡　はぁあっ♡　あんっ♡」

　息子の舌先が、美咲の唇を割って入って口内を蹂躙してくる。美咲の舌と激しく絡み合ったかと思えば、歯茎の裏側を舌先でコリコリと引っ掻き、吸いついてくる。

（あ、あぁ……♡　かーくん、積極的、すぎ……♡）

　呼吸が苦しくなり、美咲の頭がぼーっとしてくる。体が茹でられたように熱かった。ほんの少しディープキスをしただけで、もうここまで出来上がってしまうなんて。

（私……どれだけかーくんのことが好きなのかしら……♡）

　本当は許されないはずだ。イケナイことであるはずだ。自分たちは親子で、こんなことをするのは間違っている──。

　しかし美咲の体は、息子を求めていた。鍛え上げられた筋肉質の体。骨太で、隆々と筋張り、ゴツゴツしている。同じ家で暮らし、同じボディソープやシャンプーを使っているのに、美咲や心愛とは違うニオイがする。きっとオスのフェロモンというやつだろう。至近距離でそれを嗅がされると、美咲は頭がクラクラしてしまう。

（なんてダメなお母さんなのかしら、私……♡）

　自分を責める気持ちもあるが、その背徳感がかえって性欲を煽り立て、より息子を求めてしまっている。

　女はアラサーから性欲が絶頂期になるという。オナニー覚えたての男子中学生と同じということだ。理性が負けてしまうのも無理はないのかもしれない。

「触っていくよ、母さん」

「うん……♡」

　赫がその大きな手のひらで、美咲の寝間着の上から乳房を揉み上げ、お餅にするようにこね上げる。

　ぐにゅう♡　たぷったぷっ♡　ぎゅうぅ♡

「あっ♡　やぁあっん♡　ふぁ……♡」

　乳房を愛撫される。服の上から。それがこんなにも快感を与え、エッチな気分にさせるものだとは。美咲にとってはやはり新境地と言うほかなかった。

「乳首はここかな？」

　赫が爪で引っ掻くように、美咲の乳首があるだろうところを刺激する。

　カリカリっ♡　カリカリっ♡

「あふっ♡　あっあっあっ♡　そこ……だめ♡」

　直接ではなく寝間着とナイトブラに包まれているのに、それでも赫の引っ掻きは的確に美咲の乳首を刺激した。

「ここなんだ？　一発で当てちゃったな」

　カリカリっ♡　カリカリカリカリカリカリっ♡

「ああああっ♡　そんなっ♡　いやんっ♡　き、気持ちいいぃ〜♡」

　直接触られるのとはまた違った、もどかしい快感だ。しかし、だからこそ乳首を勃起させていく。内側からブラを押し上げる。

「あれ、母さんの乳首、勃起してる？　服の上からでも、少し固くなったのがわかるよ」

　美咲はかぁっと赤くなった。息子に胸を愛撫され、はしたなく感じてしまっている事実が、改めて思い知らされた。

　赫はゲームで弱点を見つけ、勝機を見いだしたような、イジワルな笑みを浮かべた。そして何も言わずに、美咲の二つの乳首を両手でそれぞれ刺激していく。

　カリカリっ♡　カリカリカリカリカリカリっ♡

　くにゅっ♡　こりこりっ♡　もみもみっ♡

「ひあっ♡　あああんっ♡　んふ、あっ♡　あっあっあっ♡　ひゃぁっ♡」

　左右で別々の快感だ。左は素早く引っ掻くように刺激され、一方で右の乳首は指先で押し込まれたり、転がされたり、揉まれたりしている。

　乳首への刺激は電流となって神経を駆け抜け、背筋がピンと伸びる。そして同時に下腹部へと渡り、子宮が、ヴァギナが、うずいてくる。

「ほら、もっと行くよ、母さん」

　カリカリカリカリカリっ♡　カリカリカリカリカリカリっ♡

　ぬにゅっ♡　もみっ♡　くにゅっ♡　もみもみっ♡　こりこりっ♡

「アアアアアアアッ♡　だめっ♡　両方一緒になんてっ♡　いいっ♡　んはぁっ♡」

「はは、ダメなのかいいのか、どっちだよ、母さん？」

「気持ち、いいのぉ♡　あっ♡」

　ビクンッ♡

　一際強い電流が流れ、美咲の体が跳ねた。頭が一瞬真っ白になった。

「あっ♡　あっ♡　はぁっ♡」

　体が痺れる。子宮も熱を持ち、肉壺からジュウゥンと淫蜜が溢れ出た。ショーツにしっかり染みがついたに違いない。

「お、いま軽くイッたね。こんなに早く乳首だけでイケるようになるなんて、やっぱり母さんには素質あるみたいだね」

「な、なんの素質なのよ……♡」

「マゾだよ。母さん、きっとＭなんだ」

「そ、そんな……♡」

　マゾヒスト。性の知識に疎い美咲でも、少しは知っている。責められるのが好きな人たちのことだ。行きすぎると変態になるようだが。

（まさか私が、Ｍだなんて……♡）

　しかしたしかに、自分は責めるより責められるほうが好きな気もした。というより、赫には責められてばかりで、それが嬉しかった。

「でも母さん、少し声を上げすぎかな。心愛に聞こえちゃうよ」

　二階の心愛の部屋までは少し距離があるが、防音にそれほどこだわった家ではない。あまり大きな声を上げたら聞こえるだろうし、トイレにでも起き出してくる可能性は充分考えられる。

「これでも、必死に声を押し殺しているつもりなのよ♡　かーくんのテクニックが凄くて……♡」

「それほどでもないと思うけどなぁ。でも、じゃあ、母さんにあまり声を出させないような責め方でも試してみるか」

　赫はまず美咲の上の寝間着を脱がせ、ブラを外させた。ぶるんっと巨乳が弾む。

　それを見下ろして、赫はごくりと息を呑んだ。しかし他にするべきことがあるのか、生の乳房には触らずに、美咲にベッドに俯せになるよう指示した。

（言われたとおりに従うなんて、私ってやっぱりマゾなのね……♡　でもかーくん、何をするつもりなのかしら♡）

　美咲は俯せになると、羽根枕に顔を埋めた。上半身は裸、下半身はまだパンツスタイルのパジャマを穿いたままだ。

　赫は整体師のような位置にいるようだ。美咲の長い髪を横に避けさせ、なだらかな背中をあらわにした。

「あぁ……背中もキレイだよ、母さん」

「そ、そうかしら♡」

　自分の背中などほとんど見る機会はないが、それでも赫から「キレイ」だと褒められると、美咲は純情な乙女のように嬉しくなった。

「大きな胸がつぶれて、脇から横乳がはみ出してるのも、凄くエッチだ……。じゃあ、触っていくね」

「優しくしてね、かーくん♡」

　何をされるか少しだけ恐怖があったが、しかし、赫の触り方は思った以上に優しかった。いや、優しすぎた。

　ツー♡

「あっ……♡　それって……♡」

　指先で、つつっと滑らせるような触り方で、美咲のキレイな背中を撫でていく。決して激しい触り方ではないのに、美咲はゾクゾクっと身震いした。

　ツー♡　ツツー♡

「はう……♡　ああっ♡　やぁぁああっ♡　そんなのって……♡」

　背中全体で円を描くように二周し、それから背筋に沿ってまっすぐ、ゆっくりと赫の指先が下がっていく……。その行く先に、美咲の下半身が反応する。

「あっ……お尻♡」

　そう、背筋から下がっていった先にあるのは、当然臀部であった。赫はお尻でも円を描くような触り方をする。決して強い刺激ではないのに、かえって表面を撫でているだけのほうが意識を集中させられてしまう。

　痴漢のような、イヤらしい触り方だ。

（息子に、お尻を撫でられて……私♡）

　イケナイ気持ちが湧き上がってしまっている。たしかに前回より声は出していないのに、期待感と欲情は充分に高まっている。

（触ってほしい、もっと荒々しく……♡）

　そんな心の声が聞こえてしまったかのように、突然、赫が尻肉を鷲づかみにしていた。

　ぐむっ♡

「あんっ♡」

　ぐにゅうぅ♡　ぐにっぐにっ♡　もみもみっ♡

「あひっ♡　はぁ♡　んあっ♡　あっ♡」

　息子に尻肉を揉まれ、すっかり感じてしまっている自分にふと美咲は気づいた。なんて、はしたない女だろう。こんなことをされて喜ぶだなんて。

　しかし拒否などするはずがなかった。赫が、美咲の下のパジャマをズリ下げていく。パンツも一緒にだ。下半身を脱がされるという恥辱で、美咲は「ふうーっ♡　ふぅーっ♡」と呼吸を荒くした。

　そして赫が直接、逆ハート型の大きい生尻を掴んでくる。焼きごてを当てられたように、熱い手のひらだった。グニグニと形を変えられる。

「ああんっ♡　はひっ♡　はっはっはっ♡　んくぅ……♡」

　美咲のヒップはしっかりと上がっていて同性からは羨ましがられ、異性からは卑猥な視線を受けてきた。それが今、息子の手によって好き放題に揉まれてしまっている。

「母さんのお尻、柔らかくて、肉厚で、すっごくエッチだ。プリプリしてる」

「やぁ♡　言わないでぇ♡　あふぅん……♡」

　尻を揉まれると、その手の動きが肛門やヴァギナにまで波及する。赫も徐々にそれを意識してきたのか、両の尻肉を横に割り開くようにした。

「これが母さんの、肛門か」

「あっ♡　だめ、そんなところ見ちゃ……♡　汚いわ♡」

「母さんに汚いところなんてないよ。ほら、こうやって触ってあげられる」

　さわさわっ♡

「あああっ♡　だ、だめだって、言ってるでしょ♡」

　赫の指が、尻の割れ目に滑り込み、表面を撫でていく。ヴァギナを愛撫するときと同じ要領だ。

「ああっだめっ♡　本当にだめっ♡　汚いからぁ♡」

「ふふ……そんなに言うなら、今日の尻責めはこのくらいにしておいてあげようかな。でもそのうち、しっかり感じさせてあげるからね、母さん？」

「……♡♡♡」

　美咲は期待感が湧き上がるのを自覚した。息子にお尻をいじられ、いずれまたさらに強くやると宣言され、それで期待してしまっている。なんて卑しい母親だろう。

「今日は残り、こっちでやるよ」

　ぐにぃっ♡

「あんっ♡」

　続けて後ろから、ヴァギナを開かれる。すでにぐちょぐちょに濡れて、ホカホカの熱気を醸し出し、糸を引いていた。

「すっかり準備万端だね、母さん。そんなに入れてほしかったんだ？」

「だ、だって♡　今日は前より焦らされたから……♡」

「声を上げすぎちゃう母さんが悪いんだよ。このまま入れてもいいんだけど、普通にピストンすると、絶対また大声で喘いじゃうよね？」

「そ、そんな……♡　私、お母さんだもの♡　ちゃんと声くらい押し殺せるわ♡」

「ふぅーん。じゃあ、試してみようか」

　赫が跨がってきて、寝バックの姿勢で後ろから肉棒を宛てがってくる。

「入れるよ、母さん？」

「来て……♡」

　ずぶっ♡　ずぶぶぶぶっ♡

「はぁぁああんんっ♡」

　思わず快感によがってしまって、美咲はハッと口を押さえた。

「ち、違うの、これは……♡」

「絶対、声出すよね？」

　上から覆い被さる赫が、腰をリズムよく前後させる。

　ずんっ♡　ずんっ♡　ずんっ♡

「あうっ♡　ひゃあっ♡　あんっあんっあんっ♡」

　美咲はシーツをギュッと掴み、枕に顔を押しつけて、必死に喘ぎ声を我慢しようとしたが、息子の肉棒には勝てなかった。後ろから突き込まれ、膣内をこれまでとは違う角度で抉られる。今まで当たったことのない膣壁を刺激される。

　ずちゅっ♡　どちゅっ♡　ぬちゅっ♡

「ふぁああっ♡　ああっ♡　んんんっ♡　すごぃぃ♡」

　やはりどうしても大きな声が出てしまう。気持ち良すぎるのがいけないのだ。

「しょうがないな、母さんは。じゃ、こういうのはどう？」

「んっ♡」

　深く、子宮口まで亀頭が到達する。膣内が満たされ、ミチミチと押し広げられているのが感覚でわかる。美咲の蜜洞はすっかり赫の男根の形になっていた。

　ここからまた前後運動が始まるのだろうか。

（そうなったら、声、絶対我慢できないわ……♡）

　そして赫が動き出すが──以前までとは違い、そのストロークは短かった。

　ぐりぐりぐりぐりぐりっ♡　ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅっ♡

「あ♡　あ♡　あ♡　あ♡」

　精子を欲しがるように下りてきた子宮口を、集中的に狙われている。短い間隔でノックを繰り返すように、赤ちゃん部屋のドアを開けようとするように、最奥をコンコン、コンコンと性棒が叩いている。

「うあ♡　あ♡　ひっ♡　ああっ♡　んんっ♡　はぁっ♡」

　たしかに一つ一つの刺激は大きなものではなく、これなら美咲も大声で喘いだりはしなさそうだ。しかし執拗に子宮口ばかりを責められると、また別の快感が感じられるような気がした。ひと突きするごとにこう言われているような気がするのだ。

　孕ませたい、孕ませたい、孕ませたい、孕ませたい、孕ませたい……。

「うふっ♡　あっ♡　あんっ♡　ああ、ああっ♡」

　ゴムはつけているから、このまま出されても実際は妊娠しないだろう。だがそんなことはどうでもよくなるような、奥ばかりを執拗に叩くピストンだった。

　ごりごりっ♡　ぐりっ♡　くちゅっ♡　ずちゅっ♡

「はあぁあっ♡　んふぅうっ♡　ひっひっひっ♡　あああっ♡」

　孕ませたい、孕ませたい、孕ませたい、孕ませたい、孕ませたい……。

「あうぅああっ♡　だ、だめ♡　これ、これは、これで♡　ああっ♡」

（孕み……たい♡　かーくんの子ども、妊娠したくなっちゃう♡　そんな、そんなことって、イケナイのに♡　んああっ♡）

　美咲のよがり方が変わっていく。声こそ大きくは出さないが、手を動かし、肩を動かし、頭を枕に押しつけては離している。余分な脂肪のない背中で、浮いた肩甲骨が躍動感を持って暴れている。

　上から覆い被さっている赫が、耳元で囁いてくる。

「ああ、ポルチオの開発になってるのか」

「ぽ、ぽる……♡　なぁに、それ……あっ♡」

「奥の子宮口あたりにある性感帯。ここだよ、ここ」

　ぐりぐりぐりぐりぐりっ♡

「んあああっ♡　はぁあんっ♡」

「ここで感じられるようになると、すっごく気持ちよくなれるんだって」

「すっごく♡　気持ちよく♡　んっ♡　今よりも、もっと♡」

「そう。きっと母さんなら、何度かやればすぐに開発できるよ。だってもう、少しずつ気持ちよくなってきちゃってるんだろ？」

「……うん♡」

「変態だね、母さん？」

　耳元で囁かれるそんな言葉責めが、美咲をゾクゾクっと身震いさせた。

（私……息子に開発されちゃってるんだ♡　エッチな体にさせられちゃってるんだ♡）

　そう意識した途端、美咲の感度がぐんぐんと上がった。赫のストロークは短いのに、快感は強く、激しくなっていく。

　ぐりぐりぐりぐりっ♡

　ごりっ♡　くちゅっ♡　ずちゅっ♡　ぬちゅっ♡

「あひぃ♡　はっあっ♡　んはぁあっ♡　気持ちぃいいっ♡」

　寝バックで積極的に、後ろからグイグイと突き込まれてくる。尻肉は波打ち、女の中心は甘い蜜をダラダラに溢れさせていた。

（気持ち、イイ……♡　かーくんとセックスするたびに、どんどん気持ちよくなっていくぅ……♡）

　美咲は枕を顔に押しつけ、声を上げないように努力するが、

「ふっ♡　ふっ♡　あああっ♡　もう無理ィ♡　んあああっっ♡」

「くっ……！　俺も、出すよ、母さん……！」

　秘壺に締めつけられる淫棒が、むっくりと大きくなる感覚があった。

　射精の前兆。熱く白濁とした弾丸が、息子の性銃に装填されたのだ。その卑しい銃口が、美咲の最も大切な子ども部屋のドアめがけて、照準を合わせている。解き放たれてしまったら、きっと甚大な愉悦で美咲の意識を攫ってしまうだろう。

　イケナイ、イケナイ、そう思いながらも、美咲は。

「出して……♡　奥に出してぇ♡」

「あああああっ！」

　どびゅうっ♡　びゅうるるるるっ♡　びゅっびゅっびゅうぅうううっ♡

「んふぅうううっっ♡　あ、はぁぁあっっ♡」

　白濁とした灼熱のマグマが、ゴム越しとはいえ子宮を焼き尽くす。次々に注ぎ込まれて、美咲は頭が真っ白になり、瞼の裏にチカチカと星が瞬いた。

（こ、こんなの、やみつきになっちゃうぅ……♡）

　朦朧とする意識で、体をピンと張り、ピクピクと震える美咲。覚えたばかりの性の快感に急速に溺れていく自分が怖くもあり、また期待もするのだった。




◇




　休日の正午近く。

　県立Ｎ高校の体育館は熱気に満たされていた。

「パス回せーっ！」

「こっちこっちーっ！」

　バスケ部だ。全国大会までは一カ月を切った。部員たちの気合いの入りようは段違いだ。

　模擬戦の最中、赫にボールがわたる。チームのエース。苦しいときに助けてくれる頼りがいのある存在だ。高確率で点を取ってくれるという信頼があるからこそ、ここぞというときには必ず赫にボールがわたる。

　チームメイト同士の模擬戦だから、互いに手の内は知れている。あとは駆け引きと読み合いの世界だ。そこで赫は──。

　スリーポイントラインから、さらに一メートルも後ろからシュート体勢に入る。フェイントではない。本気で打つ気だ。

「まさか！　遠すぎる！」

「落ちるぞ！　リバウンド！」

　しかし美しい弧を描いたボールは、吸い込まれるようにゴールリングを通り抜けていった。しゅぱっ、とネットが小気味いい音を立てる。

「うおおおっ。マジか」

「偶然……じゃねえのかよ!?」

　少なくとも不可能ではない。超ロングシュート。全国のトップレベルや、大学、プロの世界では普通に武器の一つとして扱われている。

　そのとき、監督が声をかけてきた。体育教師で生徒指導部でもある強こわ面もてのおっさんだ。時代が時代なら竹刀でも持っているだろう。

「赫、来い」

「っしゃす！」

「今のシュートは自信があったのか」

「ありました！」

「なぜ入ると思った？」

「以前から自主練してましたし、今日はロングの調子がいいからです！」

「ふむ……」

　監督は無精髭をジョリッと撫でた。

「変わったな、赫」

「……は？　そうでしょうか」

　思わぬことを言われ、赫は少し面食らった。だが監督は淡々と続ける。

「おまえがやがてチームのエースになることは、入部してきてまもなく確信した。だが、同時に一つ、おまえの欠点が目についていた。なんだかわかるか？」

「いえ……身に覚えがありません」

　身長の低さは欠点にはならない。部外者からはよく身長だけのスポーツだと思われているが、自分より十センチも二十センチも小さい選手に翻弄されて、負けてしまうことが往々にしてある。赫自身、二メートルの琢磨を相手にその戦法で渡り合っている。

　赫は自分の欠点に自覚がなかった。スピード、パワー、スタミナ、テクニック、心理的な駆け引き、どれも優れている自負がある。

　しかし監督はさすが、チームを全国に導く名将だった。的確に赫の欠点を見抜いていた。

「それはメンタルの弱さだ。おまえは何か、別次元で戦っているような感じがした。バスケがうまくなるのが目的ではなく、バスケをうまくなることで他の何かに繋げようとしているような」

　赫はぎくりとした。たしかに、美咲のためにバスケをやっていた。美咲がサッカーが好きと言っていれば、きっとサッカー部に入っていただろう。それだけのことだ。

「そのくせ、妙に真面目なところがあるからな。バスケは手段にすぎないくせに、チームのために頑張ろうと片意地張って、一人で背負い込むとかな」

　これまた図星だ。エースとしての責任が赫を追い込む。美咲が喜んでくれればいいだけなのに、チームメイトから頼りにされたら、それにも応えなければと思ってしまう。

「おまえ、他人に振り回されすぎなんだよ。少なくとも俺にはそう見えた」

「……うっす」

　監督の言うとおりだ。美咲やバスケ部のことだけではない。心愛と関係を持ってしまったのも、心愛に誘惑されたからだ。女子たちからツーショット写真を撮られたりするのも、ちゃんと断ったことがない。流されてばかりの人生だ。

「でもな、今日、ようやく〝おまえの選択〟ってやつを見た気がするよ」

「！…………」

「超ロングシュートも、決められるって確信があるなら、バンバン打っていけ。おまえがエースだ。点決めるんなら、やり方には誰も文句は言わねえ。おまえの意思で、どうするか決めろ」

「……しゃす！」

　赫は深く頭を下げた。自分の意思──。他人の考えに影響されず、自分のやりたいこと、やるべきだと思ったことを貫き通す。

（自分の信念に自信を持っていくんだ！）




「──だからって、裸エプロンなの!?」

　自宅の台所で、美咲が悲鳴に近い声を上げた。

　部活は正午で切り上げられ、午後からはフリーだ。心愛は女友達と遊びに出かけているし、家では美咲と二人きりになれた。

　その美咲には昼食を用意するとき、全裸の上にエプロンを一枚だけ着るのを要求した。そう、裸エプロンである。

「これが〝俺の選択〟だよ、母さん」

「そんな格好つけて言われても！　やぁ！　恥ずかしぃい〜！」

　美咲は赤面して、自分を抱きしめていた。エプロンだから、前面だけはかろうじて隠されている。だが横を向いただけでも、横乳や脇、お尻などが見えてしまうだろう。

　しかも今は真っ昼間だ。これまで関係を持ってきた暗い夜ではない。

「こんな明るい時間に、こんな格好させるだなんて！　私、育て方を間違ったかしら!?」

「なに言ってるんだよ。言われたとおりに裸エプロンになっといて」

「ううう〜っ。息子に命令されて、素直にやってしまうなんて……！」

　一生の不覚、とでも言いたそうだが、美咲の天然ぶりとマゾっぷりなら、どんな卑猥な願いでも叶えてくれそうな気がした。

「それに、母さんはいつもそんなエッチな体して、台所から俺を誘惑してきたじゃないか。その延長線上だよ」

「なんのこと!?　日常的な誘惑なんて、してないわっ」

「まあ、自覚がないのはわかりきってたけどさ」

　思春期の男子からしたら、美咲は歩く凶器だ。性的な破壊力が抜群の、高級娼婦も裸足で逃げ出す色香を常時放っている。魔性の女、傾国の美女の類い。男を喜ばせるためだけに生まれてきた淫魔の末裔。一つ屋根の下で暮らしてきた赫が、これまで我慢できたのは奇跡に近い。

「とにかく、俺は部活でくたくただし、ガッツリ昼飯も食べたいんだ。育ち盛りってやつだからね。さあ、母さん。息子にご飯をよそってくれよ」

「ううう〜っ。仕方ないわね」

　渋々ながら、しかしどこか嬉しそうに、美咲は裸エプロンで昼食の準備に取りかかろうとする。が、やはり後ろを向こうとしたところで固まり、お尻のあたりを手で隠した。

「……み、見ちゃダメよ？」

「大丈夫見ないって」

　じー。

「しっかり見てるじゃない！　もお！」

　美咲は顔を真っ赤にして、半ばやけくそで料理を始める。料理と言っても、昨晩の残りがあるから温め直したり、サラダを作るくらいで済むはずだ。

　赫はその様子を眺めた。台所という日常的な空間。十年のあいだ、美咲はそこできちんと衣服を着て、母として充分な振る舞いをしてきた。

　それが今はどうだ。布一枚を前面に垂らしただけの、ほとんど全裸で料理をしている。完全に後ろを向いたときには、余分な脂肪のないキレイな背中と、形のいい桃尻が男を誘うようであり、大切な女の中心である秘裂が見え隠れする。

（……ごくり）

　生唾を飲む音が、自分でも大きく聞こえた。

　日常の中に、場違いなほど淫らなエロスが紛れ込んでいる。それがここまで息を呑ませるとは。

　触ってもいないのに、股間が熱くなってくる。

　明るいところで見る美咲の真っ白な柔肌は、やはり美しいのひと言だった。清純さを感じさせる一方、同時に男を駆り立てる煽情さも併せ持っている。

　それがすぐ手の届くところにいる。恋人として、いつでも触っていいのだ。

　赫は我慢できず、ダイニングテーブルから席を立ち、美咲の背後に近づいた。

「母さん……」

「あ、かーくん？　ひゃっ……♡」

　美咲が驚いたのは、いきなり尻肉を揉まれたからだろう。しかも立ったまま、下から持ち上げるようにして。

　ぐにっ♡　ぐにっ♡

「やっ♡　だめよ、かーくん♡　こんなところで♡　今はお料理の時間なのよ♡」

「それじゃあ、美味しいジュースを飲ませてもらおうかな」

　赫は美咲の足下に跪く。肉突きのいい白い太股に、すらりとしたふくらはぎ。その脚線美に頬ずりをして、口づけをしていく。

「きゃっ♡　くすぐったい♡」

　美咲はぴくんぴくんと反応していた。意外と知られていないが、膝裏から太股の裏は神経が浅いところを通っている敏感な部分だ。腋のような性感帯に近い。母のそんな部位に、息子は唇と舌を這わせていく。

　ちゅっ♡　ちゅぱっ♡　れろれろ♡

「ああっ♡　く、ふぅん……♡　へ、変な気持ちになっちゃうぅ……♡」

　広げた秘裂に向かって口を近づけた。美咲のヴァギナはすでに湿っていた。やはりＭ。裸エプロンをさせられただけでも羞恥心で興奮してしまっただろうが、さらに脚を愛撫されては淫液が幾筋も垂れてきていた。

　赫はその潤った肉壺に吸いついた。

　じゅるるるっ♡　ちゅぱっ♡　じゅぱっ♡　ちゅぅううっ♡

「あはぁあんっ♡　く、口でするなんて♡　あっああっ♡　だめ、あっ♡　き、汚いよ、かーくん♡」

「母さんに汚いところなんて、ないって。ほら、美味しい」

　れろれろ♡　ちゅっ♡　ちゅーちゅー♡　じゅるっ♡　ごくんっ♡

「ふぁぁあっ♡　かーくんの舌が、ぬちょぬちょってほじってくるぅ♡　えひぃ♡　こ、こんなの、気持ちよすぎるぅ♡」

　赫の唇が吸いつき、ざらついた舌が表面をベロンっと舐め、美咲は嬌声を上げて桃尻を跳ねさせた。さらに尖らせた舌先が肉壺にねじ込まれ、ほじくり、まさぐる。

「料理続けてよ、母さん」

　じゅぱっ♡　じゅるるっ♡　くちゅくちゅ♡

「あっあっ♡　そんな、無理だよぉ♡　こんなに気持ちよくされちゃったら、もう他に何もできないぃ♡　かーくんのいじわるぅ♡　あぁぁんんっ♡」

　軽くイッてしまったようだ。

　ビクビクと面白いほどに身もだえる母親の姿。これまでの薄暗い夜にしてきたのに比べて、明るいところでハッキリ見えながら交わると、ここまで刺激的な光景になるのか。

　秘裂から糸を引きながら、口を離した赫。サーモンピンク色の膣穴が、ヒクヒクと物欲しそうにわなないている。赫は中指をそこへゆっくりと突き込んでいった。

　ずりゅりゅりゅっ♡

「あああああっっ♡　入ってくる……♡」

　途端に、膣口が赫の指をギュッと締め上げた。後ろからやられている美咲には、状況が見えない。

「こ、これ、指……？」

「そうだよ、息子の指が、母さんのイヤらしいオマ×コに突き刺さってるんだ」

「そ、そんな……♡」

「こうやって動かしてほしいんでしょ？」

　ずりゅっ♡　ずりゅっ♡

「あはぁっ♡　あっあっ♡　んひぃいんっ♡」

　赫が指を前後に動かすたびに、美咲は切なそうな声を上げて反応した。柔ヒダに覆われた膣壁は、異物たる息子の中指をキュウキュウと絞り上げるように締めつけてくる。なかなかの圧力だ。

　赫はその圧力に反発するように、指を鉤状に曲げて淫らに引っかき回す。

　ぐちゃちゃっ♡　ぐぼっ♡　ぬちゃっ♡

「んああああっ♡　なか、掻き回さないでぃええっ♡」

　ビクビクと痙攣する桃尻の下、息子の指でほじられる卑猥な亀裂からは、面白いくらいにドロドロとラブジュースが溢れ出てくる。赫の腕までびっしょりと濡れさせ、肘を伝って床にポタポタと落ちていった。

「ぁイクっ♡　またイクっ♡」

　ビクンビクンっ。美咲が全身で跳ね、さらにジュワッと愛液を漏らした。

「はぁーっ♡　はぁーっ♡　ふぅーっ♡　ふぅーっ♡」

　荒い呼吸に合わせて、美咲の淫口もまた収縮を繰り返し、赫の指を締め上げる。

「……もう一本くらい入るよね」

　赫はさらにもう一本の指を突き入れ、二本でグチャグチャに掻き回す。第二関節まで入れ、クリトリス側にある、ザラついた部分。いわゆるＧスポットに狙いを定めると、そこを重点的に刺激した。

　ぐちゃぐちゃぐちゃぐちゃぐちゃぐちゃぐちゃっっ♡

「おふっ♡　はぁあっ♡　あああああああっっ♡　いひぃいいっっ♡」

「どう、母さん？　息子の手マン、気持ちいい？」

「んダメダメぇっ♡　何回もイッたから、いま全身がオマ×コになったみたいに気持ちいいのぉ♡　これ以上やられたら、お母さんただのオマ×コになっちゃうぅぅーっ♡　んほぉおおっっ♡」

　美咲は下品な声を上げて、失禁してしまったかのように大量の潮を撒き散らした。床に飛び散ってビチャビチャになり、ちょっとした水たまりを形成してしまう。

「ああああっ♡　もうだめっ♡　ぬいてぇ♡」

　キッチンに肘をつき、生まれたての子鹿のように美脚をブルブル、ガクガクと震わせる美咲。

　キッチンという場所で、裸エプロンという組み合わせは、凶悪だ。赫はもう我慢ならず、男根を屹立させてしまった。

「入れるね、母さん」

　ゴムは財布に入れて、常備してある。赫はもう慣れた手つきで装着した。

「えっ♡　待ってっ♡　だから、お母さん、イキっぱなしで♡　今は、あっ♡　全身が、性感帯に、なってるって、言ってるのにぃぃいいいっ♡」

　ずにゅにゅにゅにゅっ♡

　立ちバックの姿勢で突き入れると、美咲の長い足がピンと伸びてつま先立ちになった。背筋も反り返っている。

「ああああっ♡　かーくんに、乱暴されちゃってるぅ♡」

「乱暴なんて人聞き悪いな。ホントは母さんも、こういうの求めてるくせに。ほら！」

　ずちゃっ♡　ずちゃっ♡　ずちゃっ♡　ずちゃっ♡

「おひぃ♡　ああんっ♡　変な声出ちゃ……んはぁっ♡　やっぱり指より、オチン×ンのほうが大きくて太ぃ♡　ん気持ちいぃいいっ♡　はぁあああんっ♡」

　美咲はひと突きごとに乱れ、上半身を振ってしまう。調理器具や料理などがあるこの場では、少々危険だ。

　そこで赫は後ろから、美咲の両腕を引っ張って拘束し、背筋を反り返らせた。その姿勢で腰を打ちつけていく。

　ばんばんばんばんばんばんばんっ♡

「あっあっあっあっあっあっ♡　ああああっ♡　んはああんっ♡」

　大きく胸を張る体勢でもある美咲。必然、二つの巨乳は大きく暴れることになった。

　ぶるんっ♡　ぶるんっ♡

「ああっ♡　エプロンの裏地で♡　乳首がこすれるぅ♡」

　いつもと何もかもが違う状況で、美咲の膣内もギュウギュウと締めつけてくる。いくら濡れやすくとも、ここまで締めつけられると赫の快感も強すぎた。

　だが、赫はスピードを落とさない。むしろさらにピストンを加速させていく。

「もっと、もっと、激しくしていくよ、母さん！」

「ひゃぁああっ♡　いつもよりぃ♡　荒っぽいぃ♡　んんんんっ♡」

　パンパンパンパンパンパンパンッ♡

「だめえぇっ♡　ああっああっっあああっっ♡」

　美咲の感じ方が変わり、もう何度目かわからない高まりが察せられた。接合部から飛び散った愛液が、床にボタボタと雨を降らせている。膣圧も限界まで強まり、赫の肉棒を巧みにしごき上げ、精液を搾り出そうとしてくるようだ。

　赫も今回は急ぎすぎた。肛門に力を入れて我慢しようとしたが、もう遅い。臨界点を超えて睾丸から送り出された精液が、噴火する直前のマグマのように尿道を駆け上がってくる。

「くっ！　出すよ、母さん！」

「アアアアアッ♡　もう、好きにしてぇええっ♡」

　びゅるるるっ♡　どくっ♡　どくっ♡　びゅるっ♡

「んはぁ♡　き、来てるぅ♡　あつぅいのが、いっぱいぃ♡」

　美咲は硬直し、ぴくんぴくんと小刻みに震えた。それから、もう立っていられなくなって座り込んだ。べちゃり、と愛液の水たまりに落ちた。ハアハアと息を上げながら、さらに潮を吹いて水たまりを広げていく。

　赫も急な虚脱感に、腰が抜けそうになった。しかしなんとか堪え忍ぶ。今回はかなり性急に射精まで持っていったため、出た量も比較的少ない。とはいえ常人よりも生産量が多いのだから、客観的には標準的な量とも言えるだろう。

　二人とも「ハア、ハア……！」と呼吸を荒げた。

「もお……♡　かーくん♡　おいたはダメよ♡」

「ああ、ごめん。さっきのはちょっと強引すぎたかも。今度から気をつけるよ」
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　強引にグイグイやるのは征服感があるが、やはり快感はできるだけ長引かせてから、最後に一気に放出させたほうがいい気がした。

「それより、料理手伝うよ。一緒に作ろうか」

「かーくんも裸エプロンしてくれるの？」

「……誰に需要あんの、それ？」

「うふふ、私♡」

　美咲は小悪魔なウインクを飛ばしてきた。心愛にそっくりだった。




◇




「かーくん、覗いちゃダメよ？」

　昼食を終え、脱衣所に向かう美咲。未だ裸エプロンで、何度も痴態を見られてきたにもかかわらず、お風呂を覗かれるのは抵抗があるらしい。

「覗かないよ」

「本当に？　約束してね。お母さんとの約束よ」

「わかったわかった。絶対覗かないって」

「本当かしら……」

　半信半疑な様子で、美咲は脱衣所のドアを閉めた。だが鍵をかけるような音は聞こえてこず、代わりに衣擦れと、バスルームへ続くドアを開く音は聞こえた。

　ややあってシャワーの音も聞こえてくる。

　赫はゆっくりと脱衣所のドアを開けた。曇りガラスの向こうでシャワーを浴びる母の姿が窺える。起伏の激しい女体がシルエットでもしっかり浮かび上がっている。映画のワンシーンのようにエロティックな光景だった。

　赫はさっそく肌着を脱ぎ捨て、バスルームのドアを開いた。

「きゃっ!?　かーくん!?」

　美咲は驚き、例によって体を抱きしめる。これまで散々に抱かれてきたというのに、未だに恥じらいを失わない母に息子は奮い立つモノがあった。

「もおっ。覗かないって約束したでしょ」

「覗かないよ。一緒にシャワーを浴びるんだから」

「そんな。屁理屈だわ」

「だいたい、小さい頃は一緒に入ってたじゃないか。今さら、どうしてそんなに恥ずかしがってるんだよ、母さん？」

「そ、それは……♡」

　美咲は赤面しながら、赫の引き締まった肉体を見下ろした。筋肉質で、腹筋もはっきりと割れている。若いスポーツマンの、鍛え上げられたオスの裸体だ。

　さらに視線を下げていけば、ボロンと垂れ下がった男根がある。そう言えば明るいところで見せるのは、これが初めてだろうか。女として魅力的な母に好色な視線を向けられ、赫の男根は少しずつ角度を上げていく。美咲は息を呑み、徐々に視線を上げた。

「昔はよくお風呂に入れてくれたよね、母さん」

「そ、そうね……♡」

「今度は俺が、母さんの体を洗ってあげようか？」

「えっ♡」

　赫はポンプ式容器からボディソープを手に吐き出させると、それをまず手のひらで泡立てた。

「さあ母さん、こっちに来て」

「やっ♡　待って♡」

　正面から向き合う形で、赫は抱きしめるように手を回し、泡立ったボディソープをまず美咲の背中に塗り込んでいく。ヌルヌル、ツルツルとした感触が伝わっていく。

「んっ♡　くすぐったい♡」

　赫の顔のすぐ前で、美咲は恥ずかしそうに顔を伏せていた。息子の体を洗うことは何度もあったのに、息子に体を洗われるとは思いもしなかったのだろうか。百歩譲って小さい頃なら、子どもなりに「ママ、お背中あらってあげるー」ということもあったかもしれない。しかし、立派な男へと成長した息子が、正面から、屹立した淫棒を母の腹にこすりつけながら、母の背中に腕を回してイヤらしく撫でている。これはさすがに想像もしていなかっただろう。

　赫は隅々まで、丹念に母の肢体を洗っていく。モデルのように細長い腕を、脇の下から肩にかけてを、うっすらと浮いた脇腹を、余分な脂肪のついていない腹を。

　赫の手がヌルヌルと動いていくたび、美咲はぴくぴくと反応した。くすぐったさと、そして愉悦。顔から火が出るほど恥ずかしい状況ながら、どこか快感に溺れて頭が煮えているような恍惚とした表情を浮かべている。

「はあ、はあ……♡」

　そして赫は、下から持ち上げるようにして美咲の巨大な乳房を洗う。

　ぐにゅう♡　ぼよんっ♡

　一定以上まで持ち上げられた乳房は、ツルッと滑るようにして赫の手から落ち、ぶるるんっと弾んだ。

「あんっ♡」

　美咲が快感に震え、自分の指を噛む。

「感じてるの？　母さん」

「か、感じてなんか……♡」

「でも、変な声が出てるよね」

　ふたたび泡だらけの手で、赫が美咲の乳房を洗う。摩擦が限りなくゼロに近づいた今の状態では、その柔らかい乳肉は赫の手を超えて暴れ回る。

　ヌルンっ♡　ぼよんっ♡　ぶるるるんっ♡

「あ、ハァ……♡　き、気持ち、イイ……♡」

「なに気持ちよがってるんだよ、母さん。ただ洗ってるだけだよ？」

「だってかーくんの手つきが、イヤらしいんですものぉ♡　ああんっ♡」

　美咲の泡に塗れた二つの乳丘は、テラテラ光って丸みを帯びたその輪郭を強調し、赫が手で触るたびに縦横無尽に形を変えた。桜色の先端は硬くしこり、弾力を持つ。尖ったその肉蕾を、赫は指先でピンっと弾いた。

　ピンっ♡　ピンピンっ♡

「あんっ♡　あっあっあああんっ♡」

　美咲は切ない声を上げて、敏感にリアクションする。柳眉をハの字に曲げ、目を閉じて法悦に浸っている。

　しばらくそのゴム鞠のような乳房と、先端のさくらんぼを洗い続けていると、

「んんんっ♡　もう、だめぇっ♡」

　美咲はすぐに高まってきて、赫の首ったまに腕を回してくる。ゼロ距離の密着状態になったら、さすがにもう胸は洗えない。美咲の豊乳は、赫の逞しい胸板でつぶされ、先端の小さい果実が赫に存在を主張している。快感に負けた美咲の、防御反応の一つかもしれない。

　顔を突き合わせる格好となった二人は、どちらからともなく唇を合わせた。もはやキスはごく自然な振る舞いになっており、互いに吸いつき合い、舌を絡ませ、唾液を交換し、喉を鳴らして飲み込んだ。

　しかし赫は美咲の訴えに唇で応えながら、下半身では膝を入れ、母の股を割り開かせた。そうしてできた隙間に、赫の泡立った手のひらが差し込まれる。

「ここもキレイにしないとね」

「ひゃあっ♡　そ、そこは……♡」

　ぐちゃ♡　くちゅっ♡　くちゅっ♡

　表面を撫で回すような洗浄を受け、美咲はかえって内側から愛液を溢れさせる。

「あひぃ……♡　だ、だめよ、かーくん♡」

「ダメなのは母さんだよ。せっかく洗ってあげてるのに、逆に汚しちゃってどうするんだよ。ほら、どんどん溢れてきちゃってるじゃないか」

　ぐちょっ♡　ぐちょっ♡　ぐちょっ♡

「あっ、ああああっ♡　ご、ごめんなさぃ〜♡　でもかーくんに触られると気持ちよくて、お母さんたくさん汚しちゃうのぉ♡　ダメなお母さんでごめんなさいぃ〜♡」

「しょうがないな、母さんは」

　大陰唇の上から撫で回すような荒っぽい洗浄から、赫は指を使って秘口を開かせた。もっと隅々まで洗ってあげなければならない。サーモンピンク色の小陰唇をこすり、尿道口をしっかり撫で回す。

　そのたびに美咲は小刻みに揺れ、切羽詰まった声を上げ、赫に抱きついて背中に爪を立ててくる。その鋭い痛みが逆に心地よい。赫は女性器の頂点、陰核を指の腹でタップした。

「アッ♡」

　瞬間、美咲が大きく跳ねた。神経が集中するメスの最大の弱点の一つでありながら、包皮から剥けて顔を出す肉芽は、飢えたオスにとって格好の餌食だ。

　赫は続けて一定のリズムで淫らな花芯をタップする。そのたびに美咲はスタンガンにでも撃たれたかのように反応し、わずか三回目で大きく顎を反らした。ジュワッと溢れ出した淫液が、せっかく泡立ったボディソープを流してしまう。

「もうイッちゃったの、母さん？」

「ご、ごめんなさい……♡　だって、そこは、あっ、一番敏感なところなの♡　そこをいじられたら、私……♡」

「どうなるの？　もっとここを責めたら、母さんどうなっちゃうの？」

　くちゅくちゅっ♡　くちゅくちゅちゅちゅちゅっ♡

「アアアアアッ♡　ダメッ♡　本当にダメっ♡　それ以上はダメなのぉ〜♡」

　わずか一センチにも満たない肉真珠だが、反応は劇的だった。

　赫が指の腹でこすり上げるのを連続させると、美咲は途端に暴れ出して、どうにか赫から逃れようとジタバタし始める。だが鍛え上げられたオスの腕力には敵わず、母は繰り返し敏感な小突起をいじめられた。赤く充血し、さらに勃起して、あっという間に高まっていく。

「そんなにされたら、私、わたしぃぃ〜〜〜っ♡　ンアアアアッ♡」

　美咲の恥核がパンパンに膨らみ、小指の先ほどの大きさになる。それでもなお、さらに刺激を受けたことで、母はこの世のものとは思えない法悦の高みに登っていく。獣のような声を上げ、抱きつく息子の背中を引っかき回し、全身を暴れさせる。

（来る、来ちゃう、おっきいぃのが、来ちゃうぅうう〜〜っ♡♡）

　予兆を感じ取ったのは美咲だけではない。赫もまた母の様子から、次の一撃が決定打となることを悟った。そして息子は一際大きく、強く、肉の宝石をピンと弾いた。

「゛アッ！　アアアアアアッッ〜〜♡♡♡　らめぇぇええっ♡♡」

　美咲が背筋を弓なりにして自ら腰を突き出し、プシャッと熱いしぶきを噴出した。脈動に合わせてプシュッ、プシュッ、と繰り返し放たれ、母は脚をガクガク、ブルブルと震えさせる。そして浴室の床に尻餅をついた。大きな乳房がぶるんと震えた。

「ハア、ハア……♡　もお、ヒドいわ、かーくん……♡♡」

　多幸感に包まれた、発情顔でそう言ってくる母。蠱惑的な魅力が全身から溢れ出て、匂い立つようだった。

「ははは、それだけ気持ちよさそうにしておいて、よく言うよ」

　赫はシャワーヘッドを手に取って、今度こそ優しく美咲の柔体を洗い、ボディソープを流していく。だが美咲はもうスイッチが入って全身が性感帯になってしまっているようで、シャワーの温水にすら愉悦を感じてしまっている様子だった。

「ああっ……んっ……♡　こんなに刺激的なお風呂は、初めて……♡」

「じゃあ今度は、俺のことも洗ってもらおうかな」

　赫はバスタブに腰かけ、股を開いた。猛りきった男の尊厳が、存在を主張するように反り返って上を向いている。剛直、または淫棒。愛する人に突き刺さる勃起棒。グロテスクで、エキセントリックで、凶悪な姿をしていながら、どこか風格のある太茎が、母の愛撫を待っていた。

「ごくり……♡　かーくんの、やっぱり、凄いっ……♡」

　美咲は熱っぽい視線を、息子の欲望器官に向けた。これが、こんな逞しいものが、今まで自分の最も大切なところに突き刺さり、中を抉り、引っ掻いていたのか。太く、大きく、先端の肉傘も開いている。こんな凶悪きわまりないものを出し入れされたら、女なら誰だって耐えられない。快感に喘ぎ、何も考えられなくさせられるに決まっている。

　美咲は恍惚とした表情で、赫がやったようにボディソープを手のひらに出し、泡立てた。そのあいだも肉棒から目が離せない。魔羅。仏教用語で魔王を意味するその言葉が使われるほどに、怒張した淫棒は邪悪の限りを尽くしそうな迫力がある。実際、これまで散々に美咲を泣かし、恥辱を与えてきたのだ。

　美咲はそろそろと手を伸ばし、その白魚のような細い指を息子の剛直に添えた。シャワーの温度よりも熱く、灼けた鉄の棒のようだ。掴んでみると赫がぴくんと反応し、わずかに腰を引くような素振りを見せる。

（キレイにしなくちゃ……♡）

　美咲は息子の屹立したペニスを、素手で洗浄していく。ヌルヌルと滑り、竿の部分だけでなくカリ首や、亀頭までツルツルに滑る。

「あぅ……！　くぅ、はっ……！」

　赫が快感に震え、切羽詰まった声を上げていた。

（感じてるかーくん、可愛い……♡）

　美咲の指使いに喜悦が混じる。ペニスだけでなく陰嚢もさわさわと揉んで洗浄し、内腿や陰毛まで泡立ててキレイにしていく。母性に溢れた甲斐甲斐しさが、息子の陰部を浄化していくようだが、欲棒はむしろさらに硬度を上げ、先端からダラダラと我慢汁を垂らしていた。

（あぁ、美味しそう……♡）

　美咲は口内に唾液が溢れるのを自覚した。息子の肉竿が、オスの象徴が、可愛くて食べてしまいたくなっている。

　そこで赫は、思わぬ要求をしてきた。

「か、母さん……胸で挟んで」

「胸で、挟む……？　えっと、こうかしら？」

　美咲は跪くと、その二つの乳丘で息子のペニスを挟み込み、包み込んだ。

「ふぁ……♡　あっつい……♡」

「うぅ！　母さんのおっぱい、やっぱり凄い……！」

　乳圧を一身に受けた赫のペニスは、二つの白乳の狭間でビクビクと別の生き物のように震えていた。

「そのまま、おっぱいを上下に動かして……！」

「こう？」

　ずちゅっ♡　ずちゅっ♡　ずちゅっ♡

　美咲が両手を上下させ、見事な乳肉を動かした。埋没した肉棒が、その先端を出したり埋まったりする。乳房が女性器になったような感覚だった。

「はうっ……！　ああ、いいよ、母さん……！　そのまま続けて……！」

　息子が愉悦に身震いし、苦しそうな顔で見下ろしてくる。美咲はそんな息子を見上げながら、淫靡な気持ちで乳房を上下させた。呼吸が荒くなってくる。赫も、美咲もだ。

「母さんのパイズリ、いいっ……！」

　これはただのセックスとは違う。子作りが目的の神聖なものではない。乳房は赤子にミルクを与えるための器官だ。それをこんなことに使うだなんて。明らかに性的快感だけを目的とした、卑猥でイヤらしい行いである。美咲は人の親として、こんな行為はやめさせるべき立場にいた。だが──。

「あっ♡　んんっ♡　はっ、はっ、あっ♡」

　二つの艶乳のあいだで、息子のペニスは大きさを増していく。それを乳でこすり上げるのが、ヒドく淫猥で、美咲をイケナイ気持ちに昂ぶらせていた。純粋な快感もある。美咲は徐々に、ただこすり上げるだけでなく、しこった乳首で肉棒をこすり上げたりし始めた。性感帯同士の接触だ。美咲も赫も愉悦に腰がとろける。

　気づいたときには、赫のペニスからはボディソープがほとんど洗い流されてしまっていた。ダラダラと溢れ出てきた先走り汁と、美咲の媚汗、美咲が口から垂らした唾液のためだった。

「か、母さん……口でして」

「ええ、息子のためだもの♡」

　美咲は紅潮した顔を下ろし、二つの大きな性餅から顔を出す陰茎に、イヤらしく舌先を伸ばしていった。

「はぁ……む♡」

　ちゅっ♡　れろっ♡　ぺろぺろっ♡

「あひぃぁっ！　あっ、あ、くっ！　はあ……！　か、母さんのベロ、ヌメヌメしてて、き、気持ちいい……！」

　たっぷり唾液をまぶしていき、ねっとりと亀頭をねぶっていく。我慢汁の味が、美咲の鼻孔にまで広がり、オス臭さが脳内を駆け巡るようだった。味とニオイで脳みそを犯されている。「ふっ♡　ふっ♡　ふぅーっ♡」と美咲の呼吸が荒くなる。

（美味しい……♡　かーくんのオチン×ン、こんなに美味しかったんだ……♡）

　その味を知ってしまったら最後、美咲は夢中になって息子のイチモツを舐め回した。丁寧に、丹念に、愛情を込めて。大砲を整備する砲兵が精魂込めてキレイに磨き上げていくように、やがて射撃するときに備えて、楽しげに、母は息子にフェラチオをした。

　くちゅっ♡　ちゅぱっ♡　れろれろっ♡　ちゅぱっ♡

「あはぁっ……！　母さん、激しい……！　そんなにされたら、ヤバいって……！」

　しかし美咲は夢見心地に、肉棒に舌を這わせ、吸いついていく。初めてソフトクリームを食べる子どものように、あまりの美味しさに夢中になって貪りつく。

　じゅるるっ♡　ちゅぱっ♡　ぺろぺろっ♡　じゅぱっ♡　れろーん♡

「わ、ああああああっっ！」

　吸盤のように吸いついて離れないバキュームフェラに、さらに口内ではぬめった舌を蠢かせている。息子にはそれを耐え続けることは酷であった。

「だ、ダメだっ！　出るっ！　出るよ、母さん！」

（出して♡　出して♡　かーくんのエッチなお精子、いっぱいお口にちょうだい♡）

　じゅぽっ♡　じゅぽっ♡　じゅうるるるるるっ♡

「あーっ！　あーっ！　ああああああああああああああっっっ!!」

　赫が内腿をブルブル震わせながら、美咲の頭を掴んで、同時に腰を突き上げてきた。剛直が美咲の喉奥に突き刺さる。呼吸ができなくなるほどの圧迫だ。

「おっぷぅ♡　おごっ♡」

　しかし美咲は歓喜に満ちた顔をして、最後の一押しとばかりに、舌先をれろんっと動かした。直後、

「わああああっっっ！」

　喉奥で白濁の大砲が放たれた。それは焼夷弾のように炸裂し、粘っこく青臭さのある燃焼剤が美咲の喉奥から口内を燃え上がらせる。

「んんんっ♡　おぶぅううっっ♡」

　口内を一瞬で蹂躙していく息子の精液に、美咲は呼吸ができずに喘いだ。しかし一滴もこぼすまいと口をすぼめ、未だビュルビュルと放出するペニスを締め上げる。

　かなりの量だった。だが、キッチンで一度出していたからだろう、美咲はどうにかすべての精液を受け止められた。

　徐々に大人しくなっていくペニスを口全体で感じ取る。猛獣を手なずけたビーストテイマーのような支配感。あるいは誰の言うことも聞かない悪童を素直にさせた聖母のよう。

　それから美咲は吸い上げつつ口を引いていった。赫が「あああああっ」と身震いし、さらに美咲の頭を押さえつけた。亀頭が口から離れるとき、ちゅぽんっと小気味いい音が鳴った。

「はあ、はあ……！」

　呼吸を荒げる赫が、朦朧とした目で見下ろしてくる。

　美咲は微笑んで、すべてを受け止めた証拠として口を開いた。白濁液でドロドロになっている。

「うわっ、えっろ……！」

　赫が赤面しつつ感嘆の声を上げている。

　美咲は息子の前で、精液をごくんっと飲み込んだ。粘ついて喉に絡まっている感があるが、何度が唾と一緒に嚥下してしっかり飲み下す。

「うふふ、かーくんのお精子、食べちゃった♡」

「美味しかったかな、母さん」

「ええ、とっても♡」

　二人は抱き合い、互いに裸体をくっつけ合った。

　心愛が帰ってくるまで、まだまだ時間があるはずだ。それまで二人は何度でも交わるつもりだった。

　そして実際に七回した。











第五章　家族みんなで仲良くエッチ♡



　　　　　――三人で選んだ明るい『未来』







　住宅街の一角、市立Ｓ公園は周辺住民の憩いの場だった。雑木林に囲まれて自然豊かであり、小鳥のさえずりも聞こえている。老若男女が散歩やジョギングを楽しみ、子どもは元気に遊び回る……日が昇っているうちは。

　しかし暗くなると状況は一変する。街灯が最低限しかなく、密集した木立は身を隠すにはちょうどいい。いつしかこの公園は、カップルたちが愛の言葉を睦み合う場ともなっていた。

　そして若いカップルであれば、抱き合いキスするだけには留まらない。夜な夜な、この公園からは卑猥な声が聞こえてくるのだった。

　ずちゅっ♡　ぱちゅっ♡　ずんっずんっ♡

「あっ♡　あっ♡　ぁああっっ♡」

　木立に背を預け、半裸で正面から抱き合う二人。ただし女のほうは片足を持ち上げられ、斜め下から腰を突き上げられていた。対面立位、立たち鼎かなえとも呼ばれる体位であった。

「はあ、はあ……！　イッたら負けだからね、母さん……！」

「む、むりぃ……♡　かーくんのオチン×ンになんて、あっ♡　勝てるわけ、あっ♡　ないわよぉ♡　んっ、はぁあんっ♡」

　息子が一定のリズムで、母の女の中心を突き上げる。場所が場所だからあまり激しくはできない。

「母さん、声出しすぎだよ。誰かに見られたらどうするの？」

「しょ、しょうがないじゃない♡　かーくんのオチン×ンが気持ち良すぎて、お母さん我慢できないんだもの……♡　それに、こんなところでヤろうなんて言い出したの、かーくんのほうじゃない♡」

　学校の噂で、〝セックス公園〟なる場所があることを聞いた。お金のない学生カップルや、青姦に興味があるカップルがたまに訪れて、情を交わすのだという。ただしこういった場所はそのうち通報されて、パトロールの対象となってしまう。見にいくなら今のうちだと男子たちはバカに騒いでいた。

　赫は同級生たちに見られたいわけではなかったが、自分の恋人にマゾっ気があるのは知っていた。外ですれば必ずや興奮するだろう。実際、始めてみると美咲は体を強ばらせていた一方、まだろくに触れられていないのに、夏用シースルーのロングスカートの中を湿らせていた。スマホのライトで照らしてみると、ショーツのクロッチ部分に染みがついているのがわかった。

　エッチな母親だ。赫は口淫で美咲を責め立て、美咲は声が漏れないように必死に口元を押さえつけて呻いた。愛液はいつもより溢れ出て、赫の口元をべちょべちょに汚していった。

　挿入してからは母の感じ方も大きくなり、もう声を押し殺せない。いつ誰に見られてもおかしくない。羞恥と恐怖が、美咲をさらなる境地へと導いた。

　赫は周囲を気にしながら、人の気配がしたときはさすがに腰を止めたが、向こうが気づいていないとわかれば、また前後運動を始めた。「だめっ、聞こえちゃう♡」と喘ぐ母に、必死に声を我慢するよう言い聞かせて。

　そして赫から持ちかけ、一つの勝負が始まった。声を上げられない状況下なのだから、先に絶頂したほうの負け。負けたほうは勝ったほうの言うことをなんでも聞くこと。

　しかし過去の例から、勝敗はわかりきっていた。

　美咲は自分の膣内で暴れ回る、反り返ったオス棒に翻弄されるばかりだ。体位が体位だからストロークこそ短いが、子宮口を執拗につつかれては背筋に電気が走り、脳が灼かれる思いがした。せめてもの抵抗で必死に肛門に力を入れて膣内を締め上げ、息子の剛直を搾り上げるものの、息子はかえって喜び、より深く、奥ばかりを刺激してくる。

　ずんっずんっ♡　ずんっずんっ♡

「ふぅーっ♡　ふぅーっ♡　もうだめっ、もうむりぃーっ♡」

　高まり続けた快感に、美咲はついに白旗を揚げた。息子をぎゅっと抱きしめ、意識が真っ白な世界に昇天し、内腿をブルブルと震えさせる。はしたないエクスタシー。秘壺は甘い蜜をピュパッと吐き出した。赫の股間までが濡れてしまう。

「イッたね、母さん。俺の勝ちだ」

「だ、だから……♡　こんなの、んっ♡　最初から勝負に、ならないわよぉ♡　はぁ♡　かーくんが凄すぎて、お母さん、いつも簡単にイカされちゃうんだもの♡」

　正面から抱き合いながら、キスをせがんでくる母に息子は応えた。互いに柔らかい唇を優しく吸いつき合い、唾液を混じらせていく。愛情たっぷりの接吻だ。

「ぷはっ……！　でも、勝負は勝負だからね、母さん。俺の命令を聞いてもらうよ」

「……うふふ♡　私、いったい息子に何をさせられてしまうのかしら♡」

　淫猥に歪んだ母の瞳が、わずかな街灯に照らされて白く光った。まるで伝説のサキュバスのように、悪魔じみた魔性の美しさだった。

　息子はそんな母の姿にごくりと息を呑む。が、

「やりたいことはあるんだ。でも、それは当日までのお楽しみ」

　赫はニヤニヤとイヤらしい笑みを浮かべていた。

「まずは今日、最後までさせてよ。ほら母さん、こっちにお尻を向けて？」

「うん……♡」

　美咲は木立に手をついて、息子に向かって尻を突き出した。そして自分から、濡れそぼった陰部を開いて見せる。

「さあ、かーくん♡　お母さんの、ここに、かーくんのエッチなオチン×ンを、好きなだけ出し入れしてね♡」

　夜空に浮かぶ満月のように、剥き出しになった母の生尻は白く丸かった。




　そして数日後──。

　上級生の三者面談の日だ。県立Ｎ高校の正門に、恋ヶ崎親子の姿があった。

　美咲はすっかりおめかししてきて、上品で美しいご婦人であった。夏用の涼しげな婦人スーツ。オシャレで、センスがあるコーディネートだ。美咲はまだ若いから、高貴な家の令嬢にも見える。

　周囲には他の生徒やその親御さんもいたが、恋ヶ崎親子に注目が集まっていた。

「あれが赫くんのお母さん？　キレー……」

「めちゃくちゃ若いよな。母っていうより、姉じゃないのか、あれ」

「すっごーい、あんなに美人が来るなんて。他のお母さんたち、みんな公開処刑じゃん」

　羨望と憧憬、そして嫉妬に好色な視線と、ありとあらゆる感情が籠もった視線を向けられている。

　赫も鼻が高い。同級生たちの母親より二回り若い点を差し置いても、美咲の美貌は比べものにならない。すらりとした細身の体で、胸は大きく、顔は小顔。ロングの髪はツヤツヤに輝き、傷みやほつれもまったく見られない。母と呼ぶにはあまりに美しすぎた。

　しかし──。

　周囲は、そんな美女がどこか様子がおかしいことにも気づいていた。

「でも、あれ？　なんか顔赤くない？」

「照れてるっていうか、恥ずかしそうっていうか……まあ可愛いんだけど、妙な色気があるっていうか」

「汗掻いてる感じだし、この暑さじゃ熱中症って可能性もあるぞ」

「具合悪いのかなー」

　遠巻きにひそひそと、いろんな憶測が飛び交っている。見当外れのものもあれば、意外と的に近い指摘もあった。

　赫は、母の耳元にボソボソと囁いた。

「みんな、母さんのことを見てるよ？　──下着つけていない、ノーパンノーブラの、ド変態の母さんのことをさ」

「…………♡♡」

　美咲は顔を紅潮させながら、恥ずかしそうに身を縮めた。呼吸が荒くなっていた。

　そう、今の美咲は婦人用スーツとブラウスの下には、何も身につけていない。強い風でも吹いてスカートが捲れてしまえば大事なところが見えてしまうし、上着を脱いでしまえばブラウスの胸元に二つの尖ったポッチが浮いてしまっているのが見えてしまうだろう。

　ここに来るまでだって、当然この格好だった。もし電車で痴漢に遭っていたら、とんでもないことをされていたはずだ。

「ひ、ヒドいわ、かーくん♡　ハァ、ハァ……♡　お母さんに、こんな格好させて、学校を歩かせるだなんて♡」

「みんなに自慢したかったんだよ。俺の母さんは、こんなに淫乱で、変態で、エッチなことが大好きなんだってね」

「もぉ……♡」

　美咲が赫の服の裾をぎゅっと掴んだ。母ではなく、すっかり恋人の貌だ。可愛いのは可愛いのだが、

「いけないよ、母さん。そんな処女みたいな顔したら。今は〝母親の時間〟なんだから」

「わ、わかってるわよ♡」

　美咲は掴んでいた手を離すが、どこか熱に浮かされたような、火照った表情までは変えられなかった。

「この時期は暑いからしょうがないかな」

「ええ、お母さん、今、とっても熱くなってるの……♡」

　そして二人は昇降口へと向かった。階段を登るとき、美咲は女子生徒のようにスカートを手で押さえた。




　校舎内には冷房が効いている。ただし節約のため、必要最低限のみだ。

「かーくんの学校に来るのは久しぶりね」

　美咲はバスケ部の試合で体育館周りに来たことはあるが、校舎内まで親が来ることは滅多にない。

　指定の特別教室の前にまで来たが、まだ時間ではないので、控えの椅子に隣り合って座る。周囲には誰もいない。クラスごとで三者面談の場所は異なる。

　今日はいわゆる半ドンで、午後に校内に残っているのは三年の三者面談待ちだけだ。グラウンドから部活の声は聞こえる。

　赫と肩の触れ合う距離で、隣に座る美咲は少し肩を上下させ、呼吸を荒くしているようだ。首筋やうなじに汗を掻いている。そこから女性フェロモンが匂い立っているようで、赫は息を呑んだ。鼻を近づけてニオイを嗅いでしまう。

　すんすんっ♡

「あっ……♡　だめ、かーくん♡　こんなところで♡」

　美咲は体を強ばらせて上半身を少し逃がしたが、どこか嬉しそうにもしていた。

「でも母さんのほうこそ、発情しちゃってるんだろ？　顔赤くして、息を荒げてさ。フェロモン出ちゃってるよ。下のほうはどうなっていることやら」

　赫が美咲の太股を撫でると、美咲が焦ったようにその手を掴んだ。

「だ、だめだって、かーくん♡　もぉ♡」

　そう言いながらも、本気で嫌がっているふうではない。イケナイことだとわかっていながら、メスの本能は喜んでいる。これまで何度も見せてきた、母の女の顔だ。学校でも見ることになるとは。そう追い込んだのは赫だが、想定以上の淫猥な魅惑に、赫の中の男がムラムラと反応してしまう。

　だがそこで、教室の中から「ありがとうございました」と聞こえ、席を立つような音が聞こえてくる。赫と美咲は慌ててなんでもないふうを装った。

　ガララ、とドアが開いて、先に入っていた女子生徒とその母親が出てくる。彼女らは赫と美咲をふと見下ろして、「？」と小首を傾げた。妙に緊張して固くなった親子、冷房の効いた校舎内で二人とも火照った様子、どこか親子には似合わない雰囲気……。だが深く追及はせず、さっさと去っていった。

「次の方、どうぞー」

　呼ばれ、恋ヶ崎親子は教室に入った。

　担任の教師はまだ年若い女性教師だ。美咲よりも年下になり、男子たちから人気がある。高三の担任を受け持つのは今年が初めてらしい。

　現国担当で人当たりはいいが、教師の仕事を、仕事と割りきってプライベートと分けている節が見られる。学校と私生活を混同しがちな高校生にとって、つれない先生という印象だった。恋人もいないらしく、個人主義の寂しい女と小バカにする陰口を、赫はたまに聞いていた。

「恋ヶ崎くんのお母さんですね。どうぞお座りください」

「はい……♡　失礼します♡」

　美咲はどこかフワフワと、地に足が着いていない様子だ。情けないノーパンノーブラで、息子の担任教師の前に座る。しかも相手は自分よりも年下の女。まったく何を考えているのかと自分を責めながら、心の中では今の状況を楽しんでいる自分がいるのもまた自覚しているのかもしれない。

　担任の若い女教師はそんな美咲の様子に、目を瞬いて困惑したが、これまで他人に対して深く追及してこなかった女だ。教師になったのも、たぶん他に働き口がなかったためで、聖職者・教育者としてのやる気などは別にないに違いない。

　担任はすぐに、手元のプリントに目を落とした。

「えーと、今回の三者面談は、主にお子さんの進路についての相談になります。まあ、形式上、ご家庭の様子なんかも、参考としてお聞きしたいのですが」

「はい。うちのかーくんは、昔からとってもいい子で、──んっ♡」

　美咲が突然、甘い声を出した。

「？」と担任教師はぴくりと反応する。だが美咲がすぐに「んっ、んんんっ」と咳払いしたので、なんだ喉の調子が悪いのかとすぐに興味を失った。夏風邪も流行っていることだ。

　しかし美咲の内心では、まったく別の思いが駆け巡っていた。

（……だ、だめよ、かーくん♡　こんなところで、触らないで♡）

　机の下、隣り合う赫がそっと手を伸ばし、美咲の太股をスカートの上から撫でていた。息子は素知らぬ顔で前を向いているが、その手の動きは痴漢のようにイヤらしかった。美咲はまったくの他人からそんなことをされたら跳び上がってしまっただろうが、息子からなら興奮してしまうのだった。

「えーと、お子さんのご家庭の様子は、どうでしょうか？　たしか母子家庭ですよね」

　担任が質問を繰り返した。美咲はピクピクと小刻みに震えながら回答した。

「え、ええ♡　とってもいい子で♡　んっ♡　家事もよく手伝ってくれますし、家でも予習復習は欠かさなくて♡　ぁ♡　妹の勉強も見ているくらいで♡　んっ♡」

「妹……そうでした。一年生に心愛さんがいるんでしたね。兄妹の仲は良好ということでしょうか」

「はい♡　親の私から見ても、とっても仲のいい兄妹で♡　ときどき羨ましくなるくらいで♡　んっ♡　でも最近は、息子も私に心を開いてくれて♡　ぁ♡」

（……母さんは息子に股を開いてるよね）

　赫が耳打ちでボソリと言うと、美咲はビクビクっと震えた。硬直して黙り込んでしまう。

「お母さん？　どうしました？」

　担任が心配そうに声をかけてくる。息子から何か言われたのだとしたら、家庭内暴力などの凶悪事件の可能性すら考えられる。

　しかし美咲は息子を怖がっているふうではなく、ハアハアと熱い息を吐いて、どこか喜んでいる感じだった。

「なんでも、ありません♡　うちのかーくんは、本当にいい子で♡　時々イタズラをするのだけが、困りもので♡」

「イタズラ……」

　その歳で？　と担任は困惑している。小学生ならまだしも、高校生になって家庭内でイタズラをするとは思えないのだろう。だが性的なイタズラは、赫の得意分野だ。

　担任教師は、その男子生徒を見た。顔を伏せ気味にしている。普段はどちらかというと大人しいタイプだが、隣に母親がいる今日に限っては、少しニヤついて見えた。

「と、とにかく♡　うちの家庭に問題はありません♡　し、進路の話に、移りましょう♡」

　美咲は焦っている様子で、早くこの三者面談を終わらせたいようだ。普通の女親は子どもの学校での様子を聞きたがるが、美咲の意識は別のところにあるような気がした。

　しかしそれにしても、むせ返るような色香を放つ母親だ。これまで何人もの親御さんを見てきたが、こんなに色気を醸し出す母親は見たことがない。ぱっと見はお淑やかな令嬢にも見えるのに、なんだか、高級娼婦や売れっ子ＡＶ女優を前にしたような妖しさも感じられる。

　その淫靡な雰囲気に当てられたのか、女教師も少し体が火照ってきた。長いこと男に抱かれていない……。そんな邪念を振り払い、資料に目を通した。

「ええと、恋ヶ崎赫くんはとても優秀な生徒ですね。勉強の成績はずっとトップクラスで、バスケ部では県のＭＶＰに選ばれて、全国出場が決定しています。問題行動もなし。これなら校内推薦で、かなりいい大学を狙えそうです」

　息子を褒められて、母親はかなり嬉しそうだ。

　しかしここで、赫が伏せていた顔を上げた。真剣な表情だ。

「俺、就職を考えています」

「えっ」

「……か、かーくん？」

　女教師も美咲も、呆気に取られた。赫は就職を希望するという。

「えと、恋ヶ崎くん？　あなたは春先の進路希望表には、大学進学と書いていますよね」

「たしかに書きました。でもやめます」

「なぜですか。あなたくらいの成績なら、かなり立派な大学にいけますよ」

「そ、そうよ、かーくん。今の時代、大学に通ったほうがいいわよ」

　二人の目上の女からそう諭されても、赫は首を振った。

「俺は早く社会に出て、お金を稼げるようになりたいんです。大学で四年もかけるなんて時間はないです」

「大学を出ておいたほうが、生涯年収はかなり差が出ますよ。もっとも、今は大卒でも優秀な人材でないと、高収入にはありつけないんですが。あなたくらい優秀なら大企業を目指したり、国家資格を取ったりは充分視野に入るかと。もし母子家庭なのを気にして、学費の面を不安に思っているのなら、返さなくてもいい奨学金が」

「四年は待てません。俺は一刻も早く、立派な社会人になりたいんです」

　断固とした口調に、担任も美咲も言葉を失っていた。理由が知りたいと目で訴えている。

　だが赫の思いは至極単純だった。

「早く大人になって、家族を養いたいんです。家族が何よりも大切だから」

　机の下で、赫が美咲の手をぎゅっと握った。

「かーくん……！」

　美咲はようやく息子の気持ちに気づき、感動した。息子は母に養われる立場から、母を養う立場へとステップアップしたいのだ。それはもちろん親子としてだけでなく、恋人同士として。翻っては夫と妻としての関係となるためだ。

　美咲はプロポーズされたような気持ちになった。




「ありがとうございました」

　三者面談を終えて、廊下に出る。そして歩いた。

「でも、かーくん。お母さんね、かーくんの気持ちは嬉しいんだけど、そんなに焦ることはないと思うの。大学に行ってからでも、お母さんは、ずっとかーくんと……♡」

　美咲のセリフは最後のほうはしぼみ、純情な乙女のように恥ずかしげに目を伏せた。

　赫にも美咲の言い分はわかる。元より家族だ。離ればなれになることはない。ずっと一緒にいようとすれば、いくらでもいられる。しかし男としての矜恃もあった。

　真面目に説明するのは少し照れくさかったから、赫はちょっとだけ茶化して言うことにした。

「俺が早く就職しないと、母さんと生セックスできないだろ？」

　そして美咲の尻を揉んだ。美咲はびくんっと跳ね、慌てて周囲を見回した。

「も、もぉ……♡　誰かに見られたらどうするの♡」

「そのときはこう言おうかな、『俺の婚約者です』って」

「……うふふ♡　みんなビックリしちゃうわね♡」

　歩きながら、美咲が甘えたがりの猫のようにすり寄ってくる。赫はその華奢な肩を抱いた。今すぐ犯してやりたかった。

「母さん、学校でしよっか」

「えっ♡　そんな、イケナイわ♡　ここは神聖な学舎で、まだ他の生徒や先生たちだって残っているのに♡」

「見られるかもしれない状況のほうが、興奮するんだろ、母さんは？」

「……知らないわよ♡」

　しかし拒否する感じではなく、赫に身を委ねるようだ。

　そこで赫は普通教室がある第二校舎に向かった。今日は半ドンでほとんどの生徒は帰宅しているし、三者面談も終盤だから三年も残っていないはずだった。

　実際に向かってみると、案の定、人の気配がしない。赫は自分の教室に母親を連れ込む。

「ここでかーくんが、いつもお勉強しているのね」

　美咲は感慨深いように教室中を見回すが、赫はさっそく後ろから美咲を抱きしめた。女の柔らかい体が、ぴくんと反応する。

「もぉ、本当にするの♡」

「今すぐ母さんを抱きたい」

「あっ♡　だめよ♡」

　後ろから、スーツの上着の隙間に手を滑り込ませ、ブラウス越しに乳房を揉まれる。

　ぐにゅっ♡　もみもみっ♡

　ノーブラで、薄い布一枚が隔てるのみだ。汗でしっとりとした肌触りだった。性欲が盛んな息子に豊満な胸元をまさぐられ、母親は一人の女として悦楽に浸ってしまう。

「んんっ♡　やだ、こんな場所で♡」

「息子の教室で、ノーブラで、胸揉まれるのはどう？　気持ちいい？　母さん」

「そんなイジワルな質問、しないで♡　あンっ♡」

　服の上から乳首を摘まむと、途端に美咲の体が反応した。ゴムのようにしこり固まった蕾を、指の腹でこねるみたいに動かすと、美咲はビクビクと電気が走ったように震え出す。

　くにっ♡　くにっ♡　こりこりっ♡

「くふぅうんっ♡　そんなに乳首ばっかり責めちゃ、ダメぇ♡」

「もっとしてほしいんでしょ、本当は」

　かりかりかりかりかりかりかりっ♡

　滑りのいいブラウス越しに、爪先で母の乳首を一定のリズムで引っ掻き続ける。

「あああっっ♡　はぅううんっ♡　あっあっあっ♡」

　美咲は自分の指を噛み、必死に声を押し殺そうと耐えている。しかしその唇の隙間からは、熱い呼気とともに、女の愉悦に満ちた喘ぎ声が漏れていた。

　かりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりっ♡

　赫は一定のリズムでの乳首責めを続けた。女は同じ刺激を続けたほうが、快感に集中できて気持ちよくなれるそうだ。絶頂に達するのも早まるらしい。

「乳首だけでイッて。母さん」

「あっあっあっ♡　あひぃあっ♡　あぅんっ♡　い、イクっ♡　イっちゃう♡　息子の教室で、息子に乳首をいじられて、はしたなくアクメしちゃう♡」

「見せて。母さんがイクときの可愛い顔、息子に見せて」

「だ、だめっ♡　こんな、はしたないエッチな顔♡　息子には見せられないぃぃ♡　はぁぁああんっ♡」

　赫が二つの乳首を、同時にギュッと摘まむと、美咲は雷に打たれたように跳び上がった。

「アヒッ♡♡♡　ふぁ、ぁぁあああっっ♡♡♡」

　美咲は頬を紅潮させ、つむった目からは涙を溢れさせ、だらしなく口を開けて絶頂感に震えた。母のアクメ顔。淫らで、可愛くて、男の支配欲を掻き立てるメスの顔だ。絶対に他の男には見せられない。一生、美咲を離さないでおこうと、赫は固く心に誓った。

　ぐったりと気怠げに体重を預けてくる美咲。赫は彼女をゆっくり床に降ろすと、そのぽーとした惚け面の前で、カチャカチャとベルトを外し始めた。

　そしてズボンとトランクスを下げ、ボロン、と大きな男性器を露出する。

　美咲はもう何度も目の前で見てきただろうに、また目を大きく見開いて、息子の男根を凝視した。そしてゴクリと息を呑む。勃起角度は早くも床に水平。正面の美咲に、まるで切っ先を突きつける刃のように勃っていた。

　そして何も言わずとも、美咲は自分から口を近づけていく。卑猥な享楽に脳まで犯されたような淫蕩な顔で、横笛を吹く要領で、息子の剛直に舌を這わせていく。

　ぴちゃっ♡　れろれろっ♡　ちゅっ♡

「くはっ……！　いいよ、母さん……！　フェラチオ、うまくなったね……！」

「かーくんが喜んでくれてる……♡　お母さんも嬉しいわ♡　はぁむっ♡」

　美咲が小さい口をいっぱいに開けて、息子の膨らんだ亀頭を包み込む。その熱くぬめった粘膜感触に、赫の下半身は一瞬コントロールを失って震えた。

　ちゅぱっ♡　じゅるるっ♡　じゅぽっ♡

「あっ！　母さん、いきなり、激しいっ！」

「あむむっ♡　はって、ほんな、おいひいんらもん♡」

「うわあっ！　その状態で口を動かされたら！」

　赫は一気に射精感が上がってきてしまう。こんなに早く出されるのは、負けた気がするので根性で耐え忍ぶ。肛門に力を入れて、込み上げてくる射精感を押し留める。

　だが美咲は実に美味しそうに、息子のペニスを吸い上げる。手は使わず、口だけで、根元まで呑み込んでは、一気に亀頭まで搾り上げて。ぬめった舌も蠢き、まるで母の口が肉壺になってしまったかのようだ。

　じゅぽっ♡　じゅぽっ♡　じゅぽっ♡　じゅるるるるるるっ♡

「ああああっ！　母さんの口マ×コ、最高すぎる……！」

　赫は腰が抜けてしまいそうだったが、力を振り絞って美咲の頭を掴み、荒っぽくオナホールのように上下させた。腰も同時に前後させ、より深く、母の喉奥を犯した。

　ぐぼっ♡　ぐぼっ♡　がぽっ♡　ぐちゅっ♡

「んぐっ♡　んぶぅっ♡　アアっ♡　ンンンッ♡」

　美咲が涙を流しながらも苦しそうな声を上げ、しかしそれでも目だけは嬉しそうに三日月の形になっている。まさか喉奥を突かれて、感じているのだろうか。

　いずれにせよ、赫はもう限界だ。臨界点を突破し、爆発の前兆が急速に込み上げてくる。ここまで来たら止められないし、止めるつもりもなかった。

　ずちゃっ♡　ぐちゅうっ♡　ごちゅうっ♡

「口に出すよ！　母さん！」

「んああっ♡　ぉハァアアッ♡」

　口内を喉奥まで犯され、美咲にまともな返答はできない。しかし美咲の目が、息子の精子が欲しいと物語っていた。奥に、奥に、喉にまで直接注ぎ込んでほしいと。

　そんな淫乱な母の顔を見せられたら──。

「くそっ、出る！　出るぅうううっっ！」

　美咲の頭を鷲づかみにし、赫は腰を限界まで突き入れた。「おぶぅ♡」と美咲も口からなのか鼻からなのかわからない音を出し、そして膨れ上がった亀頭が爆発したように白濁液を放出した。

　どっぷう♡　どっぴゅう♡　びゅるるるるるっ♡

「くぁああああああっ！」

「おぼぉっ♡　んぼぁあああああっ♡」

　頭部をガッチリと押さえられた美咲は、ただでさえ口いっぱいに大きな男根をくわえ込んでいたのに、喉奥を白いマグマが繰り返し叩いた。反射的にすぐに飲んでしまったのは少量だ。精液の多くは美咲の口とペニスの隙間を縫うように流れ、口から溢れ出てくる。

「えふっ♡　あああっ♡」

　美咲はすべてを口で受け止めようとしたようだが、さすがに量が多すぎた。口の端からこぼれる精液を、せめて手のひらで受け止めた。

「う、く、はぁ……！」

　すべてを出しきって、赫がゆっくりと腰を引く。やはり大きすぎ、量も多すぎて、美咲の口からは糸を引いてこぼれてしまう。

　できるだけ手のひらで掬い、母は息子の粘っこいスペルマを飲み下していく。口内にあったものを飲み干したら、次は手のひらにあるザーメンを啜り、舐め取り、一滴残らず体内に収めていく。

　ずずっ♡　ちゅぱっ♡　ごっくんっ♡

「んはぁ……♡　かーくんのお精子、今日も濃厚で、とっても美味しい♡」

　とろんとした恍惚の表情で、美咲はすっかり堪能していた。

　その淫猥な母の姿が、放精したばかりの息子にふたたび血流を届ける。ムクムクと硬度を取り戻していく肉杭を目の前にして、美咲もまた、次の展開に期待した。

　そして美咲は近くの机に肘をつくと、尻を息子に向かって突き出し、もう片方の手でスカートを捲った。ダラダラに愛液を垂らした、痴女のような下半身があらわになった。やはり下着はつけておらず、形のいい桃尻の下、股からはイヤらしい涎が溢れ出て、白く肉づきのいい太股の内側を幾筋もの川となって流れていっている。

「来て♡　かーくん♡」

　息子を誘う母。その姿は人の親というよりは、獣めいていた。

「お母さん、今日、安全日なの♡」

「え、じゃあ、ということは？」

「ゴムなし♡　生で入れていいのよ♡」

　瞬間、赫のペニスは完全に硬度を取り戻し、腹を打たんばかりに反り返った。

「ホントにいいんだね、母さん!?」

「ええ、間違いないから大丈夫よ♡　それより早く♡　お母さんも、もう我慢できない♡　息子の格好いいオチン×ンが欲しくて、ここがウズウズしちゃってるのぉ♡」

　美咲の生尻が悩ましげに揺れている。バックの姿勢の割れ目からは、サーモンピンク色の花びらや花芯がわずかに見えている。びしょびしょになっているのだから、当然、受け入れる準備はバッチリということだ。

「行くよ、母さん……！」

「ちょうだい♡　かーくんのいきり立った極太チ×ポで、このイケナイ母親を叱って♡」

　赫が剛直を秘貝に添えただけで、美咲はゾクゾクっと身震いした。そして徐々に膣内を侵攻していく。ズブブブ、ズブブブ、と。熱く煮えたぎった愛沼は、容易く息子の剛直を受け入れた。

「あ、はぁあんっ……♡」

「うあああ、ああっ……！」

　親子の初めての生セックス。美咲の熱くぬめった柔ヒダを直接ペニスで感じて、赫は快感に頭が真っ白になってしまいそうだった。生はゴム有りとはまったく違う。別物だ。湿り具合も、絡みついてくる媚ヒダの感覚も、搾り上げるような肉壺のうねり方も、すべてが比べものにならないほどの愉悦を与えてくる。

　見下ろす美咲の背中も、「あっあっあっ♡」と小刻みに震えている。

　赫はすぐに動けなかった。初体験のときと同じように、入れただけでもう射精してしまいそうだったからだ。

　しかし赫が動かずとも、美咲が荒い息を上げながら、ぴくんぴくんと震えている。そのわずかな感触だけで、赫の男根はさらに大きく膨らんでいく。

「ハァ、ハァ……！　もう簡単に入るようになったね、母さん……！」

　体を重ねるようになってから、まだ二週間ほどしか経っていない。だがペースとしては一日三回以上の計算になる。美咲の体はこの短期間のうちに、集中的に変えられてしまったのだ。

「かーくんのオチン×ン専用になっちゃった……♡」

　ただそれだけの短い言葉で、赫に火をつけるには充分だった。俺だけの母親、俺だけの女、俺だけの美咲──。男の支配欲と独占欲が同時に満たされ、もはや我慢がどうのと洒落臭いことは考えられない。犯す。この女を犯す。だって俺だけのものだから。向こうもそれを望んでいるのだから。そして中出しし、子宮に直接精子をぶっかけてやる──。

「動くぞ！」

「あっ♡　来てぇ♡」

　ずにゅっ♡　ぐちゅっ♡　じゅにゅうっ♡

「アヒっ♡　はぁあああっ♡　す、すごいぃ♡　生えっち、ぜんぜんちがぅ♡」

　赫も同感だった。わずか一枚の薄いゴムが、いったいどれだけの妨害をしていたのか。薄さが売りだったのに、生の感触とこれだけ異なるなら詐欺だ。

　母の蜜壺はぐしょぐしょに濡れそぼり、柔ヒダは絡みついて収縮し、膣壁全体が蠢動して息子の剛直を卑猥に搾り上げる。とくに引いたときに、逃がすまいと締め上げてくる。

　長くは保たない。赫は即座に確信させられた。あまりに気持ちよすぎる。これが本物のセックス。そうだ、忘れていた。

　およそ一年前、妹の心愛とした初体験。あのときはゴムの用意がなかったために生だった。赫は一度オナニーで出した直後だったにもかかわらず、あまりの快感にまたすぐに爆発してしまった。コントロールする余裕などゼロだった。

「おおおおおおおおっ！」

　赫は今、本当の意味で母と一つに繋がっていた。圧倒的な愉悦と、底なしの歓喜とともに。

　野獣がごとく腰を打ちつけていく。

　ずちゅっ♡　ずちゅっ♡　ずちゅっ♡　ずちゅっ♡

「あヒッ♡　はぁあっ♡　アッアッアッ♡　あんっ♡　あんっ♡」

　学生の机に肘をつき、バックで突き入れられている美咲もまた、されるがままに脳の快楽中枢を犯され、身も世もなく切羽詰まった嬌声を上げている。

　その机はたしか、赫に明らかに好意を寄せている女子生徒のものだ。あまり目立たない大人しめの地味子。赫と話すときだけは恥ずかしそうに赤面する。女友達に急かされて一緒にツーショットを撮ったときは、本当に嬉しそうにしていた──そんなあの子が、自分の机の上で想い人が母親を犯し抜いていると知ったら、どんな顔をするだろう。

「あああああああっ！」

　ぱんぱんぱんぱんぱんぱんぱんぱんっ♡

「らめらめらめっ♡　らめぇーっ♡　生でそんなに激しくされたら、お母さん壊れちゃうぅうーっ♡　アアアアアアッ♡　頭が真っ白になりゅ♡　変になっちゃぅぅううっ♡」

　机をガッタガッタと揺らして、二人の男女が激しくまぐわい続ける。息子が腰を打ちつけるたびに、母の逆ハート型の桃尻が波打った。粘着音の伴った打擲音がパンパン、パンパンと卑猥に奏でられ、接合部からはおびただしい量の愛液が飛び散った。

「母さん！　好きだ、母さんっ！」

「私も！　私も愛しているわ、かーくぅんんっ♡　はぁああああんんっ♡」

　親子は同時に高まり、あっという間に限界に達する。それでもなお、少しでも快感を持続させようと全身に力を込めて耐える。あと少しだけ、もう少しだけ、愛するこの人と繋がっていたい──。

　だがそんな最後の抵抗はわずか数秒で突破される。

　赫は陰嚢がせり上がり、ドクドクと精液が尿道を駆け上がってくるのをたしかに感じ取った。ペニスがぱんぱんに膨張し、蜜壁を押し広げながら、ラストスパートの前後運動を繰り返す。

　美咲もまた、自らの痴肉に包まれる息子の男根がさらに大きくなったのを感じ、それが入口付近から最奥まで、何度も繰り返し前後する快感に痺れ上がった。高まり続けた愉悦が天国への扉を開き、真っ白な光が美咲の脳内を焼き焦がしていく。

「あイグっ♡♡　イっちゃうぅうう♡　んきゅぁあああああああああっ♡♡♡」

「うぉおおおおおおおおおっっ！　中に出す、子宮にぶっかけるぞぉ！」

「来てっ♡　奥にたくさん出してぇええええっっ♡♡」

「ああああああああああああああっっっっ!!」

　予兆は確信に変わり、現実となる。

　ダムが決壊したのを赫は股間で感じ取った。

　そして──。

　どぴゅうっ！　どっぴゅう！　どぶぶぶぶぶぶっ♡

　失禁と間違うほどに大量放出される精液。赫の体は弓なりに反り返り、腰を限界まで突き出し、奥へ奥へと解き放った。
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「アヒィイイイイイイいいいいイイいんんンんっっあああああああっ♡♡♡」

　それを受けた美咲もまた、これまでにないほどに乱れた。精子を欲しがって浅いところまで下りていた子宮口に、直接、息子の白いマグマをぶっかけられたのだ。それも驚くほど大量に。下腹部が燃え上がったように熱くなり、子宮が精液の海で満たされたような感覚を覚えた。

　陸に揚げられた魚のようにビクビクと跳ねる母の女体。それに覆い被さるように、息子の体がぐったりとした。

「あッ、はぁ……！」

　数日分を一気に解き放ったような虚脱感だった。甘い痺れが全身を流れ、もう何も考えられない。まるで魂まで放出してしまったようだった。

　美咲もまた似たようなもので、極大の法悦にその双眸は惚けて溶けたようになり、だらしなく半開きになった口からは涎が垂れていた。

　我を失った親子の姿──しかし。

　二人とも、相手の手だけは、しっかりと握りしめていたのだった。




「……ふふ、ついに繋がったんだね、二人とも」

　ドアの隙間から、親子の痴態を覗き見ていた人物がいた。小柄な女子生徒。スレンダーな体型。そして、特徴的なツインテール。

「お兄ちゃんに、ママ……♡　とっても気持ちよさそう♡」

　心愛はほんのりと頬を赤らめた状態で、その場をそっと離れた。

　見回りに来た教師に、こちらの戸締まりはやっておいたと報告して引き返させ、兄と母、二人の時間が少しでも長く続くよう祝福した。




◇




　七月下旬、夏休み──。

　学生たちは解放的な気分となって制服を脱ぎ捨て、毎日どんな遊びをするのか期待に胸を膨らませる。海に行く子もいるだろう。山に行く子もいるだろう。川岸でのバーベキューも定番だ。受験生なら夏季講習もあり、運動部はここぞとばかりに強化メニューを組まされる。

　赫のバスケ部は全国大会をおよそ一週間後に控え、最後の完全休日を取ることになった。明日から戦術や技術面の調整に入り、頭も使って集中する時間が続く。気持ちも途中で切らせない。遊ぶなら今日が最後だ。

　しかし赫は友人からの誘いや、女子たちからのラブコールを断った。他に外せない用事があったからだ。

「こ、この歳になってこんな格好をするなんて……。変じゃないかしら？」

　恋ヶ崎家の美咲の部屋で、母親は滅多に着ない衣装に身を包んでいた。いやもっと正確に言えば、十年前までは毎日のように着ていたが、卒業と同時に着なくなったのだ。

　それは県内有数のお嬢様学校の制服だった。夏用の薄い半袖ブラウスで、首元では可愛らしいリボンが結ばれている。美咲が高校在学中に着ていたものを引っ張り出してきたのだ。

「凄くよく似合ってるよ、母さん」

　赫は眼福の至りだった。美咲の母校であるお嬢様学校が、とても可愛い制服をしているのを赫も目撃したことがある。在学中の母を何度も妄想したものだ。もし母が自分と同年だったらと。

　美咲は非常に若く見えるから、女子高生の格好も不似合いではない。しかし高三だと考えても大人っぽすぎる色香があるため、卑猥なコスプレをしているようにも見えた。

　とくに、肉感的なスタイルがエロコスプレ感に拍車をかけていた。

「胸元パッツンパッツンだね。スカートから出てる脚も、ムチムチしてるし」

「あの頃より胸が大きくなってるのよね♡　ガリガリだったのが、体のあちこちに肉がついちゃったと思うし♡」

　ムッチリした今の体型のほうが、赫は好きかもしれない。痩せているより健康的に見えるし、エッチだ。

「……それに、薄い夏服でブラジャーが透けちゃってるのも、いいね」

「や、やだ♡　こんな派手なの着るんじゃなかった♡」

　美咲が慌てて自分を抱きしめるが、まだ隙間から見えている。藍色で可愛らしい花柄レースのフルカップのブラジャーだ。女子高生が着るには大人すぎるし、サイズも大きすぎるが、逆にそそらされる。

「下着姿の母さんもいいね。今度、セクシーランジェリーってやつ買って着てみてよ。Ｔバックの紐パンで、スケスケのやつ」

「もぉ……♡　かーくんのエッチ♡」

　二人は抱き合い、自然に口づけを交わした。赫もあえて学生服に身を包んでいる。すっかりお似合いの学生カップルの姿だった。

　ちゅぱっ♡　ちゅっちゅっ♡　れろれろ♡　ぺろっ♡

「んはぁ……♡　かーくんとのちゅー、大好き……♡」

「俺も、母さんとキスするの、すっかりやみつきになっちゃったよ」

　今度は二人とも口を開き、ぬめった舌をねっとりと絡ませていく。

　あむっ♡　ちゅぷっ♡　れろんっ♡　ぢゅるるるっ♡　んちゃっ♡

「はあん……♡　あっ♡　ふっ♡　んっ♡」

　美咲はキスだけで小刻みに震えている。そのうちキスだけで絶頂できるようになるかもしれない。いや、すでに軽く達しているのかも。

「ぷはっ……♡　かーくん、かーくぅん♡　好き好き……♡」

　とろんとした法悦の表情で、母は息子をぎゅっと抱きしめ、濃厚なキスを繰り返す。ピチャピチャと水音が鳴り、互いの唾液を交換し、口を離すと二人のあいだに糸が引いた。

　赫も高まってくる。股間が熱かった。お嬢様学校の制服を着た、女子高生ママと、イヤらしい大人のキスをしているこの状況が、睾丸に精子の大量生産を命じている。

「はあ、はあ……！　母さん、このまま、制服着たまま、いいよねっ」

「ええ、もちろんよ♡　しっかり愛してね♡」

　このままベッドに押し倒して犯すのは、簡単だった。しかし赫はふと、これまで同じことの繰り返しなのが気になった。赫が責め、美咲が受け。初めてのときからずっとそうだ。

　ならば逆の状況も試してみたくなる。赫はベッドに仰向けになって、美咲を見上げた。

「今日は母さんに上になってもらおうかな」

「う、上？　私が？」

「そう、今日は母さんが息子を脱がして、責め立てる番だ」

「そ、そんな……♡　お母さんの私が、息子を犯すだなんて♡　なんてイケナイことを……♡」

　美咲はゾクゾクッと身震いし、うっとりと陶然とした表情でベッドに仰臥する息子を見下ろした。逞しいオスの肉体。愛おしい我が子。これを自由にしていいのか。

「……ごくりっ♡　それじゃあ今日は、お母さんが、かーくんを食べちゃっていいのね♡」

「そうだよ、母さん。好きにしてくれ」

「うん……♡」

　そして美咲は朱に染まった顔で赫の傍まで来る。

　が……。

「……え、ええと、どうすればいいのかしら」

「は？」

　美咲は何をすればいいのかわからないと、戸惑っているふうだった。

「えと、いつもどおり、オチン×ンを舐めればいいのかしら……？」

「いや、もっと他にもやりようあると思うけど」

「そうなの？　どうすればいいの？」

　……これまで責められるばかりだった美咲は、右も左もわからない処女と同じだ。責めろと言われても今一つイメージが湧かないらしい。

「と、とにかく、いつも俺が母さんにやっているようなことを、今度は母さんが……」

「え、ええと、キスして、首筋にもキスして、耳に触れて、それから」

　美咲は焦って指折り数えていく。

「それから、おっぱい触って……えっ、男の子もおっぱい触られてうれしいのかしら？」

　美咲は真面目に聞いてくる。赫はちょっと途方に暮れた。もういいからやってくれと投げやりに思ってしまう。

　そこで──。

「ああもう！　見てらんない！」

　いきなりドアが開き、ツインテールの少女が現れた。

「心愛っ!?」

「きゃあっ！　心愛ちゃん!?」

　母と長男は驚いて振り向いた。制服姿の長女がそこで偉そうに胸を張っていた。

「ママったら、男を喜ばせるやり方予習してないなんて、ちょっと勉強不足じゃないの？」

「えっ、その、ご、ごめんなさい？」

「てか心愛、おまっ、今日は塾の特別講習だって言ってなかったか!?」

　ああ、あれね、と心愛はなんでもないように、

「うーそっ」

「なっ！」

「どうせわたしがいないあいだに、二人は家でエッチするに決まってるでしょ。それを覗こうとしたまでよ」

　嘘をつき、母と兄の痴態を覗いたにもかかわらず、心愛はまったく悪びれた様子がなかった。むしろ少し怒っているふうですらある。

　いずれにせよ、自分たちの関係はすでに知られていたのだ。一つ屋根の下、母と兄が特別な関係になったことを、いつまでも隠し通せるはずはないと覚悟していたが。

「いつから気づいてたんだ？」

「何日も前から。ケンカみたいに気まずくなったのに、その後、無性に仲良くなったし、ボディタッチも増えたから、あ、この二人ヤッてるなってすぐわかったよ」

　赫と美咲は赤面した顔を伏せた。自分たちは隠しているつもりだったが、心愛にはバレバレだったらしい。

「赫兄もわたしのこと、抱かなくなったしね。やっぱりママの体を貪ってたんだ♡」

　いーけないんだっ、と小憎たらしく言ってくる妹だった。

「そ、そういう言い方するなよ。俺たちは、その、清純なお付き合いをだなあっ」

「母親に女子高生の制服着せるのが、清純なお付き合い……？　それにこの前の三者面談の日は自分の教室でヤッてたよね、赫兄？」

　心愛は至極疑問であるように小首を傾げてみせる。「くっ！」と兄は言葉に詰まった。このぶんだと何度覗かれていたのかわからない。

　へんっ、と心愛は肩を竦めた。

「もう言い逃れは不可能だよ。二人ともエッチが好きで好きで堪らない変態だってことは、バレちゃってるんだから」

　見透かされた母と兄は、ふたたび恥ずかしげに顔を伏せた。実際、毎日サルのようにヤリまくっている。ただヤルだけでなく、青姦や学校での羞恥プレイもしてきた。そして今日はコスプレセックス。変態以外の何物でもない。

「でも、安心していいよ♡」

　しかし妹は頬を朱に染めて、スカートの下からパンツをズリ下ろした。

「わたしも変態だから♡」

　そして心愛は、脱ぎたてパンツを兄の口に突っ込んだ。

「んぐぐっ!?」

「赫兄はちょっと黙ってて」

　赫はすぐに口から妹のパンツを取り出したが、一方で心愛に押し倒されてベッドで仰向けの姿勢になっていた。

「いい？　ママ。お兄ちゃんはこうやって責めてあげると喜ぶんだよ♡」

　そして上から妹が覆い被さってくる。体を重ねること自体はおよそ三週間ぶりだが、

「ちゅっ♡」

　妹とキスするのは初めてだった。赫はファーストキスは母親と決めていたので、これまで心愛からねだられても拒否してきたのだ。しかし今や、妹からのキスを断る理由はなくなっていた。

　心愛の唇は美咲よりも薄く、その一方ですぐ舌を伸ばしてくる。

　ちゅっ♡　れろれろっ♡　ぺろっ♡　ちゅぱっ♡

「んはぁ♡　お兄ちゃんとのキス、気持ちいい♡」

　唇を離した心愛は、うっとりとした表情で、自分の唇をぺろっと舐めた。まさに小悪魔といった淫靡さだったが、妹にとってはこれがファーストキスのはずだ。それでここまで卑猥にできるとは。

　赫も弥が上にも高まってくるが、同時に、美咲の視線を感じて熱くなる。

「や、やめろって、心愛……！　母さんが見てるだろ……！」

「見せてあげてるのよ♡　ママもいろいろ勉強しないとね♡　ほら、次はこうすると赫兄は嬉しがるんだよ？　はぁむ……♡」

　妹が兄の耳に舌を這わせてくる。外耳の形を丹念になぞるようにねぶり、吸いつき、そして耳穴に舌先をねじ込んでくる。

　ちゅぱっ♡　にゅるっ♡　れろれろ♡　ずちゅっ♡

　ゾクゾクとした快感に、「はうっ！」と赫は情けない声を出した。体から力が抜けて、妹を押し返すことができない。

「あ、か、かーくんも、耳を責められるのが好きなんだ……♡」

　娘が息子を犯していく。そんなイケナイ光景を前に、止めるでなく見学する母は、ドキドキした様子で眺め、下腹部があるあたりにぎゅっと手を押しつけている。

「気持ち、よさそう……♡」

「耳だけじゃないよ♡　赫兄ったら、責めるときは激しくやるくせに、自分が責められたら女の子みたいな声を上げるんだから♡　ほら、こうして……♡」

「うっ、あっ！」

　心愛が首筋にねっとりと熱い舌を這わせてくる。たっぷり唾液をまぶして。そしていつの間にかワイシャツのボタンが外され、舌の位置が下がっていく。浮き出た鎖骨に、ゴツゴツとした胸骨に。そして──男の小さな乳首に。

　レロレロッ♡　チュパッ♡　ピンピンッ♡

「あっ！　ああっ！　ダメだって心愛っ！　やめ、くはっ！」

　甘い痺れに、赫の体がぴくん、ぴくんと反応してしまう。

「かーくん♡　そんな可愛い声出すんだ♡」

「そうだよ、ママ♡　赫兄ってね、実は責められるのも好きなんだ♡」

　心愛は続けて舌先で乳首を責めながら、兄のズボンの上から股間をさすった。テントのように張っている。

「でも一番は、やっぱりここを触られることなんだよ♡　ママも知ってるよね♡」

「……うん♡　かーくんの一番気持ちよくなるところ、お母さんも知ってる♡」

　心愛が兄の股間を撫でるたび、赫は小刻みに震えてしまう。ズボンの中は狭く、痛いほどにキツかった。

　それを妹にも悟られてしまったらしい。

「ふふっ♡　赫兄ったら、もうオチン×ンをギンギンにしてる♡　ねえママ、このままだと苦しそうだから、赫兄のズボン、脱がしてくれる？」

「わかったわ♡」

　美咲が顔を紅潮させながら、子どもたちのいるベッドに膝をつき、息子のベルトをカチャカチャと外し始めた。

「さあ、かーくん♡　ぬぎぬぎしましょうね♡」

「ああっ！　あぁぁっ！」

　赫は妹に乳首をねぶられながら、母にズボンとパンツをズリ下げられる。途中まで引っかかっていたペニスが、バネ仕掛けのように跳ね上がって下腹部を叩いた。

「今日も元気いっぱいじゃん、赫兄♡」

「うふふ♡　逞しくて格好いいわ♡」

　二人の女が、赫の怒張したイチモツを見下ろしていた。異常な状況に奇妙な興奮を覚えたのか、まだ服の上からこすられただけなのに、すっかり反り返り、腹のほうを向いている。

「もう触っていいのかしら♡」

「まだだよ♡　もっと焦らしてあげないと♡　まずは内腿から、指先でつつーっと表面を撫でていくようにして♡」

「こうかしら♡　つつー♡」

　はうぅ、と赫は呻いた。直接性器を触られたわけでない。その根元の内腿に、母の白魚のような細長い指が這い回っている。ゾクゾクッとした快感が股間に集まり、その快感がペニスに集中し、亀頭の先端から飛び出していくようだった。

　つつー♡　さわさわ♡　さわさわ♡

「あぅうああっ！　そ、そんな焦らさないでよ、母さんっ！　ああっ！」

　股間で母が焦らしプレイを続けるあいだにも、上半身に密着する妹の、乳首への責めは続いている。舌先で転がし、爪先で弾き、乳輪をくるくると撫で回す……。

　その快感に赫は思わず妹を片腕で抱きしめてしまう。薄い夏服に包まれた妹は、年齢に似合わぬ淫靡なメスの体臭と、その火照った体温を伝えてきていた。

「ふふふっ♡　ママ、次は竿を手でシコシコしながら、赫兄のタマタマを触ってあげて♡」

「こうね♡」

　美咲の細い指が、息子の太い熱棒を掴み、軽く上下にこすり上げる。それだけでも赫は愉悦に喘いでしまうが、さらに美咲はもう片方の手で陰嚢を持ち上げると、手のひらで転がし始めた。

「うふふ♡　ここでかーくんのお精子が作られているのね♡　あの美味しいお精子、いつもありがとう♡　ちゅっ♡」

「あうっ！」

　母親が睾丸にキスしてきたので、息子は独特の快感に声を上げた。ペニスのようなハッキリとした快感ではなく、鈍く重いような気持ちよさだ。本来は女性の卵巣のように体内にあるべき器官。精子大量生産の排熱のために体外に出されているという。それを母の熱い舌が舐め回し、吸いついてくる。

「あぁむ♡　ちゅぱっ♡　かーくんのタマタマ、可愛い〜♡　れろれろ♡」

「あっ！　ああっ！　くはぁっ……！」

　赫はシーツをぎゅっと掴んだ。睾丸がねちっこい刺激を受け、中の精子たちが戸惑っているような感じがする。肉竿のほうはもっとこっちを責めろと自己主張するようにビクビクと震えていた。

「もぉ、ダメだよ、ママ？　口に含むのは、もっと焦らしてからじゃないと♡　入れる前に徹底的に焦らしプレイするのが、一番感じるヤリ方なんだから♡」

「でもでも、お母さんもう我慢できない♡　かーくんのオチン×ンが欲しくて、アソコがウズウズしちゃってるのぉ♡」

　美咲はもどかしそうに、下半身をむずむずさせ、股間を手で押さえていた。尿意を限界まで我慢しているようにも見える。

「しょうがないなぁ、ママは♡　じゃあ本番始める前に、一緒に赫兄のオチン×ン、キレイにしてあげましょ♡」

「え、一緒にって……ああ♡」

　美咲と心愛が、赫のペニスの左右に陣取った。二人して陶然とした表情で、ペニスを凝視している。これから始まる展開を予想して、赫はさらに高まっていくのを感じた。

　そしてその予想は的中し、母と妹が、赫のペニスを取り合うように赤い舌を伸ばしてきた。

　ちゅっ♡　ちゅぱっ♡　レロレロッ♡

「んはっ♡　ちょっとママ♡　くわえ込みすぎだよ♡　わたしにも分けて♡　ちゅっ♡」

「はあんっ♡　ごめんね、心愛ちゃん♡　かーくんのオチン×ンが、とっても美味しくて……♡　お母さん、ついついたくさん食べちゃうの♡　はぁむ♡」

「しょうがないなぁ♡　ママってホントにエッチなんだね♡　じゃあわたしは赫兄のキンタマいただいちゃおっと♡　レロレロッ♡」

　血縁上は血を分けた姉妹。美咲と心愛はそっくりなメス顔を晒していた。両サイドから愛おしそうにダブルフェラし、片方が竿を舐めればもう片方は睾丸を、片方が鈴口をチロチロ舐めればもう片方はカリ首をねっとりと、互いの唾液を我慢汁と混じらせ、互いの舌が時々触れ合っても嬉しそうにし、そんな光景を眺めながら切なそうにする赫の表情を見上げて、淫魔のように微笑んだ。

「かーくんも気持ちよさそう♡」

「でもオチン×ン大きく膨らんで、ガチガチになっちゃってる♡　もう射精感が高まってるんじゃないの♡」

「心愛ちゃん、そんなことまでわかるんだ♡」

「ママもすぐわかるようになるよ♡　赫兄のオチン×ンって、素直だから♡」

　生意気な小悪魔ぶりを発揮する妹。しかし悲しいかな、心愛はすっかり見透かしている。さすがに一年以上もセフレのような関係を続けてきたら、いろいろと癖を見抜かれても仕方ないのかもしれない。

　たしかに、赫は視覚的にも触覚的にも強い刺激に晒され、射精感がかなり高まっている。このままダブルフェラで一発抜かれるかと思っていたが……。

「それじゃあママ♡　騎乗位、やってみようか♡」

「騎乗位？　なぁに、それ？」

「女が上に跨がって、自分から腰を振る体位だよ♡　さあ♡」

　美咲にパンツを脱がせ、心愛がサポートしつつ赫の股間の上に跨がらせる。

　べちゃり。愛液で濡れそぼった母の女性器が、唾液でベトベトになって反り返った男根の腹に降り立った。上の美咲はゾクゾクッと身震いし、下の赫も固唾を飲む。

　互いの性器を通して伝わる体温、湿り気、重み、すべてが心地いい。視覚的にも、胸元パツンパツンの女子高生ママを見上げる格好となり、その迫力に赫は圧倒された。

　ハアハアと美咲は早くも発情顔を晒している。

「お母さん、なんて、はしたない格好しているのかしら♡」

「息子を愛してる証拠だよ、ママ♡」

　心愛は横で好色な微笑みを浮かべながら、母の腰に手を添えていた。

「まずは予行演習ね♡　こうして腰を前後に動かして♡」

「ああっ♡」

　娘が母の腰を前後に動かすと、母は快感に震えた。

「き、気持ちいい……♡　お互いの性器がこすれ合って……♡　入れてないのに、こんなにイイなんて……♡」

「素股って言うんだよ、ママ♡　ほら、下になってる赫兄も、すっかりエッチな顔してる♡」

「本当ね♡」

　母と妹から意地悪そうな好色の目で見下ろされながら、赫は股間から立ち上ってくる快感に耐えるように全身を強ばらせていた。

「もっと動いてあげて、ママ♡」

「ええ。いっぱい気持ちよくなってね、かーくん♡」

　卑猥な粘着音を立てながら、若い母親が、娘に導かれ、息子の上で腰を前後に動かす。ずちゅり、ぬちゃり。そのたびに美咲も赫も甘い声を上げる。お嬢様学校の制服を着た女子高生ママのパツンパツンの胸元が大胆に揺れ、スカートに隠された二人の交接部は、活火山の内部でうねるマグマ溜まりのような熱を上げていた。

「くはっ……！　や、ヤバいって、これ……！　ああっ……！」

「はぁんっ♡　い、いいっ♡」

　否応なしに高まってくる。入れてはいないが、それでも抗いたい愉悦だ。母の柔らかい大陰唇が赫のペニスを包み込み、小陰唇が絡みつき、陰核がこすり上げてくる。びしょびしょに濡れたそれはまさに熱い沼。締めつけがなくても、ペニスの一番敏感な裏筋を刺激してくるのだから堪らない。

　美咲にしても余裕があるわけではない。元から感じやすく、とくにクリトリスが弱い母は自分からそれを息子の肉棒にこすりつけ、気持ちよがる。

「あっ、だめ……これ、イグ♡」

　びくんっと美咲が一際大きく跳ねる。同時に、赫の股間に熱い液体がジュワッと広がった。絶頂してしまったようだ。

「ママったら本当にイキやすいんだから♡」

「ご、ごめんなさい……でも、気持ちよくって♡」

　美咲は恍惚の表情でプルプルと震えている。赫としては正直、先にイッてくれて助かった。あと十秒でも遅かったら、赫のほうが限界に達していたかもしれなかった。

　しかし妹が休憩を挟ませてくれない。

「さあママ、ここからが本番だよ♡　一旦腰上げて♡」

　心愛がサポートしつつ、二人分の体液でベトベトになった肉杭を母のヴァギナへと導いていく。生でやろうとしているので赫は焦った。

「お、おい！　ゴムは！」

「ママ、生のほうがいいよね♡」

「うん♡　お母さん、かーくんともっと生でエッチしたい♡」

　女家族はまるで取り合わず、赫の剛直を膣口へと添えた。

「で、でも、母さんを妊娠させちゃったら、俺……」

「万が一妊娠しても、出産する頃には赫兄、卒業してるでしょ♡　大丈夫大丈夫♡」

「お母さんの職場も、理解があるから気にしなくていいのよ、かーくん♡」

　抗議する余地はなかった。母は腰を下ろしてズブブブ、ズブブブと肉棒をくわえ込んでいく。

「あ、はぁぁあ……♡　やっぱりかーくんのオチン×ン、すごいぃ……♡」

　奥まで呑み込み、美咲は背筋から頭頂部までピンとまっすぐになって震える。母の肉壺は、息子の淫棒の感覚を味わうように柔ヒダが蠢動し、抱きしめ、舐め回していくようだ。やはり生だと感触が段違いだった。

　そしてそんな母と息子の接合部を、妹はうっとりとした表情で眺めていた。

「すごい……♡　ママのエッチなオマ×コが、赫兄の凶悪な極太チ×ポを呑み込んじゃった……♡　ほら、赫兄にも見えるよね♡」

　母のスカートをたくし上げ、妹が二人の接合部を見せつけ、耳元で囁いてくる。

「ねえ、お兄ちゃん♡　ママに犯されてどんな気持ち？♡　すごく、いい気持ちなんでしょ？♡　ねえ♡」

「あっ、あっ、ああぁ……！」

　赫にまともに返答する余裕はなかった。

　美咲が早くも、ゆっくりと腰を前後させていたのだ。

　ずりゅりゅっ♡　にゅぷっ♡　にゅぷっ♡

「あっ♡　はっ♡　あああんっ♡」

　母は快感におとがいを反らして喘いだ。艶壺はすぼまり、くわえ込んだ男根を逃がすまいと搾り上げてくる。パツンパツンのブラウスの下で、大きな乳房が豪快に揺れ動く。いつボタンが弾け飛んでもおかしくない。

　魂すら吸い出そうとするようなグラインドに、赫もまた呻きながら堪え忍んだ。母の膣内は熱く湿り、ただただ気持ちよかった。

　ずちゃっ♡　ずちゃっ♡　ずちゃっ♡

「あっ♡　あっ♡　あっ♡　かーくん、好きぃ♡」

　両手を恋人繋ぎにして、息子の上で自分から腰を振る母。その姿はイヤらしく、そして愛情に満ちていた。

「母さん……！　あぁ……！」

「あっ♡　かーくんのほうから動いちゃダメっ♡」

　赫が思わず下から突き上げると、美咲は背筋に電流が走ったように仰け反った。

「アアっ……♡　だ、ダメよ、かーくん♡　今はお母さんが、かーくんにご奉仕してる最中なんだから♡　かーくんが動いちゃ……♡」

「でも、俺だってずっと責められっぱなしで、もう早く出したいって下半身がうずいてるんだよ。母さん、スピード、上げてくれ……！」

「わ、わかったわ……激しくするね♡　んっ♡」

　美咲がグラインドの速度を上げる。大胆に腰を動かし、その力強いストロークを可愛らしい膝と太股が支えた。跳ねる上半身では豊満な乳房が揺れている。母は目を閉じて快感に集中しつつ、ハアハアと荒い呼吸を上げて息子の敏感な肉棒を責め立てた。

「二人とも、すっごく気持ちよさそう……♡」

　そんな母と兄の淫猥な姿を、妹もまた熱に浮かされたような表情で眺めていた。左手をスカートの中に入れてくちゅくちゅと卑猥な音を立て、右手のほうは小ぶりな胸の乳首を揉む。

「んっ……♡　わたしも、してほしい♡　赫兄、わたしのも舐めて……♡」

　心愛が赫の顔の上に跨がってきて、スカートの中、大洪水を起こしている妹マ×コを降ろしてくる。いわゆる顔面騎乗位だ。発情したメスの淫臭が兄の顔全体を包み込んだ。赫は自然に、その果汁滴るフルーツにむしゃぶりついた。

　ジュピュルッ♡　ジュルルルッ♡　ぺろぺろ♡　れろっ♡

「あひゃぁっ♡　お兄ちゃんの舌使い、すごぃ……♡」

　妹は感じ方が母と同じだ。自分から腰を動かして強い快感を自ら求め、あるいはあまりに強すぎる快感に思わず腰を逃がし、また快感を求めて腰を下ろす。

　母と娘、二人とも長男の上に跨がり、淫らに腰を振っている。向かい合う母と娘は興奮も最高潮に達し、二人でレズキスを繰り広げることもあった。

「ママぁ、気持ちいいよぉ♡　どうにかなっちゃいそう……♡　はぁんっ♡」

「うふふ、大丈夫よ、心愛ちゃん♡　んっ♡　お母さんが、ついてますからね♡　あんっ♡」

　そんな二人の下になっている赫の淫蕩ぶり、興奮ぶりは、想像を絶するものだ。

　赫は射精感が急速に高まってくるのを感じた。母の締めつけてくる狭隘が、男の象徴をなぶっている。熱く、びしょびしょに愛液を漏らし、接合部からぐちゃぐちゃと卑猥な音を立てて、精液を早く早くと搾り立ててくる。

　異常な状況だとはわかっている。こんな家族団らんがあっていいわけがない。しかし、だからこそ高まってくるものがあった。背徳感が快感を誘い、脳みそをふつふつと煮えたぎらせる。──白濁液が、下から一気に駆け上がってきた。

「あっ♡　かーくんのが大きくなった♡　出るのね♡」

「ぷはっ！　ああっ、出す！　本当にこのままいいのか!?」

　妹の尻を持ち上げて、赫はスカートの中でそう言った。「あっ♡」と心愛が反応する。

「うん♡　出して♡　かーくんのお精子、いっぱい欲しい♡」

　母はさらに腰の動きを加速させる。接合部をグチャグチャにしていく。泡立った愛液。粘度の高い白色の本気汁も溢れてくる。

　普段はされるがままだった母。息子との禁断の関係に、心の中では大きな葛藤があったに違いない。しかし美咲は徐々に積極的になり、今では自分から息子の上で腰を振っている。そこにあるのは脳を犯す色情だけではなく、息子を、家族を愛する美しい親子愛もあるのだろう。

　大切な三人家族。今までも、これからも、ずっと──。

「うぅ、くっ！　あああああっ！」

　赫は限界に達し、思わず腰を突き上げてしまった。浅くなっていた奥、降りてきていた子宮口をぐちゃっと突き上げた感覚をペニスの亀頭で感じ取る。

　その不意打ちに美咲はびくんっと跳ね上がった。背筋を弓なりにして、頭を反らし、だらしなく口を開く。

「あひっ♡　あっあっあっ♡　ああああああああああああっっっっ♡♡♡」

「くっはぁぁああっっ!!」

　赫は射精する直前、心愛の存在も忘れなかった。尖らせた舌先を、心愛の膣口に思いっきりねじ込む。上になった心愛が大きく仰け反り、媚ヒダが柔らかい異物をきゅっと締め上げた。

「あっ♡♡　はぁぁああああっっんん♡♡」

　母と妹が盛大に潮を吹く、と同時に息子もまた盛大に放精した。

　ぴゅっ♡　ぴゅっ♡　ぴゅぅううっ♡
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　どぶっ♡　どっぴゅう♡　びゅるるるるるっっ♡

「ひぃぃいいいいっ♡♡♡」

「んひゃぁぁぁっ♡♡♡」

「あ、あ、あ、あ、あっ……！」

　息子の腰の上に乗った美咲も、兄の顔の上に乗った心愛も、二人はまるで鏡合わせのように強ばった体で痙攣を繰り返した。そして二人が放った痴悦の吐蜜で、兄の上半身はホースで水をかけられたように濡れそぼる。

「か、赫兄ぃ……♡　好きぃ♡」

　妹が力が抜けたように、ぐったりとして兄の横に寄り添うように倒れてくる。赫はそれを受け止めて、何度もキスした。

「心愛……今まですまなかったな。俺も……おまえへの認識を改めるよ」

「……ありがと♡　いつか、絶対に好きって言わせてみせるから♡」

　エクスタシー直後の、リンゴのように赤くなった顔で、心愛は幸せそうに微笑むのだった。

「うふふ、二人が仲良さげで、あっ♡　お母さんも嬉しい……わ♡」

　美咲もまた絶頂で真っ赤になり、体を小刻みに震えさせていた。そして腰を上げてペニスを引き抜くと、「んっ♡」と甘い声を出した。

　女の絶頂は長く続く。美咲もちょっと休憩とばかりに赫の隣に来て、息子は両手に花の体勢で腕枕をする。右に母、左に妹だ。

　家族三人、川の字。子どものときのような幸福な時間だった。

　気怠げな余韻に浸り込む。

　それから美咲は微笑み、上体を起こした。そして仰臥する赫の、頭のほうに膝を持ってくる。何をするのかと思ったら、

「膝枕♡　かーくん、好きだったわよね♡」

　そうしてベッドの上で腰かけ、赫の頭をその肉づきのいい太股に乗せてくる。赫は抵抗せず、むしろ自分から母親の太股に頭を乗せに行った。妹は添い寝をするように兄に寄り添った。

　後頭部に柔らかい感触。側面にはお腹の柔らかさもある。上を見上げても、美咲の巨乳でほとんど天井は見えない。懐かしい心地だった。幼少期に戻ったような気がする。

　しかしその状態で美咲は、赫の股間に手を伸ばした。大量射精の直後でぐったりと力を失い、母の淫水とザーメンでベトベトになった男根。それを指で挟んで揉み揉みし、刺激していく。少しずつ、硬度を取り戻していく。

「かーくん、あのとき、告白してくれてありがとう……。とっても驚いたけれど、よかったと思うわ。おかげで私たち、本当の家族になれたと思う」

「うん……母さんも、受け入れてくれてありがとう」

「ふふふっ♡　まさか息子を本気で好きになってしまうだなんて……♡　お母さん、考えたこともなかったわ♡」

　会話をしながらも、手コキは続いていた。母親の白魚のような美しい指の刺激で、息子のペニスはどんどん硬くなり、大きく膨らんでいく。

　大人の男としての象徴。しかし一方で膝枕され、頭を撫でられているこの状況が、赫を精神的に幼児退行させていく。

「……ママ、おっぱい」

「あらあら。かーくんったら甘えんぼさんね。でも、いいわよ♡」

　お嬢様学校の制服を着た母親は、到底お淑やかとは言いがたいパツンパツンに張り詰めた胸元の、ブラウスのボタンを一つ一つ外していく。そして藍色花柄の大人っぽいブラジャーが巨乳とともにバンッと出てくる。下から見上げていると凄まじい迫力だ。

　それから美咲はブラのフロントフックを外す。自重で二つの巨乳がぶるんっと揺れて出てきた。Ｈカップもあると聞いたことがある。何度見てもイヤらしく、赫の男心をくすぐり、同時に幼心を蘇らせる。

「さあ、おっぱいの時間よ、かーくん♡」

「ママ……」

　赫の頭を撫でながら、美咲は身をかがめ、左の乳首を赫の口元へ持っていった。赫のほうからも迎えにいく。母の巨乳が上から被さり、赫の顔の大部分を覆った。しっとりと汗を掻いた、いい匂いのする乳房だった。

　息子は左の乳首を口に含み、もう片方の乳房を手で掴んで揉む。

「あんっ♡　おっぱいを二つともだなんて♡　かーくんは欲張りさんね♡」

　ちゅぱっ♡　ちゅーっ♡　ちゅーっ♡　れろれろっ♡

　もみもみっ♡　もみもみっ♡　こりっ♡

「ふぁっ♡　あっ♡　はっ♡　ふぅううんっ♡」

　美咲も喜び、赫のペニスにふたたび手を伸ばした。手でしごかれる。

　下半身からは、甘い痺れに似た、大人の快感。

　上半身からは、幼児退行したような、子どもの快感。

　時空を超えた二つの愉悦を同時に味わい、息子は心身ともに満たされ、癒やされ、夢見心地となって高まっていった。天国への階段を上っていくような幸福感。無重力になってふわふわと浮かんでいく。目の前が真っ白になっていく。

　その日、息子は何度も繰り返し絶頂しながらこう思っていた。







　ずっとこのままでいたい。今が永遠に続いてほしい、と。
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エピローグ　私たち、本物の『家族』ね









　Ｓ県総合体育館Ｃアリーナは拍手喝采に満たされていた。

　今季最後の試合は第一クォーターから点を取り合うシーソーゲームの様相を呈し、どちらが勝つのかまったく予想できなかった。いわんや勝ったほうがリーグ優勝となる事実上の決勝戦である。両チームともに一歩も譲らず、観客も赤と白で真っ二つに割れ、盛大な応援合戦を繰り広げた。

　もつれ合った最終クォーター。残り十秒。点差は二点。鉄壁の守りを誇る昨年の優勝チーム、Ｔドリーマーズを前に、ライバルチーム、Ａヴィクトリーズは攻めあぐねていた。

　バスケには攻撃の時間制限があり、二十四秒以内にシュートを決めるか、せめてリングに当てなければならない。それが残り八秒。Ａヴィクトリーズサイドの観客もベンチも、もうダメかと諦めかけた──そのときだった。

　長身の若手センター、道下琢磨がスリーポイントラインの外に出るという意外な行動に出た。ほとんど常にゴール下のポジション取りを優先する生粋のインサイドプレイヤーである彼が、まさかアウトサイドで活躍できるはずがない。同じチームのメンバーでさえ、虚を衝かれた。

　しかし琢磨の意図を完璧に捉えた選手がいた。身長百八十二センチ。プロバスケの世界では「チビ」に分類される。だが彼の武器は身長差をほとんど無効化できる超ロングシュートだった。

　恋ヶ崎赫は一旦インサイドへのフェイントを入れてから、琢磨の外側へと回り込むキレのある動きを見せた。外に出た琢磨のさらに外。ゴールからはかなり離れている。誰もそんなところからシュートを狙ったりしない、そう思わせる距離だ。

　しかし赫は、琢磨という巨体を壁にして、シュートモーションに入った。

　バカな、入るわけがない、誰もがそう思う。いや、三年前のインターハイ決勝を知っている者たちだけが、ハッとした。

　──おまえなら行けるだろ、赫。

　──ったりまえだろ、琢磨。

　そんな、三年前と同じアイコンタクトを一瞬だけ交わして、赫はボールを指先からリリースした。驚くほど高く、美しい弧を描いたボール。かつてメディアが「ロケットシュート」と名付けて持て囃した超超ロングシュートは、ふたたび、ブラックホールに吸い込まれるようにしてフープに落ちていく。

　ブザーが鳴るのとほぼ同時。

　ネットがスパッと小気味いい音を立て、跳ね上がった。

　瞬間、爆発的な歓声が沸き上がったのだった。




　Ａヴィクトリーズサイドに向かってちょっとした台が備えられ、インタビュアーと赫がその台に乗った。

『本日のＭＶＰおめでとうございます、恋ヶ崎選手！』

　女子アナのような若いインタビュアーは、目をキラキラさせて見上げてくる。たまに向けられる憧憬の目だ。

「ども、恋ヶ崎です。皆さんいつも応援ありがとーっ」

　赫が手を振ると、観客席が盛り上がった。高校時代の友達や、追っかけのようになった女子たちが今日も来てくれていた。ありがたい限りだった。

『恋ヶ崎選手は高校時代に、今も同じチームの道下選手と一緒に全国制覇していますね。今日の最後のロングシュートも、全国決勝で見せたものと同じだとか』

「琢磨がうちのチームに来たのは今季からですが、ピンと来ましたね。相変わらず無茶させるやつです。まあ、入るって確信はありましたけど」

『凄い自信ですね！　やはりスリーにかけては天下一品！』

「自信というか、入るってわかるときがあるんですよ。野球でも打った瞬間にホームランだってわかるときがあるらしいじゃないですか。それと同じですよ。あと俺より入る人だってたくさんいるわけだから、あんま持ち上げないで」

　赫は苦笑した。プロの世界ではあらゆる記録が取られ、シュート決定率もスリー・ミドル・ゴール下・フリースローと細かく分類されて公開されている。赫のスリー決定率は、トップファイブにも入っていない。ここぞというときに決めるから、人の印象に残るだけで、外すときは外す。

『ですが恋ヶ崎選手は、若くしてエースの風格があると言われていますよね。アウトサイドプレイヤーですが、ときにはダンクも決めるなど力強さもあって、チームを盛り上げています』

「チームメイトのおかげと、観客の皆さんの応援のおかげです。本当に感謝しています」

　赫がまた手を振った。客席から拍手が沸き起こる。

　インタビュアーが時計を確認した。

『そろそろ時間ですので、これで最後です！　──今日の勝利を捧げたい人に、何かひと言！』

　マイクを向けられ、赫は照れくさそうに答えた。

「勝ったよ、母さん」

　三年前の全国優勝と同じように、観客席の美咲は泣いてしまい、同じく涙ぐんだ心愛がそんな母を慰めた。




　そう、高校三年のインターハイで、赫たちＮ高バスケ部は全国優勝を決めた。とはいえ実力だとは思っていない。優勝候補が早々に番狂わせで消えたり、戦術的に相性のいいチームと当たったりと、運に助けられた場面も多かった。

　いずれにせよ、赫は県大会の時と同じくベストファイブとＭＶＰを獲得し、多数の大学からオファーが来た。しかし赫は就職を求めていたため、実業団やプロ下部リーグの入団試験を受けることを表明した。ところが予想外の事態となる。プロバスケ一部リーグのＡヴィクトリーズが、ドラフト会議で赫を下位指名したのだ。

　プロ一年目は当然二軍からのスタートとなったが、得意のロングシュートとオールラウンダーぶりを認められ、二年目からは一軍に加えてもらえた。ほとんどベンチだったが、少しずつチャンスを掴み、今季からは主力の一人として数えられている。

　以前、成功の秘訣は何かと問われたことがある。バスケの才能が飛び抜けていたのか。それとも死に物狂いの努力の賜物か、あるいはたまたま幸運に恵まれたからなのか。

　考えるまでもない。赫は胸を張って答えた。

　──家族が支えてくれたからだ、と。




　ホームでの試合のあとは、選手は出入り口に一列に並んでお客さんたちの帰宅を見送ることになっていた。その場でハイタッチを求められたり、サインを求められたりするから、疲れた体には割と忙しい。

　赫はそれが一段落してから、廊下で二人と会った。

「赫兄、お疲れ！」

「優勝おめでとう、かーくん！」

　快活な心愛と、お淑やかな美咲。大切な家族だ。

　心愛は高校を卒業して女子大に通っている。将来の職業はまだ決めあぐねているようだが、赫のお嫁さんをまだ諦めていないらしい。

　美咲も三年が経ったはずだが、この魔性の女はまるで老いを感じさせず、未だに女子大生のように若々しい。

　つまり美咲と心愛の外見年齢の差が縮まってきた。ますます二人はそっくりに似てきて……だから赫は我慢できず、二人とも、お腹を大きくしていた。言わずもがなだが、赫の子どもを妊娠しているのだ。

「お腹、また大きくなったね」

「予定日はもう少し先だけど、もう元気いっぱいで困っちゃうわ」

「絶対、赫兄みたいにスポーツマンになるよ、この子」

　美咲も心愛も、幸せそうに、膨れ上がったお腹をさすっている。美咲はそろそろ来月には産休に入る予定だ。大学生の心愛は休学するかどうか迷っている。

　赫はこれからちょうどオフシーズンに入るから、身重な二人の世話ができることが嬉しかった。

　公表するのは憚はばかられるため、父親の存在を隠さなければならないのが残念だが、自分の子どもには変わりない。赫は二人のお腹に顔を挟まれるようにして、左右にそれぞれ耳を当てた。命の鼓動を感じる。

　思えば数奇な人生を歩んでいる。隣り合った二つの恋ヶ崎家。そして互いに両親と死に別れ、両家は一つとなった。法律上は義理の母と義理の妹。血縁上はいとこ。しかし心も体も繋がった恋人だ。それが今──新しい家族によって新しい絆を得ようとしている。

「名前、どうしようか」

　散々悩んできたが、未だ決着がついていない。美咲のほうは女の子で、心愛のほうは男の子だとわかっているが、ピンと来る名前が思い浮かばなかった。

　そこで美咲と心愛が顔を合わせ、何やら頷き合った。

「そのことなんだけど、こういうのはどうかしら？」

「どんな？」

「亡くなった、恋ヶ咲の姉弟。つまりわたしとママのお母さん──まぎらわしっ──と、赫兄のパパ」

　なるほど、と赫は唸った。その二人が運命の始まりと言える。幼少期から仲のいい姉弟で、大人になってそれぞれ結婚したあとも、近くで住むことを望んだ。非業の死を遂げることになってしまったが、二人がそれほど家族を大切に想い合う間柄だったからこそ、美咲・赫・心愛は、離ればなれにならずに、ずっと家族でいることができた。

　恋ヶ崎家を繋ぐ絆。

　そんな二人の名を受け継いでほしい。

　名前自体もとても前向きで、いいものだし。

「決まりだな」

　今度また、墓参りに行こう──。赫はそう思った。

「二人の名前は、『未み来らい』と『歩あゆ夢む』だ」


了













あとがき




　初めまして♪　あなたの大好きなお母さんよ♪

　お母さんのペンネームは種付けプレスというの。あなたがこの本を手に取ってくれたときに、お母さんはあなたのお母さんになったのよ。誕生日おめでとう！　これからよろしくね♪　大好きよ♡

　本作『妹よりママが好きなの!?』を手に取ってくれてありがとう。お母さん嬉しいわ。この作品はお母さんのお母さんによる息子のためのエッチなライトノベルよ。

　ツッコミどころが多すぎるとよく言われるけれど、なんのことかまったくわからないわ。女性の突っ込むところは三つしかないはずよ？　息子がお母さんのどこに突っ込むかは本編を参照してね♪

　本作は、お母さんがメインヒロインということもあって、お母さんも気合いを入れて執筆したわ。お母さんを可愛く書くことはもちろん、小悪魔な妹もお母さんの理想的なエッチな妖精さんに仕上がったはずよ。だってお母さんの娘だもの、エッチに決まっているわ♪

　そして息子のことも格好よく書いたの。だってこの作品を読んでくれる大好きなあなたは、お母さんにとって白馬の王子様だもの。モテモテで、格好いいに決まっているじゃない？　あなたのような格好いい息子に恵まれて、お母さんは幸せよ♪　お母さんのことをもっともっと愛してね♪　お母さんもあなたのことを愛しているわ♡

　本作はあなたの好きなように楽しんでね♪　キャラクターの心情に思い入れするもよし。エッチなシーンを実用的に使うもよし。

　もちろんイラストだけで満足してもらっても構わないわ。だってどれも素敵なイラストなんですもの。お母さんと息子の愛に満ちあふれた激しい絡み、一方では妹との背徳的な関係なんてものもあったりするわ。どれも神イラストレーター・お久しぶり先生の繊細かつ圧倒的な筆捌きが遺憾なく発揮されていると思うわ。お母さんなんかが感想を言える立場ではないけれど、どのイラストも最高すぎるわ。凄すぎない？

　さて、お母さんが美少女文庫さんから出版させてもらえることになったのは、お母さんが美少女だからという理由ではないわ。種付けプレスというペンネームは、じつは他に関連作品があるの。本作との直接的な繋がりはないけれど、お母さんのことをもっと知りたいときは「夏色青空」で検索してね。きっと素敵なお母さんに出会えるはずよ♪

　ちなみにお母さんも、以前から美少女文庫作品が好きで、たくさん読んできたわ。特定の先生の名前はご迷惑がかかるかもしれないので挙げられないけれど、何冊も読んできたレジェンド官能小説家の先生の新作と一緒に発売されることになっているみたいだから、お母さん正直ビビっているわ。作家になると唐突にこういうことがあって、もう恐縮しっぱなしよ。すみませんすみませんとなぜか謝りたくなるわ。

　お声をかけてくれた担当編集Ｍ氏、ありがとうございます。まさかお母さんがお母さんとして出版できるなんて誰も思っていなかったけれど、現実ってわからないものね。「えっ、本当にいいんですか!?」という言葉が互いに飛び交ったのはいい思い出だわ。今でも正直「本当にいいのかな……」って思っています、はい。

　そしてお久しぶり先生。先に書いたとおり最高にエッチで可愛いイラストをありがとうございます。先生の絵はよく目元が特徴的だと言われますが、お母さんは個人的にキャラクターのリアリティが凄いと思うわ。現実の生き生きとした女の子を見てるみたい。本当に素敵だわ。

　また全国に本書を届けてくださる営業や取次の方々、各書店の皆様、誠にありがとうございます。おかげさまで、お母さんの愛が日本中に行き渡りました。

　そして最後に、ここまで読んでくれたお母さんの大好きなあなた♡　本当にありがとう。お母さんはいつでもあなたのことを想っているわ。

　大好きよ♡





二〇二一年　クリスマスを目前に控えて　あなたの大好きなお母さんより


















妹よりママが好きなの!?
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